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戦後日本における「ロシア民謡」の受容と変容ー訳調はいかに作られるかー
浜崎 f真吾
1.研究の背景
戦後の日本で「ロシア民謡」といわれて受容された歌の多くがソ連の歌謡であり、歌詞の内容とその多く
が背景として持っている「社会主義建設j という大義とそれに憧れていた「ロシア民謡jの初期の愛好家た
ちの気持ちがひびきあっているものだった。いわゆる括弧っきの「ロシア民謡Jというのは、実際には、そ
の多くがソ連の歌で、あったわけで、「ロシア民謡jがブームになったというよりも「ソ連歌謡」がブ}ムにな
ったということで、あった。
「ロシア民謡」を導入した人々の主たる活動の舞台はうたご、え運動1で、あったが、運動の内部だけではなく
周辺にいた人々をも一緒に歌う集団に引き入れたのが歌声喫茶であった。「ロシア民謡Jが戦後日本社会でう
たごえ運動に共感した人々だけにとどまらずより広く大衆に好まれ受容されたのは、旋律が好まれたことが
大きいと思われる。
「ロシア民謡」は、それまでは「聞くだけの音楽」だ、った外国からの大衆歌謡を「自分も皆と一緒に歌う
音楽」にした。それを可能にしたのはE本語訳詞の存在だった。ロシア語が分からない多くの聴衆が自らも
歌うためには日本語歌調の存在は不可欠で、あった。合唱団白樺など訳調を作った人々は「合唱団」として歌
うのと同時に「訳詞をする集団」でもあった。シベリア抑留でロシア語を覚えた音楽家たちと冷戦による激
しい米ソ対立の世の中でロシア語を学んで「ロシア民謡」に接近した若者たちが 50年代に合流して自分た
ちが楽しむだけでなく輸を広げようとして日本語訳詞を作り上げた。
歌声喫茶に日本語訳調を提供したのはうたごえ運動の人たち2であり、その後の商業ベースでのより広い一
般大衆に fロシア民謡」が広まった際にも、うたごえ運動の中で作られた日本語訳調がほぼそのまま使われ、
学校の音楽教科書にも広く採用された。
訳詞のうち「ソ連歌謡jのジャンルの歌のなかには訳詞をして歌った合唱団とその指導者あるいは所属す
る個人により、訳詞に際して「意味のずらし」が行われているものもあった。「意味のずらし」は、戦時中に
作られたソヴェトで、人気の高かった大衆歌謡が平和な世の中を目指した戦後の日本で、目的に応じてより広
く「受容Jされるために必要な「変容」だ、ったのである。日本語訳詞のおかげで、人々は好きな旋律に自分
の心の琴線に触れる内容の歌詞を乗せて長年にわたり歌い続けることができた。彼らはソ連歌謡の旋律を知
ったことでそれ以前のロシアの歌も合せて好んでいる。
I第二次世界大戦後の日本で興った合唱を中心とする音楽分野の社会運動。社会主義運動・労働運動に基盤を置き、歌声喫茶を日常的拠点として
1950年代 -1960年代に最盛期を経験した。合唱曲、平和のうた、労働歌、ロシア民謡などをレパ}トリーとしつつ、創伺舌動も行う。ブーム
は去ったが現在でも「日本のうたごえ全国協議会」があり、約400の合唱団が加盟している
2うたごえ運動の興隆は1950年代であったが、戦前にその萌芽はあった。プロレタリア音楽同盟PMと関鑑子の存在である。関鑑子は1921年
(大正11年)に東京音楽学校材ヰを首席で卒業と同時にプロの声楽家として活躍を開始した。 4年後に築地小劇場の小野宮吉と結婚して、社
会主義者である夫の影響を受け 1929年(昭和4年)のPMの創立に参加し、初代委員長になった。左翼にとって活動の状況が極めて厳しい時
代にあっても関は積極的に左翼音楽活動にコミットしていた。
1945年の日本の敗戦のあと、|日満州を中心に約60万人の兵士が捕虜となりシベリアに抑留されたことは、不幸な且つ日本人のソ連嫌いの大
きな要素となる出来事だった。だが、彼らは困難の中で生きる力のーっとして各地の収容所で楽団をつくり日本人捕虜にもロシア人にも演奏し
て聞かせた。ソ連での楽団には北)1剛や井上頼豊も参加していた。日本の戦後の少なくとも初期は、左翼の社会活動が、弾圧がなくなり、一転
して容易な状況になり「労働者階級を中心とする音楽活動」をより拡大・発展させるために、 194811三に関鑑子たちが共産主義青年同盟(後の
民主青年同盟)を母体に創設したのが中央合唱団であり、この合唱団がうたごえ運動の始まりと実践の場であった。扱う曲の中心は労働歌であ
ったが、そこへシベリア抑留者の音楽家であり、抑留中にソ連と社会主義に共鳴し現地で音楽活動をしていた北川l剛、井上頼豊たちが関鑑子た
ちの流れに合流した。彼らは、政治面だけでなく、文化面、特に大衆音楽の分野でアメリカに対抗しようとし、「ロシア民謡」はそのための重
要なツー ノレとなっていく。
ソ連には抑留者による楽団「沿海1'i'I楽劇団Jがあり::Il:ilや井上たちはそれに参加していた。そこで歌われた「ロシア民謡Jが抑留者の帰還と
共に持ち込まれた。
帰還者たちは中央合唱団より先に「音楽舞踊団カチューシャ(通称「楽団カチューシャJ)Jを結成した。声楽家北川は復員後、中央合唱団の
関のもとで仕事をしてから、日ソ学院(現「東京ロシア語学院J)の前身「ロシア語友の会」から始まった合唱団白樺を指導するようになり、
それがうたごえ運動のなかのロシア民謡のはじまりであると団内誌『合唱団白樺 50年のあゆみ』に記載されている。
－ 32 －
日本の大衆文化に少なからぬ影響を及ぼした「ロシア民謡」は、受容世代の高齢化とともに滅びつつある
が、戦後日本のある時期の大衆歌謡文化の 1っとして記憶にとどめられている。
歌詞の翻訳は外国のことばから日本語への置き換え作業ではない。まったく異なる文化を持つ外国(ロシ
ア)の歌の旋律を日本人が気に入札旋律を作った音楽家(作曲者)と対をなすロシアの詩人、それも高名
な詩人だけでなく無名あるいは詠み人しらずの歌詞も含めて、その思いを伝えたい日本人の翻訳者の思いが
加わることにより、日本語訳詞では受容と同時に変容もおきる。翻訳には目的があって変容したものがあれ
ば、ほとんど無意識に変わってしまったものもあれば、理解を助けるために変えざるをえなかったものもあ
る。つまり翻訳は純粋に言葉の技術的な面もあれば、史上初の社会主義の国ロシア(ソヴェト)の歌に対す
る気持ちとし1う精神的な面もあり、そのこともまた受容と変容の背景にはあった。
2.本論の目的
本研究で対象とする「ロシア民謡Jは戦後日本に入ってきた民謡を含むロシアーソヴ、ェト大衆歌謡を指す。
1950~60 年代の日本では「ロシア民謡」がブームとなったが、ほぼ同時代に流行したアメリカのフォーク
ソングと違い「ロシア民謡」は殆どが訳詞で歌われてきた。日本における「ロシア民謡」の受容を追究する
のに重要なポイントは、原詩と訳詞の比較にあると考え研究を続けてきた。 1950年の発足以来、いままでの
65年間、最も長期間で、且つ一番多くの「ロシア民謡」を歌い続けてきた「ロシア民謡」専門合唱団白樺のレ
ノfー トリー約 380曲のうち、演奏回数上位の約 80曲の歌詞カードを作成した。歌詞カードの観察を通じて、
透語訳と歌うための日本語訳詞はどこが違うのか、歌詞に現われる翻訳の特徴と傾向を観察した。日本で受
容され歌われた「ロシア民謡」の日本語歌詞には以下の傾向が見受けられる。
1) ソ連、共産主義的な色彩、あるいは戦時色を排除する傾向。
国内戦や第二次大戦前後に作られた戦時歌謡、社会主義讃歌に見られる原詩の表現から、著しい軍事色
や思想、色の言い換えや省略がなされた歌詞。
ダークダックスやボニージャックスが歌い商業ベースに乗った曲にその傾向が強い。
2) 逆にソ連・社会主義への関心、あるいはロシアへの憧れをかきたてる歌詞
2-1) 社会主義建設を称える内容をできるだけ忠実に表現している。
2-2)ロシアの風景、風俗の表現に原語を取り込むなどの工夫。
により、歌詞全体が原詩に近い意味をあらわす内容となっているもの。
一般的な受容層ではなく、うたごえ運動の活動メンバーや歌声喫茶に出入りしていた特定の愛好者たち
に歌われた曲にその傾向が強い。
このほかにも、
3) ロシアと日本の生活習慣・文化・歴史的背景の違いのために、原詩のままでは理解しがたいと思われる
事象を省略したり、別の内容に置き換えている歌詞。
4)日本の歌らしさへの調整
ロシアの日本人には想像がつかない厳寒などの自然/風景描写をほのぼのした日本の冬景色に置き換える
などの手法が見られる歌詞。
の傾向もみられるが、本稿ではソ連や社会主義、戦争の表現を弱めている 1)のグルーフOと、逆に原詩が表現
する内容をできる限り忠実に再現する、あるいは異国情緒を強めようとしている 2)のグループρに関して論じ
ようとするものである。従来は、「意味のずらし」が行われたりのグループ。に関しての論述を主としておこ
なってきたが、 1)のグループ。との対比で2)の「歌詞の意味と内容をできるだけ保とうとしているんある
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いは「異国情緒をかきたてようとしているj グルーフ。に関する考察にも焦点を合わせたい。
3. rロシア民謡」歌調翻訳の傾向と「森の歌」
「ソ連、共産主義的な色彩を排除する傾向」の歌調、「ソ連への関心、あるいはロシアへの憧れ、異国情緒
をかきたてる歌詞」と筆者が分類しようとすることについて、現代の日本人、とりわけ若い世代の人々には
その意味が理解できないかもしれない。 fロシア民謡」が盛んだった 1950年"'-'1960年の日本では、 1917年の
10月革命により史上初の社会主義固となり、共産主義を目指すのが国是で、あったソヴェト連邦に結びつく
「ことば」に対して社会が過敏な反応をする時代で、あった。
1950年代のソ連・ロシアに関することばへの日本社会の当時の雰囲気と反応について、歌詞カードの曲に
は含まれていない「森の歌Jを例にして述べたいと思う。原詩の内容と違った訳詩になっている他の fロシ
ア民謡jについては、内容と意味を変えざるを得なかった当時の事情がわかる文書はなかなか見当たらない
が、この歌については、日本での初演にあたって教育委員会の許可を得ながら訳詩をした人たちの証言が文
書として残っている。それが、本論の最初に、この「森の歌」の例をいわば「総論j として取り上げて考察
する理由である。
「森の歌Jは7つの楽章からなる組曲であり、メロディが楽章ごとに違うのに呼応して、 7群の歌詞でロ
シア南部の不毛地帯を国家ブロロジェクトにより緑化するという叙事詩が歌われる。その内容は各楽章のタイ
トノジである程度想像がつくが、「原詩に忠実j と「原詩から変わっているJという、相反する 2つの傾向が
訳詞にあらわれざるを得ない構成である。つまりロシアの自然を描写する楽章では原詩に忠実な訳を志向で
きるが、ソ連の社会主義体制や指導者を称える楽章では、日本社会で受け入れられる歌詞にする工夫をせざ
るを得ない。
この訳詩をめぐる歴史的な証言の一例となるのが、棲井武雄 (r森の歌」が 1953年6月 14日に日本で初
演された時の指揮者)による 1955年の回想記4である。「森の歌」は日本語訳詞で歌われたのだが、京都市立
梅屋小学校の児童合唱団が出演するので指揮者自らが小学校校長の「心配」を受けて、京都市教育員会の指
導部長に会って、小学生にこの歌詞を歌わせることについての了承を求めている。棲井は「そのうえ「ヴォ
ルガjとか「クレムリンjという言葉にまでも心配の鉾先がむけられたのは故なきこととは思えたけれど、・・・」
と述べており、ヴオノレガ、クレムリンという思想性とは関係がないと思える言葉までもが自主規制あるいは
当局への打診の対象で、あったことが伺える。結果的に教育委員会の指導部長に「ヴオノレガとかクレムリンは
別にさしっかえないでしょう。」といわれて以下の歌詞(日本語訳調)は許可された。
第3楽章「過去の思い出」の冒頭部分である。
忘れえぬ祖国の大地のさだめ、
皇撞ひとつ立ち、梢ただ寒く
砂ほこり交えし砂漠吹く風は
遠く芝生立主の彼方より一一
豊かな草原に、風は吹き荒れて・
(下線は筆者)
棲井は第3楽章冒頭のこの歌詞について「このあたりは、もっとも苦心した思い出と、やや満足というよろ
こびが重なって、それこそ忘れえぬものとなっているということである。」と述べている。上記の訳詞は、下
線部を含めて原詩を音符に乗せるための語数の制限があるなか、緑化事業が始まる以前の農業に適さないロ
シア南部の過酷な気候を描写する詩句を忠実に再現しようとしている。むろん、もとの意味をずらす必要は
3各楽章のタイトノレ1.戦いの終わった時 2.祖国を緑化しよう 3.過去の思い出 4.ぼくらは木を植える 5若ものたちは前進する 6未来へ
の遺遥 7.栄光
4機井武雄「森の歌の日本での初演の恩いで」芥)11也寸志監修・東京勤労者音楽協議会編『森の歌~ (おりぞん社、 1955年)pp.62-74 
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ないし、そうする意図も感じられない。この部分の原文と逐語訳は以下の通りである。
MhI He 3a6wIH rOphKO並)]，0江区江ID6HMhIXMeCT 3eM五HCBoe首:
私たちは自分たちの国のいとおしい地方の辛い運命を忘れてしまってはいなし、o
CTOHT O)]，Ha 6epe3Ka B IIOJI久HHeT 3aIIIHThI y IIOJIe託
白樺が野に一本立ち、野にはさえぎるものもない。
1'13 IIyCThIHH IIeCqaHO首BeTep且eTHTOKa51HHhlII， 
砂漠からは呪わしい風が吹き、
日3-3aBonr目立eTHTC戸 OBe話...
ヴォノレガの彼方からは乾し百た熱風が吹く・・・
MOJIO)]，hIe B30II)].yT 3叩 eH九 OHCO)IOKeT llX 6hICrpee or悶…
麦の若芽が出ると、乾し1た熱風は若芽を急速に焼き焦がす・
1雲井は、一方で「特に第7楽章の「レーニン、スターリンに栄光あれ」というような詩句が、校長先生の心
配の種となった」と続け、指導部長からは「子供たちの口にさせたくないと思うのです。そこだけ訂正して
ください。Jという「指導」を受け削除した。樫井が言及している第7楽章「栄光」のその部分と思われる 2
カ所の訳詞は次の通り。訳詞の下線部は、原詩の意味からは大きく変えられている。
ど三三笠主主よど三塁ιょ
いざそだてよ われら はえあれ
いざそだてよ われら はえあれ
はえあれはえあれああ!
主血盟主いまや明るく輝きて
自由のこの大地よ ああ!
われらほめたたえん
(下線は筆者)
上記の訳詞に対応する原詩と逐語訳は次の通り。
CJIaBa IIOJIeBO)]，y， CJIaBa arpOHOMY， CJIaBa Ca)]，OBO耳y，
農業指導員にはえあれ、農業基盤にはえあれ、璽蓋韮盟にはえあれ、
CTaJIHHy pO)]，HOMy H BceMy HapO)].y CJIaBa， 
愛するスターリンと民衆全てにはえあれ、
CJIaBa CJIaBa CJIaBa ! 
はえあれはえあれはえあれ!
CJIaBa， CJIaBa ! 
はえあれ、はえあれ!
BOCXO)]，HT 3ap51 KOMMyHH3M乱 1
生産主義の夜明けが始まる!
日paB)]，aC BaMH H CqaCThe y HaC. 
あなた方と共に真実が、そして私たちにはしあわせがある。
ECJIH 6 Harny CB51ryID OTqH3HY 
われらが至高の祖国を
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Mor JIemrn )'BH，LI;eTb cewmc ! 
レーニンが、今、見てくださることができればなあ!
はじめの連の一行自は、社会主義体制の農業組織(コルホーズ=集団農場)の指導者たちへの賛辞であるが、
文脈のなかで社会主義との直結を連想させることば(職種名称)であるためか、農作物の収穫を連想する「い
ざそだてよ いざ実れよJという言葉に置き換えられている。 2行目はスターリンを称えるもっとも避けな
ければならない詩句というので、「われらはえあれ」と縁化計画を遂行した自分たちを称えることばに置き換
わっている。二つ目の連の一行自の「共産主義の夜明け(東雲・朝焼け)Jも避けねばならないので、「平和
の光j に置き換え、最終行のレーニンを称える部分も「われらはえあれJとスターリンの部分と同じ文言に
変えられている。
原詩が持つ意味合いの歌詞に近づ、けたかった気持ちと言い換えが心残りという複雑な思いがにじんでいる
棲井の言葉であるが、「森の歌」の歌調原文と訳詞全体を改めて分析すると 7つの楽章に対応する 7つの歌調
の全体を通しては、ことばの意味には、大きな変更はない。だが、上記に取り上げた部分の訳調には 1)rソ
連、共産主義的な色彩を排除する傾向Jと2)rソ連あるいはロシアへの憧れ、ロシアという異国への情緒を
かきたてる歌詞」の相反する内容を見ることができる。上記以外にもロシアを連想させる地名は第5楽章「若
ものたちは前進する」の歌調で「カムィシンJrヴオノレゴ、グラー ドJrチェノレカッスJrヴオノレガ河Jrヴオノレ
ガの岸辺jがあり、省略はされずロシア語に近いカタカナ表示で訳詞にそのまま取り入れられているが、「ク
レムリンj としづ言葉が京都市教育委員会の指導部長が「ヴオノレガとかクレムリンは別にさしっかえないで
しょう。Jと述べて許可されたにもかかわらず、第1楽章「戦いの終わった時jの歌調原文から削除された訳
詞となっている。「クレムリンJ(原語の発音はカタカナ表記だとクレームリィに近い)は、古代ロシア時代
からある城郭のことで、ロシア帝国時代には皇帝の居城を意味する名調であったが、革命後は共産党政権の
中枢部の代名詞として使われていたので、棲井の回想、記では具体的に触れていないが、訳詞を行ったグルー
プ(井上頼豊、棲井武雄、合唱毘白樺 共訳)はそのことを意識して最終的にこの用語を使わなかったもの
と筆者は推定する。
ロシア語が分からない日本の聴衆に歌詞の内容を伝えること、公立の教育機関責任者による規制・指導の
両方の要素に応えようと苦心して翻訳した日本語歌詞の工夫は、棲井の記述では rwロシアの歌を子どもたち
に・・・』と心配した親もいたというが、演奏が終わったときには、合唱のすばらしい迫力のまえに、そん
な空気はどこかへふきとんでしまっていた。Jとし寸成果に繋がるのである。 20世紀を代表する作曲家の一
人であるショスタコーヴィチが創った合唱の旋律が日本の聴衆にも好まれるであろうことは、あらかじめ予
想されたことであるが、公演が日本でも成功裏に実現した最大の要素が訳詞にあったのだ、とすれば、「ロシア
民謡」の訳詞の重要さがここにもあらわれている。 1953年6月の初演の成功は、その後、うたごえ運動と連
携していた労音(勤労者音楽協議会)が主催する一連の演奏会へと繋がり、 1955年には、東京塞術大学のオ
ーケストラと合唱団による同大奏楽堂での演奏会、 NHK交響楽固定期演奏会での公演へと発展し、この歌は
訳調と共に「市民権Jを得るのである。
4.歌調にみられる 2つの傾向
これまで¥83曲の歌詞カードをベースに各曲の/歌詞を考察してきたが、「ロシア民謡jの各曲の日本語訳
調には、 1つの歌詞に「森の歌jのように相反する 2つの要素が含まれるのではなく、どちらか片方の傾向
が見受けられることの方が多かった。本稿では別紙の歌詞カードにある 28曲を対象に観察と分析を行うが、
曲順は原則として白樺の演奏回数の多い}I頂としている。
1・1)rソ連、共産主義的な色彩、戦時色を排除する傾向J
園内戦や第二次大戦前後に作られた戦時歌謡、ロシア革命後の社会主義讃歌に見られる原詩の特徴の
「戦争描写の省略と言い換え」について7曲の歌詞を分析する。
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(1) r前線にも春が来たJCOJIOBhI1 
原題は COJIOB聞で「ナイチンゲーノレ(夜時き鴬)Jの意味である。
ファティヤノフによる作詞は 1942年、ソロヴィヨフ・セドイによる作曲は 1944年で独ソ戦の最中ではある
がソ連軍が勢いを盛り返し戦況の好転があきらかになってきていた時期で、最前線の兵士がナイチンゲーノレ
の時き声を聞き、もうすぐ勝利で戦いが終わって故郷に帰る日への思いをはせる内容となっている。しかし、
戦時中のソ連で歌われた歌詞を戦争直後の平和を希求する世相の日本で歌うには戦争の描写を和らげる必要
があった。従って、歌詞の各連で必ず出てくる CO明抗日「兵士」は、すべて「勇士」に言い換えられている。
また、 l番の歌詞の町田KI16hIOTr大砲を撃っている」の部分は省略されている。
(2) r鶴J)K ypaBJII1 
ダゲスタンの詩人ガムザトフが 1965年 3度目の広島訪問の際に原爆症で亡くなった少女と千羽鶴、滞在
中に知らせがあった母の死、二次大戦で亡くなった兄弟たちへの思いが重なったことが動機で、作ったアヴア
ーノレ語の詩に、後にロシア人によるロシア語訳詩とメロディがついた。 1972年のソ連演奏旅行でこの曲を知
ったダークダックスが、帰国直後に日本語訳詩で歌い日本でもヒットした。
1番と 3番にある CO明aThI，C l'ψOBaBhIX He npI1国間回即日O鵬首，i血に飢えた里子から戻らなかった兵士たちJは、
訳詞では「激しいたたかいの日」となっている。ここでは音符に乗せるための語数の短縮と戦争の描写を和
らげる言い換えがなされている。
。)r泉のほとりJY KpI1HI1U;hI 
独ソ戦が終了してから作られた、戦場での兵士の若い女性たちとの束の間の出会いを描いた歌。
2番の歌詞
"IipI1JH" HeMu;eB MhI ，1J，Ba MeC5Iu;a no耶明.H3BI1f問、eHac，耳eBlIU;hIラ羽田p5I，1J，.僕らは2カ月続けざまにドイツ
人をやっつけた(剃り落した) 娘たちょ僕らの服装を許しておくれ」
は訳詞では
「ふた月もの戦いでひげも髪ものびたのさ このむさくるしいなりを 娘さん許してくれJ
と敵であるドイツ人との戦闘の言及を避けている。
4番の
HeMu;a 6paTh IIIThIKOM江oKOHu;a. rドイツ人を銃剣で最期までしとめるために」
という原文は、単に「勝利の日めざし」に変わり、 ドイツが敵で、あるという表現を消すだけでなく、好戦的
語句の言い換えをしている。
(4) r道J3x， ，1JoporI1 
戦死した友を、終戦直後に、偲んでうたう歌。
2番の歌詞の冒頭は l番の冒頭と同じで、歌の舞台である「道」の情景を2行で表現し、原文の逐語訳は「お
お道よ挨と霧寒さ、不安そしてステップの雑草(プーリャン)Jで、実際に歌われる訳詞は「おお道よ 立
つほこり 寒さに震え 茂るブーリャン」と原文に忠実な内容となっているが、それに続く、
BhlcrpeJI rp5IHeT， 
BOpOH Kpy)I{flT， 
TBO註，1JPY)KOKB 6yph5IHe 
H巴)KI1BO話五e)l{flT.
銃声が轟き
ワタリガラスが輪を描く
お前の友は雑草(ブーリャン)の中に
息絶えて横たわっている
の部分は、「カラスは上に舞い友はプーリャンの中に眠るJと音符に合わせるために見事なほどに短縮すると
同時に無残な描写を和らげる工夫をしている。
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(5) rともしび(灯)J OroHeK 
詩が作られたのは戦争真っ只中の 1942年。当時、娘が恋人を、姉妹が兄弟を、母親が息子を、戦場に送
りだすという各地の家庭で繰り返されていた別れの風景を描いている。
ベラノレーシの詩人イサコフスキイが 1942年に発表した詩に「カチューシャjなど他の戦時歌謡でコンビ
を組んで、いたプランテノレが曲を作った。ところがプランテノレのメロディーでは流行らず、ソ連(ロシア)で
も日本でもはやったメロディーの作曲者はいまに至るも不詳のままである5。当時のソ連でも戦後の日本でも
はやった歌で、あり、メロディも歌詞も当時の人々は、それぞれロシア語と日本語でそらんじている。原詩の
官頭部分(1番の歌詞の最初)は、
Han03MI羽目江田戸IKaIIpoBo)J{叩a60抱~a， r戦場へと娘は戦士を見送ったj
であるが、訳詞では、「雄々しきますらお出でて行く」、と「兵士Jが「ますらおJと同義語ではあるが、戦
争を生々しく想起させない表現に変え、また「戦場」の文字は消されている。
また、 2番の出だしは、
IIapIDI BC1p町H.JIa瓦py組制φpOHTOBaHceMMI， BCIO瓦Y6oI耳目TOB叩四日，BCIO局r6oillH瓦py3MI，r若者を前線の友
好的な家族が迎えた至るところに同志がいて至るところに友人がいた」
であるが、訳調は、「戦いに結ぶ誓いの友」と語数の減少と表現の柔らかさを同時に成立させている。
原詩の4番の最後の部分は歌詞全体の締めくくりでもあり原文は、
I Bpara HeHaBHCTI王oroKpenqe 6o昨日apeHeK3a COBeTCKYID Po，rumy， 3apO，LUfO益orOHeK.
「そして憎むべき敵を若者はさらにカを込めて撃つ、祖国ソヴェトのために、祖国のともしびのためにj
であるが、訳詞は、「祖国の灯のため闘わん」とこれまた、音符に合わせて語数を縮小し、好戦的な語句を
言い換えている。「ともしび」の日本語訳詞は、「戦争描写の省略と言い換えJを巧みに実行しているだけで
なく、日本語の歌詞としての完成度も非常に高く、旋律も好まれたので「ロシア民謡」受容の時代に日本で
最もポピュラーな歌の 1つとなったのは当然なのかもしれない。
(6) rカチューシャJKaTIOilla 
1938年に作曲のプランテノレと作詞のイサコブスキイのコンビで生れた曲は、世界情勢が不穏な時期ではあ
ったが、まだ独ソ戦が始まる前であり、 「ともしび」とは違って、戦場ではなく、閤境警備についている青
年と故郷の娘としづ設定の歌調になっている。ソ連でも日本でも大いに流行し、両国でいまもなお歌い継が
れている代表的なソ連の歌であるが、日本での受容に際して訳詞が巧みに練られた。大手レコード会社の日
本コロムピアがレコード発売を半年延期して、関鑑子の訳調を自社専属作言司家の丘灯至夫に歌詞を改良させ
て発表し、その訳調が定着して、いまもなお歌い継がれているのだが、そこでは、
ll60誼~Ha 耳a.m.HeMnor開四òe r遠い国境の戦士に」
IIyCTh OH3e叩田6epe)J{町pO尻町四彼が祖国の大地を守るように」
などの強く戦争を想起させる文言を省略し、代わりに
「春はしのびよりぬ」
「春風やさしく吹き」
「夢が涌くみ空よJ
「やさしその歌声J
など原詩にはないやわらかな表現を追加し、戦後の平和な時代に歌える歌詞に変えている。
(7) rポーリュシュカ・ポーレJIIomoillKo-no.JIe 
5現恋ではE畑 H釘epc6ypcKJri(1887-1979)という人物が作曲者と特定されているが、著作権登録はされていない。
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革命後の内戦時代に白軍や外国干渉軍との戦いに赴く赤軍兵士を壮行する内容。原詩の題名でもある歌調
冒頭の「ポーリュシュカ・ポーレ」ということばは、英語の fieldに相当する「野原」の愛称と野原の原形を
連続させた単語であり、軽快なメロディの始まりとよく合っている。作曲者は帝政ロシア末期の文豪チェー
ホフの晩年に夫人となったモスクワ芸術座の看板女優オリガ・クニッベルの甥のリフ・クニッペノレという人
物。日本語訳詞は軽快な旋律をそのまま生かすべく、訳者の井上頼豊は題名であり、歌詞の冒頭のことばで
もある「ポーリュシュカ・ポーレ」をそのまま日本語歌詞の冒頭に置き、ロシアの歌である印象を聴衆に意
識させることに成功している。だが、原詩の革命軍に直結する表現は巧みに変容させている。例えば、
l番の歌調の
3x， ，n:a KpaCHO首ApMHsrepoo:! Iああ赤軍の英雄たちj
は、「おおたくまし強者j
7番の歌調の
B He6e3a巧巧e話 空では暗雲を
rp03Hble cne，rvrr即日OTbI. 決死のパイロットたちが監視する
EbIC叩oIIJIaBaIOT rroMo瓜KH， 高速航行する潜水艦
3x， ，n:a 30pKO CMOτpo:T BOpOIIIHJIOB. 眼光鋭く見守るヴォロシーロフ
のうち、 1行自から 3行自の部分は「空に海に我等進み行く 戦う若者たち」と直接的で具体的な軍隊の
表現を避けているが、赤軍の最高責任者だった元帥についての4行目は「おお 見守るヴォロシーロフ」と
原詩に忠実としている。
内戦時に白軍側にいた兵士たちが集団亡命して 1921年に西欧で発足したロシア民謡専門合唱団として有
名な「ドン・コサック合唱団」が、団員たちが老齢となった 1962年に「ポーリュシュカ・ポーレjを高らか
に歌う演奏を映像として収録している。嘗ての敵の歌なのであるが、メロディが気にいり、且つ欧米で、の需
要があるこの曲を、ロシア語の歌詞を変えて歌ったのである。欧米だけではなく日本でも、長寿命の TVド
ラマシリーズだ、った木下恵介アワーの一環で、 1971年に「冬の雲」が上映され高視聴率(最大 35%)をあげ
たが、 「ポーリュシュカ・ポーレjは劇中で主題歌に次ぐ位置付けの曲として登場し、その後、歌単独でヒ
ットしたという魅樟がある。かくして代表的なソ連の軍歌が日本では、代表的な「ロシア民謡」の 1つとな
った。
次に、 1-2)rソ連、社会主義、革命等の内容の省略」がみられる 2曲を観察する。
(8) I収穫の歌JYpmKaH 
この歌は、 「クパンのコサックJ Ky6aHcKHe K:田a聞という題名のモスフィノレム 1949年公開のミュージ
カル・ソ連映画の挿入歌である。ロシアのクパン地方のコサックがソ連になって集団農場(コルホーズ)で
働く農民となり、その生活を舞台にして、ソ連の農業生産体制を礼讃する内容である。映画の冒頭シーンは、
原詩の歌詞そのままを映像化したような、登場人物のコルホーズ員たちが「収穫の歌Jを明るく朗らかに歌
うシーンである。広大な麦畑は風に吹かれて黄金色の波のうねりを際立たせ、コンパインが横列縦隊でみる
みるうちに穀物を刈り取って行く、そして、収穫物を満載したトラックが数珠つなぎの隊列を組んで、街道
を町々に出荷していく風景は、旋律と歌詞と見事にマッチしていて、このよもなく明るく希望に満ちた労働
讃歌となっている。
関鑑子の訳調では原詩の 1番と 2番だけを選択し、ソ連社会主義体制の農業生産のスローガンそのもの
3番、 4番は訳の対象からそっくり外している。そして集団農場での集団労働の力みが感じられるフレーズ
を巧みな訳詞により、日本での農作の喜びとも共通するような柔らかなニュアンスに変容させることに成功
している。
訳詞関鑑子
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ほなみはゆれるよ こがねのほなみ
エイほなみ
みのりのよろこび はたけにみちて
いそがしく働く 農夫のむねに
豊作のほこり 豊年のよろこび
こがねこがね
エイこむぎ こむぎ
エイ手さばきもかるがる
それ収穫だ収穫だとりいれだ
あさからひぐれまで働くわれら
エイわれら
乙女のわらいは はたけにみちて
たくましく働く 若者のむねに
豊作のほこり 豊年のよろこび
こがねこがね
エイこむぎ こむぎ
サア手さばきもかるがる
それ収穫だ収穫だ とりいれだ
訳詞の対象として選択した 1番と 2番の原詩と逐語訳は以下の通りであるが、「クパン河Jrクパンのステ
ップJrクパンの取り入れJrステップJr若きコサックJとし、ったソ連・ロシアを表象する文言は完全に消え
てしまって「共同作業による収穫の歌だが、舞台がソ連とはわからない、国籍不明の歌詞jにしている。
1. 
IIo peKe，]:1eKe Kv6m四
3a BOJIHOH BOJIHa 6e)I(HT. 
30JIOTHC四 MHXJIe6a阻
CT窓口bKY6aHCK悶myMHT.
3HaTb， peIIIHJIH MbI He.D;apOM -
X江e60p06bI-MaCTepa， 
q叩 6江O脚回目C匁制6旬日
OTK'!，6紐 CKOro瓦06pa.
2. 
MbI pa60TaTh Bヨ盟旦皇盟
BbIXO.D;HJIH江，03apH，
1{T06poα1M Ha HaIIIeMおIe6e
CHJIa四ー60raτnIpH;
q叩 6b1BCe .D;eBQaTa 6blJlH 
:o IIpIITO)I(H，目立OB悶，
q叩 6bI:iKapQe HX厄06町田
MOJIO耳目eKa3a朋.
河のほとりで、之ぷと置のほとりで
次々に波が走る.
金色の麦(穀草)によって
クパンのステップはざわめいている.
どうやら、訳があって我々同
農夫の匠たちは，
クパンの取り入れで倉庫を
溢れさせようと決めた
我らはこのステップに働きに
朝焼けの前に出かけた、
我々の穀物で、育てるために
力持ちの人、勇士を
女性すべてが
きれいでかしこくある為に
若きコサックたちが
彼女たちをより熱く愛する為に.
この傾向は、前述の「森の歌」の第7楽章の訳調で「スターリンJrレーニンJrコミュニズムJの文言を
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削除したのと同じ傾向といえる。映画が「森の歌j同様のソ連の国家事業の讃歌であったので、ソ連・ロシ
ア色を完全に払拭することが、この歌を日本で歌うために必須だ、ったのである。だが、実はこの明るい歌の
背景にはソ連農業の厳しい現実があって、農業の失敗やスターリンの死亡を受けて、映画の評価は本国で二
転三転した6。その影響は日本にも波及していた。明るくてリズミカノレで、皆が楽しめる良い曲なのであるが、
曲の本来の意味まで詳しく知る層にとっては「ソ連体制の反省」にも使われてしまう複雑な歌となった。
(9) 仕事の歌J，D;y6m明IlKa
当初は民謡としての「労働の歌Jであり後に革命を意識する「たたかいの歌」にもなった。世界的にこの
歌が広まったのはシャリャーヒ。ンが国の内外で歌ったことが大きな要因である。日本でもこの歌はシャリャ
ーピンの日本公演により戦前から知られていた。民謡の特徴の一つで、あるが、ロシアでは、この歌の原詩の
ノ〈リエーションが多い。それは、この歌の位置づけの変遷による。ロシア民謡の中の一つの流れである"3u(3x)
戸田M!"(エイ(エフ) ウフニェム)の掛け声が入るこの歌は、日本の「木遣り唄Jに相当し、 1860年代
に現れ歌われ始めた頃は、耕地開墾目的の木材伐採やヴオノレガ河での船曳の現場に共通する労働歌で、あった。
アノレテリ 7と呼ばれる職業組合組織を結成して働く人々が力を合せ、重労働である木を引き抜く際の掛け声を
取り入れた「エイ、ウフニェムJのリフレインが最大の特徴であり、どのバリエーションの歌詞にもほぼ同
一で残っている。
津川の訳調は、この部分がメロディに合うことを目的にまったく違う「ヘイこの若者よ へイ前へ進め
さあみんな前に進めjに変わっている。
一方、本国のロシアでは、ボグダノフの元歌がオリヒンにより革命歌に改作されて新しい歌詞が加わった
が、このリフレインは歌の中の従来からある連にも、革命を煽る歌調の新しい連にも等しく付された。
歌調の6番は、
Ho HaCT畑町nopa，H npOCH町 CHHapo江，
Pa30meT OH MOryqyro cn阻I)'.
H Ha 6ap H :uapH， Ha nOnOB H rocno江
OH OThIIl(eT nOKpenqe巧6阻I)'!
だが、時が到来し、民衆は目覚め
その力強い背中を伸ばし、
そして、貴族や皇帝、司祭や主人たちに対して
もう少し堅いドゥピーナ(根棒)を探し出すだろう
この歌は、「時が到来し、民衆は目覚めJ["貴族や皇帝、司祭や主人たちに対して もう少し堅い梶棒を(民
衆は)探し出すだろうJと、明確に革命を連想させる表現があるのだが、この部分が省略されたうえに、リ
フレイン部分が原詩と全く違うことばとなった結果、歌と酒が好きな働き者のロシア人のイメージの歌とし
て日本では定着した。
ダークダックスをはじめ、うたごえ運動以外で、広範に歌われた「仕事の歌」の訳詞が以下のものである。
当時の日本人の大多数がこの歌詞を知っていると言っても過言ではないほどである。
仕事の歌
訳詞津川主一 (1896-1971)
1.悲しい歌嬉しい歌たくさん聞いた中で
6映画は、実在する業績のよいソフホーズ(国営農場)rクバン」でロケーション撮影された。試写を見たスターリンが諮ったとされる台詞は「と
にかく、我が国では農業は悪くない状態にある」で、スターリン自身が映画の題名「クパンのコサックJをつけた。フノレシチョフ時代に公開禁
止となった映画は、ブレジネフ時代の 1968年に復活し、再編集され、スターリンの個人崇拝性が除かれた。主演女優のラデ、イニナ自身が再録
音するなど台詞も入れ替わった。そのようにして完成した「改訂版」は、今日でもれf上映され、ビデオ!DVDになっている。オリジナノレ版は
一般人には今のところ入手できない。映画が強力にソグェトの現実を美化していて、場面は映画上の神話であるということは当時も特には隠さ
れてはいなかった。ヤルマノレカ(即売市)での豊かな農産物であふれた陳列台はスターリン映画の一種のシンボルとして有名になった。一方で
批評家は、この映画の魅力としてあげていることは、まだ生活が苦しい時代にスクリーンの向こうに来るべき素晴らしい戦後生活を見せようと
したことだとする。
7ap閣 Ibアルテチある穫の肉体労働渚の)同難E合、一団の人々
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忘れられぬひとつの歌 それは仕事の歌
忘れられぬひとつの歌 それは仕事の歌
へイこの若者よ へイ前へ進め さあみんな前へ進め
2.イギリス人は利口だから 水や火などを使う
ロシア人は歌をうたい 自ら慰める
ロシア人は歌をうたい 自ら慰める
ヘイこの若者よ へイ前へ進め さあみんな前へ進め
3.死んだ親が後に残す宝物は何ぞ
力強く男らしい それは仕事の歌
力強く男らしい それは仕事の歌
ヘイこの若者よ へイ前へ進め さあみんな前へ進め
もっとも流行った津川主一訳の歌詞は、沢山ある連から 3つだ、けを選択し、かなり原詩に近い訳をつけな
がらもより軽い(暗くない)言葉に仕上げている。革命と重労働にまつわるあまりにも暗い言葉は排除し、
代わりに各連の肯定的フレーズを二度繰り返している。
リフレイン以外の歌詞は、幾通りかの違いがある。 1865年にボグダノフ BaCsJIH並区間HOBWI EOr~aHOB 
(1837田1886)が『目覚時計』誌に労働歌をベースにした詩を発表し、1885年、オリヒンんIeKcaH耶んIeKCaH.却OB問
。JThXsH(1839-1897)が、この詩を改作し、ジュネーブ、で『協同作業』誌<<06m:ee河叩0>>.)[(eHeBa， 1885に発表
してからは、オリヒンの詞で更に広く歌われるようになった。日本で受容されたのは、このオリヒン版であ
るB。日本での訳詞のうち、比較的新しい蒲生異郷による 1986年発行の『ロシア民謡ソヴェト歌曲 訳詞百
選』記載の歌調の解説には「手元のドワピーニュシカの資料8種を比較して観ても全く同ーのものは見当た
らない。この訳詞はA.オリヒン以後の歌調を私なりにまとめたものであるJ9と解説が付されている。この
訳詞の対象となった原詩は、初期の津川圭一訳の訳詞内容もカバーするので、それらを「原詩J r訳詞Jと
して本稿では取り扱う。リフレイン前の歌調全体が表現するストーリーは、北川剛による解説10を要約する
と、概ね次の通りである。
f私は故郷で喜びゃ悲しみについての沢山の歌を聞いたが、その中の一つが私の心に焼きついて離れ
ない。それは、アノレテリ(労働者の組合)の歌で、あった。祖父から父へ、父から子供へ、歌は遺産とし
て引き継がれていく。力が尽きようとするとき、私たちは忠実なドウピーヌシカに助けを求める。梁材
を屋根組の上に持ち上げながら私はこの歌を聞いていた。突然、梁材が滑り落ち、 2人の若者が押しつ
ぶされた。材木船を曳くとき、鉄を鍛えるとき、シベリアで鉱石を採掘するとき、苦しみと悲しみを胸
に私たちはうたう。その歌の中でドワピーヌシカについて思い出す。ヴォノレガの砂の上で、舟を曳きなが
ら歩く時、私たちの足は傷つき、背中は血がにじむ。そんなとき、私たちはドワピーヌシカの歌をうた
うのだ。」
なお、一般受容層にはなじみがないが、うたごえ運動で歌われた大胡敏夫の訳詞の5番は、
夜の闇もやがては去り
苦しむ民は目覚め
8現地ロシアでは、帝政末期の革命運動の社会情勢を反映した革命歌としての要素を付け加えた歌詞が歌われるうちに少しずつ変化して、最後に
は「ドワピーヌシカ(樹木)Jの題洛が「マシーヌシカ(機械野郎)という尖鋭な題名と歌詞(第一次ロシア革命の年、 1905年の「社会民主J
紙)となり歌われたという。
9蒲生異人『ロシア民謡ソヴェト歌曲 訳詞百選~ p.210 
10 ~I:I II 岡Ij Wロシヤ民謡アルバム解説付~ p.45 
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皇帝どもを倒すときに
歌わん仕事の歌
となっていて、革命歌の要素の部分を原詩にかなり忠実に訳しているが、一般受容層はその存在を知らない
ままである。
2) ソ連への関心、あるいはロシアへの憧れ、異国情緒をかきたてる歌詞
「ロシアの風景描写や風俗描写」や「ロシアの風物を原語でとりいれるJなどの工夫がなされていて、原
詩の中味を忠実に表象しようとしている 18曲を観察する。これは、別紙の歌調カードと合わせて、今回の分
析の主要部分である。
(10) rアムー ノレ前の波JAMypcKHe BOJIHbr 
オデッサ生れのユダヤ系の作曲家キュスが軍楽隊の隊長としてロシア極東に赴任している期間に作った
メロディとロシア人の作詩による 20世紀初頭のアムール河讃歌である。原詩には各連にアムール、シベリア、
タイガといったロシアのウラノレ山脈を越えた東部の自然が描写されている。
その部分を抜き出すと、
1番には、 (逐語訳)
ThraBHoA明ゆ CBOHBO皿 bIHeCer， 軽快にZ全二生(河)はその波を運ぶ
Berep CH6HpC闘員削H切 HHIIOeT. 主三立之の風は波に歌をうたう
THXO IIIy:MHT H明主回全盟姐ra 7企ニJvの上を静かに~-{j.Jがざわめく
2番
T制，r，n:e6釘}JJ!Hoeco四日eBCTaer， 赤紫色の太陽が昇る所で
ITecHIO Ma:甲oc06A明rpeIIO町. 水夫がZ企二Jv(河)の歌をうたう
3番
KpaCOTbI H CH皿，1IIOJIHbI， 
X叩OIIIHAMypa BO四 bI，
4番
KpaCHBa AM)'pa BOJIHa， 
I BOJIbHOCTbIO ，[¥bIIIIHT OHa. 
美しさと力に満ちた
Z主二生(河)の波は素晴らしい
アムール(河)の波は美しい
そして、それは自由に息づいている
となっているが、訳調は字数制限が生じる中で、原詩に呼応する形で、アムーノレと周辺景の描写を忠実に再
現している。
1番
みよアムーノレに波白く
シベリアの風たてば
2番
舟人の歌ひびき
くれないの陽はのぼる
3番
うるわしの流れ
広きアムールの面
4番
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自由の河よ アムール
うるわしの何よ
(11) Iヴオノレガの舟歌J3首，Y刃IEM!..
これは純粋のロシア民謡である。原詩の題名であり、歌詞の主要構成要素でもあるロシア語の「エイ・ウ
フニェム」は、噴野を耕作地にするために、樹木の根を引き抜く時や、ヴォノレガ何で舟を曳く時の掛け声で
ある。意味は、「エイ、掛け声をあげよう」である。
(原詩) (逐語訳)
3首，J)田eM，3え戸HeM!エイ、掛け声をしよう、エイ、掛け声をしよう!
(エイ・ウフニェム、エイ、ワフニェム)
ElI(ep回限，e回ep田!もう一度、もう一度
3並，J)田eM，3首，戸HeM!エイ、掛け声をしよう、エイ、掛け声をしよう!
ElI(ep田HK，巴町ep出!もう一度、もう一度
原詩は3連あり、リブレーン部分は、エイ・ワフニェムとは別の掛け声が重要な構成要素となっている。
A益.n;a，瓦a，a1tlIa! 
A益.n;a，瓦a，a話.n;a!
アイダダアイダ、
アイダダアイダ
この掛け声は3連の終わりの全てでつまり 3回繰り返される。
これ以外にも、ロシアらしさの表象である「白樺」に関する行の表現が 1番の歌詞にある。
(逐語訳)
Pa30BbeM MbI 6epe3y， 結んだ白樺の枝を解こう
3番には、 「ヴオノレガ河jで船曳きをしている表現もある。
3x TbI， BOJII'a， MaTb-peKa， おい、ヴオノレガ、母なる河よ
上記の原詩を踏まえて、日本語訳詞の題名は「ヴオノレガの舟歌Jとして、明確にロシアの歌であること、歌
っている内容を伝えようとする工夫がなされている。訳詞の本文では原詩の主要構成要素である掛け声を忠
実に再現しようとしている。
原詩は3番まであるのだが、門馬直衛の訳詞は1連のみにしている。
(訳詞本文)
王玉三三三五旦乏主立二三三4三ヱ
エイコラエイコラ もう一つエイコラ
それ曳け舟を それ捲け綱を
アイダダアイダ アイダダアイダ
樺の木に捲いた
エイコラエイコラ もう一つエイコラ
エイコラエイコラ もう一つエイコラ
エイコラ エイコラ……・
歌詞を3連から l連に省略したにもかかわらず、原詩の表現の「ロシアらしさ」は全て含めることに成功し
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た上で、シンプルだが力強いメロディに原詩以上に合致する歌詞となっている。「エイ・ウフニェムJを「エ
イコラ」と訳したことも秀逸である。
(12)カリンカ KA凪狂武A
「カリンカ」は赤い実を夏から秋にかけて房状につける濯木(がまずみ属) rカリーナjの愛称。 rマリ
ンカ」は、 「えぞいちごj転じて「よいもの、素敵なもの」をあらわす名調のやはり愛称。この歌はカリン
カを花嫁に、松の木を花婿に例えての婚礼の祝い唄である。 l番から 4番まで原詩の各連の最初の 2行は次
のように始まる。
KωIsm<a， KωIsHKa， KωIsHKaMOH! 主旦之主、カリンカ、私のカリンカ
Bca局rHrO，l(aMωIsHKa， MaJrn:HKa MOH! 庭にはイチゴの三旦之主、私のマリンカ
原詩の各連の5行目は、嫌子調(はやしことば)の次の文言が入る。
A員，江ぬ耳目，江悶江H，a並，耳IO江H，皿0沼 i， アイ リュリ リュリアイ リュリ リュリ
カリンカ、マリンカ、という植物名と醜子詞がロシアの歌であることが軽快なメロディと相まって強調され
るのだが、日本で歌われる日本語訳詞は2通りあり、井上頼豊による歌詞には、このことばのいずれもがカ
タカナでそのまま取り入れられている。もう一方の楽団カチューシャによる訳詞でも「カリンカJrマリンカj
が取り入れられているが、「アイリュリ リュリjは省かれていて、代わりにロシアを想起させる原文にはな
い、「森の中から熊が出た」というフレーズが入っている。かくして両方の日本語歌調ともにロシアの婚礼の
歌をメロディだけでなく、歌調でも原詩に近い雰囲気を漂わせてくれる。
(13) rせわしき流れのJIJKAKI10首W 5I HA EbICTPYIO PEqJ{Y 
原詩の 1行目が歌の題名になっていて、その逐語訳は「せわしき流れの小川に行くと・・・ Jである。祖
国ロシアの緑の牧草地、穀物を収穫する草原、そこを流れる小J1を眺めて、祖国ロシアには何処に行っても
そのような景観があることに満足するという愛国の歌詞である。訳詞には、「ロシア」の単語こそあらわれな
いが、「祖国」を「母なる愛の皇j と表現し、原詩が表現するロシアの広大な大地を「眺めいるよ故郷Jr緑
なせる牧場Jrのどけき我らが故郷Jr汝は楽し故郷Jr果てしもなき牧場jと日本語表現して、原詩の意味を
忠実に追い求めようとしている。
(14) rトロイカJBOT MIIHTC5I TPO首KAI10QTOBA5I (郵便トロイカはひた走る): 
ロシアでも日本でもポピュラーで、あった、括弧っきではない(純粋の)ロシア民謡。訳詞にも、「雪の白
樺並木Jr走れトロイカ朗らかに鈴の音高くJr高なれパイヤンJ等の日本語表現があり、舞台がロシアであ
ることを十分に認識させてくれる歌詞である。「トロイカ」と「ヴオノレガJは原詩にあるが、日本語歌調には
「ヴオノレガ」はなく、代わりにロシアの象徴的樹木の「白樺並木J、ロシア特有のボタン式アコーデイオン「パ
イヤンJ(実際の発音はパヤンに近し¥)を配して「ロシアらしさjを強調している。メロディは日本に受容さ
れても当然同一なのだが、ロシアよりもテンポをあげて軽やかに演奏される。また、歌調はトロイカの男の
御者の恋の内容なのだが、ロシアでは悲恋、日本で、は恋人が待っているという明るく、成就する恋となって
いる。メロディが同一で歌詞がトロイカがテーマの別の曲と入れ替わったという説と、日本語歌詞を作った
楽団カチューシャは翻訳したのではなく、新たに作詩したのだという説がある。
(15) r赤いサラファンJKPACH副首CAPAφAH
「サラファン」というのは、ロシアの女性の民族衣装で、赤いサラファンは、昔の花嫁衣装の定番で、あっ
たらしい。歌詞は娘のために赤いサラファンを縫う母親と娘の対話が同じメロディの繰り返しのなかで進行
する形式。原詩は 10連あるが、日本での訳調による歌われ方は繰り返しなしの進行で歌調も大幅に短縮され
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て母と娘の対話ではなく、母が娘に言い聞かせる形式になっている。しかし、原詩の内容と雰囲気を十分に
伝えるよい出来といえる。
(16) Iエノレベ河JTOCKA rro PO耳目田 (郷愁)
この歌は日本では原詩のまま歌う大学合唱団でも、主として訳詞で、歌っていたうたごえ運動のサークノレで、
も盛んに演奏され、広範囲に受容された。旋律が人々を魅了し、なによりもまず、作曲したのがショスタコ
ーヴィチであることが強く意識された。原詩と訳詞を比較すると 1番と 2番とリフレインの訳詞は原詩に忠
実な内容で、大変巧みな翻訳である。「自由の大地からJI懐かしソヴェートの地JI世界に類なき国JI麗し
明るき国JI我らの母なるロシアJI広きロシアの心」等原詩に極めて近い日本語表現が使われる。 3番は少
し変えてある。「ファシスト」と「エノレベ)1 Jは原詩にはないが、訳詞に登場する。この曲が主題曲だ、った映
画を知らない、あるいはエノレベの避遁という歴史的事実を知らなくても歌単独で状況がわかる工夫がなされ
たといえる。この曲が歌詞の意味もほぼそのままに受け入れられた理由は、「エノレベの避3IHJが、第二次大戦
の連合国である米ソ両国にとって肯定的象徴で、あったため、その後、冷戦に突入しでも他のソ連讃歌ほどに
はアメリカを刺激する事柄ではなく、アメリカの5強皇釦し
とにあつたのでで、はないか。
(17) Iパイカル湖のほとりJrro耳目胞IMCTErr凪 13AEA曲以耳151: (外パイカル地方の荒野を)
日本でこの曲が知られるようになったのは 1947年のソ連映画「シベリア物語Jの挿入歌として歌われた
ことがきっかけだ、った。歌の成立は 19世紀後半の 1880年代で、 1825年のデカブリストたちがシベリアに流
刑となり作られた歌の lっと言われる。パイカノレ湖を渡りきれば、追手もなく自由の身になれると思った流
刑人の青年が故郷の家に辿り着く。訳詞は2通りある。中央合唱団による訳詩では原詩の l番から 3番のみ
で短縮されているが、大胡敏夫(合唱団白樺)訳は、原詩に忠実に9番まである。原詩の7番は、母親が息
子に告げる内容。
OTeu: TBO並，n;aBIIOyxc B MOroJIe 
Cblpmo 3eMJIeW 3apblT， 
A6paTTBoM耳目JIeIWB CO6OPH， 
)]，aBIIO KaI:I，lJ;arraMo 3BeHHT. 
これに対応する、訳詞(大胡)は、
お前のお父さんはずっと前に墓の中で
湿った土に埋まっている。
それにお前の兄弟は遠いシベリアで、
長いこと足かせの音を響かせている。
「お前の父さんは亡くなり、 冷たい土に眠る お前の兄さんは捕まり シベリアに流された」と
いう悲しい物語なのである。大胡訳と違い、うたごえ運動の外でも広く一般に歌われた、中央合唱団訳は、
原詩を短縮し、簡略化しているが、 「ゆたかなるザノ〈イカノレのJIパイカノレのほとりにJIまとうはやぶれた
ルパーシカJIシベリアに流されたJ等の原語のカタカナ表現と原詩に比較的忠実な日本語訳でロシア語表現
がほぼ再現されている。大胡訳は詩の全体も部分も極めて原詩lこ忠実である。
(18) I母なるヴォルガを下りてJBHl13 no MATYIIIKE no BOJIfE 
ヴオノレガ河は、必ずといってよいほどに「母なる」としづ形容がなされるロシアで親しまれる自然であり
しばしば民謡に歌われている。この「母なるヴオノレガを下りて」は本稿で取り上げる「ヴオノレガの舟歌Jや
「ステンカ・ラージンJとならんで、ヴォノレガを歌う民謡として日本で知られている。日本に受容されたの
は戦前らしく 1920年の昇曙夢編『ろしあ民謡集』に歌詞が収録されているが、曲(旋律)が日本で受容され
たのは 1932年にシャリアーヒ。ンが歌ってレコードになったあたりからだと言われている。原詩はいくつもの
variantがあるが内容は同一で、且つ、一種のしりとり歌で、歌詞の最後部が次の歌詞の冒頭にまた繰り返され
るとしづ形式のものを含め、どのvariantでも延々と続く。合唱団白樺による日本語訳詞は、拍子抜けがする
ほどに短縮されてしまっている。しかし、原詩を構成する重要なことば(単語)は、訳詞でも十分に生かさ
れていて、「母なる河ヴオノレガ豊かな流れJI嵐はたけりてJI嵐はたけり荒波さかまく JIさか
まく波間JIさかまく波聞に 小舟ただひとつJI小舟ただ、ひとつ 白き帆影見ゆ」と言葉と情景がうまく組
－ 46 －
み合ってもとの歌詞の要素を十分に再現できている。
(19) rステンカ・ラージンJH3-3A OCTPOBA HA CTPE)l{EHb (島のかげから水路へと)
この歌もロシアを表現する、どちらも象徴的な存在である、ヴォノレガという「自然j とステンカ・ラージ
ンという「人物jが題材の民謡である。従って日本語訳調者は、訳調を変容させる必要はなく、ひたすら原
詩に忠実な雰囲気を伝える翻訳を目指したことであろう。悩みは原詩の長大さであり、「母なるヴオノレガを下
りてJと同様に延々と 8番まで続く。日本語訳語はそれを4番までに短縮したうえで、さらってきたペノレシ
ャの姫に夢中になって部下のそしりを受けたステン・カラージンが、ヴォノレガに姫を投げ込んで、しまい、そ
のあとは何事もなかったかのようなヴオノレガの情景になるというテーマを描いている。その結果、「ヴオノレガ
の流れJrドンコサックの群れJrペルシャの姫なり」等、原詩のロシアと周辺をあらわす言葉により、姫と
ステンカ・ラージンのモチーフが形象された日本語となっている。
(2的「祖国の歌JIlECIDI 0 PO且班E
ロシアに出現したソヴ、ェト連邦という新しい体制の国への讃歌が訳詞にもそのまま表現されている。こと
ばづかいは原詩とは微妙に違うのだが、日本語表現としてはより自然な言い回しを用いて原詩が意図する事
柄をあらわしている。例えば、次の語句である。
「果てしなく続く大地祖国我が祖国よ 自由と平和の歌海に山に満(み)て」
「モスクワに高鳴る鐘南に北にj
「溢るるヴォルガのごと平和は地に満ちて」
「われに文明と暗黒の民族の差別なしJ
「タワリシわれらの言葉たぐいなく美わしj
f労働と休息の権利学ぶ権利誇らん」
「春風祖国にそよぎ働く者楽し」
上記訳詩の表現は、それぞれ下記の原詩(逐語訳)に対応する。
凹叩OKac1paHa MOH pOroIaH， 広大な国私の祖国、
MHorOBHeH届 COB，IIOJIe話HpeK!そこには沢山の森と野原と川がある!
OTMoCKBbI瓦ocaMbIX，z:t;o 0叩a阻， モスクワから辺境に至るまで、
C !O)l(HbIX rop江OC回句協，IXMope首南の山から北の海まで
Bc!O渇明日3HbH BOJIbHO H m叩OKO， 至るところ生活は自由で奔放で、
TOqHO BOJIra IIOJIHaH， T明町. ヴォノレガはまさに溢れるばかりに流れる。
H町却IHHac HH qepHbIX， HH IJBeτHbIX，我々には皮膚の色の黒いも有色もなく、
Hame CJIOBO rop，z:t;oe自 "TOBapHill"一
HaM ，z:t;opo)l(e Bcex KpacHBbIX CJIOB. 
耳切OBeKBcer，z:t;a HMe町rp招 0
Ha yqeHbe， OT，z:t;bIX H Ha τpy，z:t;・
Ha，z:t;C1paHO益田ceHI朗話BeTepBe町，
我らの誇りに満ちた言葉「タヴァーリシチ(間志)J
は他のどんな美しい言葉よりも貴重だ。
人には常に学習、休息、労働の
権利がある。
祖国の上に春風が吹き、
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C KIDK，!l;bIM ，n:HeM BCe p明OC団関双聞も，毎日がたえず喜びの暮らしで、
訳詞の各部分の言葉は、メロディが楽譜に乗るように逐語訳よりずっと短縮されているだけでなく、見事に
原詩内容を伝達することばに生れかわっていることがわかる。
(21) rロシア私の故郷JPocc回-Po，n:HHa M05l: 
この歌の訳調は関鑑子と合唱団自樺(蒲生異人)の2つあるが、関訳で原詩と比較してみる。
ロシア、モスクワ、ウ、オノレガといった重要地名や情景を描いている言葉は、それぞれ、
Kor，n:a四Y51 IIo，n:MocKoBbeM， rモスクワ郊外を歩いているときjは、
「モスクワのほとり行けばJ
Kor，n:arropo益羽田Byro BOJ1re ときおりヴオノレガを船で、行く時には」は、
「ヴオノレガを下る船に」
POCCH5I， POCCH5I…PO朋 bleBO品協，IeKpa5I， POCCH5I， POCCH5I…POCCH5I-PO瓦阻aM05l.
「ロシアロシア愛しい自由の国ロシアロシア私の祖国Jは、
「ロシアロシアわたしのふるさとよ母なる大地大いなる祖国J
と字数の制約はあるものの、内容の省略も他の言葉にしてしまう言い換えもなく原詩にきわめて忠実な日本
語訳である。
(22) r心さわぐ青春の歌J IIEC悶 oTPEBO)l{HOll MOJIO且OCTH
この歌は、ソ連に憧れた60年代の若者に人気を得た歌である110
原詩の1番の歌詞は3a6町 ay Hac rrpOCT拭 3a6o百 HaIIIaTaK棚田瓦即a6bI Cτpauapo朋朋，HH町Y江pymx3a6oT! r我
らの心配事は単純明瞭だ、それは祖国がありつづけること、他に心配事は!Jであるが、
訳調は「我らの想いは それは只一つ なつかしき祖国 とわにさかえよ」と新生ソヴェトに対する想、いが
忠実に訳されている。歌詞の他の部分も同様である。
(23) r鐘の音は単調に鳴るJ0且H03BYlffiOrPEMHT KOJIOKO.JIh1fiIK 
この曲は純粋のロシア民謡であり、歌詞に対して当時でも過敏になる必要が全くなく、「タベ告げる鐘の
音Jr御者の歌Jr荒れ野を流れゆく」等のロシアという異国をあらわす表現が、原詩と関連、あるいは訳調
しにくい部分を補う形でちりばめられている。
(24) r聖なる湖パイカルJCJIABHOE MOPE， CB兄凹EHHb曲EA曲くAJI(素晴らしい大湖、聖なるパイカル)
fパイカノレ湖のほとりj と同様に、ロシア民謡の lジャンノレで、ある「囚人の歌」である。流刑地から脱走
しパイカノレ湖に辿り着いた革命家を歌う。字数制限による省略はあるが原詩の意味が伝わってくる内容で、
これは革命を扱った歌とはいえ、ソ連讃歌ではなく伝統的なロシア民謡だ、ったからというのが一因かもしれ
ない。
ο5) rシベリア大地の歌JYXO厚illHABO首HYCHEHP冗K
日本語題名は「シベリア大地の歌」だが、原題名の意味は「シベリア人は戦争におもむいた(出征した)J 
である。戦後間もない時期のソ連映画の挿入歌であり、映画の主人公のヒ。アニストが出征して、指を負傷し
て音楽を半ばあきらめて故郷のシベリアに帰郷してくるという設定である。題名こそ少し違うものの楽団カ
チューシャによる日本語歌詞の内容は原詩に忠実である。訳詞の
Iこの指摘は、 60年代にロシア語を学んだ筆者の体験(この歌は、筆者が東京オリンヒ。ックの翌年1965年に大学に入学した時、真っ先に覚え
た歌、それも歌詞をロシア語と日本語で学んだ歌だった)をふまえている。
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「シベリアの強者はベルリンに赤旗たて勝利の功(いさお)高く いま帰る故郷よ
シベリアよ 我らの自由と青春大地はひらく 故郷シベリアJ
に対応する原詩(逐語訳)は、
Cu6Hp5IK BOeB如 IIO河MOCKBOH，
A3aKOH'll日 BO耐 yOH B EepJIHHe. 
OH C IIo6e，lJ;o首B叩HY瓦C5I江OMOH，
EHHce首erOBC甲町田6bl沼田HbI益.
(逐語訳)
シベリア人はモスクワ近郊で戦い
ベルリンで、戦争は終わった。
彼は勝利と共に帰国し、
エニセイ(前)がプィリーナ歌手の彼を出迎えた。
であり、元の意味に忠実な訳詞であることがわかる。
ο6) I韓鞄人の踊りJIIoJIoBeIIKaH IIJI5ICKa C XOpOM (ポロベッツ人の歌と踊り)
ロシア最初の文学作品『イーゴリ軍記』を基にボロデ、インが作ったオペラ『イーゴリ公』の中で歌われる
合唱と踊りの曲。オペラ全曲も有名だが、この曲は単独で演奏されることが多く、日本には戦前のパリでバ
レエ・リュスの演奏をみた日劇ダンシング・チ}ム関係者が持ち帰り受容された。ロシアの少数民族の民謡
をボロディンが取り入れたとされるが、日本では器楽演奏でも合唱でも人気のある曲である。訳詞は津川主
ーによるものと蒲生虞人によるものと 2通りある。津川訳はエッセンスは伝わってくるが、大胆に省略され
てしまっている。これに対し、蒲生訳は原詩の意味が忠実に伝わってくるだけでなく、メロディにもきちん
と乗る大変優れた訳といえよう。蒲生の「ロシア民謡・ソヴェト歌謡・愛唱歌Jの訳詞中の随ーと言ってよ
いかもしれない。本職が大学の化学の教授で、あった蒲生が、同じく化学の教授のかたわら創作活動をしてい
たというボロディンに自分自身をあてはめて感情移入して翻訳した成果なのかもしれない。
。7)I小麦色の娘JCMYrJ羽田a
ソヴェト連邦の構成菌の中ではラテン系としづ意味で異色の存在であるモルドヴァのパルチザン部隊を
リクノレートする小麦色の娘を歌っている。
関鑑子のこの歌の訳調でもっとも注目すべきは「小麦色の娘Jという訳語である。もしも逐語訳の「浅黒
いモノレダヴィア娘」の表現に近いことばを選んで、いたら、ほどよく日焼けして健康的な女の子といったイメ
ージにはならず、井上頼豊のこの曲の解説の冒頭にある「独ソ戦中作られた、軽快で美しい傑作Jのメロデ
ィが色槌せたに違いない。関鑑子は、常に平易で、分かり易いことばにこだ、わった人で、あったそうで、それは
発語の響きだけではなく、書き言葉にもこだ、わった。だから「歌声運動」ではなく「うたごえ運動Jと表記
することにこだ、わった。小麦色の娘以外の部分の訳調については、原詩の意味を正確に把握した上で、音符
に乗るようにことばを巧みに配して、原詩の意味とのずれを最小限に抑えたよい訳詞と感じる。
「小麦色の娘」以外の歌調を形づ〈っている重要単語は、「パノレチサ守ン」と「モノレダヴィアJ(モノレドヴァ
のロシア語発音)であるので、訳詞に現われる回数は原詩より減ってもきちんと登場させている。パルチザ
ンという親ソ連の非正規軍の存在とモノレダヴィアという国がソ連の一部(15の構成国の 1つ)となったとい
うことが歌詞表現するうえで重要だからである。
(28) I満州の正に立ちてJHA COIIKAX MAHhtDKYP四f
日露戦争時の 1905年2月中国北東地方奉天(椿陽)郊外で日本軍との戦いで亡くなったモノレドヴァのモ
クシャ人兵士214人の鎮魂歌。歌詞はいくつかヴァリエーションがあるのだが、本稿で取り上げた原詩は、
ステパン・スキターレツ(1869'"'-'1941)作詞のもので、笹谷栄一郎の日本語訳調もこの原詩に基づいている
と推定される。字数制約はあるものの、原詩の意味に忠実な訳になっている。
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5. まとめ
本研究は「ロシア民謡」歌詞の日本語訳の多様性を分析した。その日本語訳調の多くは合唱団白樺、楽団
カチューシャ、東大音感研究会、関鑑子、北川剛、井上頼豊などの団体と個人が作った。関、北)1と井上は
正規の音楽教育を受けた声楽家とチェリストであり、北)1と井上は日本兵としてシベリアに抑留され、その
際にロシア民謡を覚えて帰国後に関と合流して、中央合唱団、合唱団白樺などのうたごえ運動とロシア民謡
専門合唱団の創設者・指導者となった。楽団カチューシャもシベリア抑留からの引揚者たちが作った楽団で
あり、東大音感研究会は当時の世相を反映してマルクス主義の影響を強く受け、ソ連の社会主義に憧れをい
だいた東京大学の学生による音楽研究会・合唱団で、あった。彼等は「ロシア民謡」の戦後日本での受容の中
心メンバーで、ありうたごえ運動12の推進者でもあった。
本研究で考察対象とした合唱団白樺での演奏回数上位の約 80曲のうち、うたごえ運動など特定の愛好者
の聞で、のみ流行った曲で、はなく、ダークダックス、ボニージャックスなどの演奏により広く一般大衆にも受
容された歌詞は大手のレコード会社が商業的に成功するだろうと注目した曲なので、反ソ感情を持つ層を含
む一般市民が違和感を持たずに受容できるように歌調が改変されている例が多かった。
その一方、商業ベースには乗らなかったが、「ロシア民謡Jの愛好者たちが長く歌ってきた曲の歌詞は、
ソ連、ロシア、社会主義建設などの表現をできるだけ維持しようとしている訳詞が多いことがわかった。
個人の訳者がどのようなソ連観を持ち、それがどのように訳詩に反映されたかは、次の研究に譲りたいが、
今回の研究では、日本における「ロシア民謡」の歌詞は、個々の訳者が、当時の日本とソ連の関係や受容の
可能性を見据えながら、時にはソ連的要素を排し、時には原文に忠実に、あるいはロシアの自然やロシアと
いう国への憧れをかきたてるように、歌調を作り上げてきたことがわかった。
ソヴェト連邦が崩壊・解体し、米ソ冷戦終了後四半世紀が経過した現在こそ、あの時代の「ロシア民謡J
を対象として研究するに適した時期である。今後も、ロシア民謡およびそれに関連する団体についての研究
を継続することにしたい。
主な参考文献
日本語
芥)11也寸志監修・東京勤労者音楽協議会編集『森の歌~ (おりぞん社 1955年)
飯塚書j苫編集部編『ロシヤ民謡集~ (飯塚書庖 1956年)
伊東一郎『マ}シャは川を渡れない~ (ユーラシア・ブックレット NO.17東洋書庖 2001)
井上頼豊『ロシアの民謡附 ロシア民謡歌曲集~ (筑摩書房 1951年)
井上頼豊編『ソヴェト合唱曲集~ (筑摩書房 1953年)
井上頼豊『聞き書き 井上頼豊一音楽・時代・人~ (音楽之友社 1996年)
長田暁二「歌声喫茶の過去と現在JW歌声喫茶愛唱歌全集~ (ソニー・ミュジックハウス 1999年)
長田暁二・監修『歌声喫茶歌集コレクション~ (ソニー・ミュージックハウス、 1999年)
小野光子「ロシヤ民謡を歌う(聴く)前にJ(ロシヤ歌曲研究会 1995年)
小野光子編『ロシア歌曲集~ (全音楽譜出版社 1970年)
小野光子『回想音楽の街私のモスクワ~ (朔北社 2011年4月)
大阪府立大手前高等学校編『うたごえ~ (1962年)
大阪外国語大学ロシア語学科民謡委員会編『ロシア民謡集第一号~ (1965年)
音楽舞踊団カチューシャ編「カチューシャ愛唱歌集J(1984年の復刻版、ロシア音楽出版会2012年)
蒲生異郷『ロシア民謡ソビエト歌曲 訳詞百選~ (新読書社 1986年)
北川剛『民族と風土のうたごえ ロシア民謡の歴史~ (音楽の友社 1968) 
北川剛『ロシヤ民謡、わが生涯~ (芸術現代社1986年)
北川剛『ロシア民謡アノレパム 解説付~ (音楽之友社 1959年)
12 うたごえ運動:脚注1.参照。
－ 50 －
岸本力一編・伊東一郎ーロシア語対訳・解説『ロシア民謡集~ (全音楽譜出版社 2003年)
園部四郎『ロシア民謡物語~ (全音楽譜出版社 1958年)
合唱団白樺 ~50 年のあゆみJI (2000年5月)
合唱団白樺『創立 60 周年を迎えて~ (2010年7月)
合唱団白樺『創立 60 周年を迎えて一文集編~ (2010年7月)
合唱団白樺『トロイカ 第 11 号創立 40 周年記念特別号~ (1990年)
関鑑子『歌ごえに魅せられて~ (音楽センター1971年)
昇曙夢・課編『ろしあ民謡集~ (大倉書庖大正9年ー 1920年)
日ソ協会東京外国語大学班『ロシア民謡歌集 P.5IE即日但lKA~ (1971年7月)
日ソ学院編PyccKHeH∞B町C悶 enec聞(発行年不詳)
歌声喫茶ともしび編『うたの世界 533~ (闘ともしび 2009年)
藤本洋『歌はたたかいとともにー中央合唱団の歩み~ (音楽センター1971年)
藤本洋『うたは闘いとともに-うたごえの歩み~ (音楽センター 1980年)
マイク・モラスキー『ジャズ喫茶論戦後の日本文化を歩く~ (筑摩書房 2010年)
森谷理紗「日本におけるロシア民謡の歴史と受容J(東京芸術大学修士論文 2003年)
門馬直衛編『世界民謡全集 ロシア編~ (音楽之友社 1958年)
山碕雄一『われらの青春のうた:ロシア民謡翻訳歌詞考~ (漢水社，2004.)
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少
し
眠
ら
せ
な
さ
い
1
前
線
の
我
々
に
も
春
が
来
た
、
兵
士
た
ち
は
眠
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
、
大
砲
を
撃
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
、
こ
こ
で
戦
い
が
続
い
て
い
る
の
を
忘
れ
て
、
再
び
歌
っ
て
い
る
か
ら
だ
、
奔
放
な
ナ
イ
チ
ン
ゲ
、
ー
ノ
レ
た
ち
が
歌
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
2.
だ
が
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ノ
レ
に
と
っ
て
戦
争
が
何
だ
と
い
う
の
だ
1
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
は
自
分
の
生
活
だ
つ
で
あ
る
。
家
や
池
の
上
の
緑
の
庭
を
思
い
出
し
て
、
兵
士
は
眠
ら
な
い
、
そ
こ
で
は
夜
通
し
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
た
ち
が
歌
っ
て
い
る
が
、
そ
の
家
で
は
兵
士
を
待
ち
こ
が
れ
て
い
る
。
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
3. 
明
日
は
ま
た
戦
闘
が
あ
る
だ
ろ
う
、
あ
あ
、
運
命
で
そ
う
定
ま
っ
て
い
る
、
自
分
た
ち
の
妻
や
畑
か
ら
不
本
意
に
も
我
々
は
離
れ
る
べ
く
。
で
も
、
こ
の
戦
い
の
一
歩
一
歩
に
よ
っ
て
訳
詞
東
大
音
感
合
唱
研
究
会
前
線
に
も
春
が
来
た
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
春
を
う
た
う
う
ぐ
い
す
よ
勇
士
ら
の
夢
や
ぶ
る
な
添
付
別
紙
開
歌
調
カ
ー
ド
1
き
た
よ
春
が
き
た
前
線
に
も
春
が
き
た
だ
け
ど
勇
士
ら
は
眠
ら
ず
に
聞
き
い
る
戦
い
を
忘
れ
歌
う
う
ぐ
い
す
に
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
春
を
う
た
う
う
ぐ
い
す
よ
勇
士
ら
の
夢
や
ぶ
る
な
2.
う
ぐ
い
す
は
春
を
ひ
と
り
歌
っ
て
る
勇
士
た
ち
は
今
な
つ
か
し
い
声
に
遠
い
ふ
る
さ
と
を
思
い
眠
ら
ず
に
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
春
を
う
た
う
う
ぐ
い
す
よ
勇
士
ら
の
夢
や
ぶ
る
な
3.
休
む
勇
士
ら
よ
明
日
も
戦
い
へ
愛
す
る
妻
残
し
遠
く
離
れ
て
も
勝
利
は
真
近
に
帰
る
日
も
近
い
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
春
を
う
た
う
う
ぐ
い
す
よ
勇
士
ら
の
夢
や
ぶ
る
な
－ 52 －
H
a
M
6耳
I
D
K
e
，l¥
O
M
 B
 p
O且
H
O
M
K
p
al
O.
 
CJ
IO
Ba
 -
19
42
 
M
y3
bI
K
a
 -
19
44
 
。
)
:iK
Y
P
A
B
J
I
H
鶴
原
詩
故
郷
の
家
は
我
々
に
段
々
と
近
づ
い
て
く
る
。
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
作
詞
-1
94
2
作
曲
-1
94
4
逐
語
訳
M
Y
3
b
H
W
 JI
.
①
p
e
H
K
e江
狂
作
曲
兄
フ
レ
ン
ケ
1
)
C
J
I
O
B
a
 P
.
 r
a
M
3
a
T
o
B
a，
 
rr
ep
. 
C
 a
B
a
p
c
K
o
r
o
 H
.
 r
p
e
6
H
e
B
a
 
作
詞
R
.
ガ
ム
ザ
ト
フ
(
ア
ヴ
、
ァ
ー
ノ
レ
語
)
そ 1. 
M
H
e
 K
a
m
e
T
C5
I 
r
r
o
p
ol
O，
立
T
O
CO
JI
p;
a
T
b
I，
 
C
 K
p
O
B
a
B
b
I
X
 H
e
 rr
p盟
国
明
II
Il
Ie
rr
OJ
Ie
主主
H
e
 B
 3
e
M
J
Il
O 
H
a
I
I
I
y
 r
rO
JI
er
JI
宜
K
o
rp;
a
-
T
O，
A
 r
r
p
e
B
p
a
T
H
J
I
H
C
b
 B
 6
eJ
Ib
IX
 m
y
p
a
B
J
I
e誌
O
H
H
 p;
o
 c
e益
r
r
o
pb
I
C
 B
p
e
M邑
H
T
e
x
 p;
a
J
I
b
H瓦
X
J
I
e
T 5
IT
 
H
 II
op;
a
lO
T
 H
a
M
 rO
JI
oc
a.
 
H
e
 I
I
O
T
O
M
y
 J
I
b
 T
a
K
可
a
C
T
O
II
 I
Ie
可
a
J
I
b
H
O
M
b
I
 3
a
M
O江氏
a
e
M，
rJ
I狂p
;狂
B
H
e
6
e
c
a
?
 
2.
 J
Ie
TI
IT
，
 JI
eT
II
T 
II
O 
H
e
6
y
 K
江
区
H
yC
Ta
JI
bI
益，
JI
eT
II
T 
B
 T
y
M
a
H
e
 H
a
 H
C
X
O瓦
e
P;
H
民
]i[
 B
 T
O
M
 C
T
p
O
I
O
 e
C
T
b
 I
I
p
o
M
e
m
y
T
o
K
 M
a耳
目
え
B
b
IT
b
 M
m武
e
T，
3
T
O
 M
e
C
T
O
 p;江
狂
M
e
H
$I
.
H
a
C
T
a
H
e
T
 p;
e
H
b，
 
II
 C
 m
y
p
a
B
J
I
H
H
O註
C
T
a
e設
JI
 r
rO
II
JI
bI
By
 B
 T
a
K
O設
m
e
Cl
I3
0主主
M
r江
e
，
]i[
3-
rr
op; 
H
e
6
e
c
 II
O-
II
Tl
I'
Ib
lI
 O
K
J
I
H
K
a狂
B
c
e
x
 B
a
c，
 
K
o
r
o
 O
CT
aB
II
JI
 H
a
 3
e
M
J
I
e
 
3. 
M
I王
e
K
a狂
C
e
T
C5
I
II
Op
OI
O，
 
主主
T
O
CO
JI
p;
a
TbI， 
C
 K
p
O
B
a
B
b
I
X
 H
e
 rr
pl
II
II
ep;
II
Il
Ie
 I
IO
江
e
え
H
e
 B
 3
e
M
J
Il
O 
H
a
I
I
I
y
 I
IO
JI
er
JI
II
 K
or
.江
a
-
T
O，
ロ
シ
ア
語
訳
詞
N.
グ
レ
ブ
、
ニ
ヨ
ブ
1
.
時
々
、
私
に
は
思
え
る
の
だ
が
、
血
に
飢
え
た
野
か
ら
戻
ら
な
か
っ
た
兵
士
た
ち
は
、
い
つ
か
あ
の
日
、
わ
が
国
の
大
地
に
横
た
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
白
い
鶴
た
ち
に
姿
を
変
え
た
の
だ
と
。
兵
士
た
ち
は
そ
の
遠
い
時
代
か
ら
今
ま
で
を
飛
ん
で
、
私
た
ち
に
芦
を
立
て
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
に
も
し
ば
し
ば
悲
し
げ
に
私
た
ち
は
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
黙
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?
2
空
を
飛
び
、
飛
び
行
く
の
は
、
疲
れ
て
ぐ
っ
た
り
し
た
模
形
、
一
日
の
終
わ
り
に
霧
の
中
を
飛
ぶ
、
そ
し
て
、
そ
の
隊
列
に
は
小
さ
な
隙
間
が
あ
る
、
も
し
か
す
る
と
、
こ
れ
は
私
の
た
め
の
場
所
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
日
が
到
来
す
る
と
、
私
は
鶴
の
群
れ
と
と
も
に
同
じ
よ
う
な
藍
色
の
煙
霧
の
中
を
飛
び
始
め
る
だ
ろ
う
、
空
の
下
か
ら
鳥
の
芦
で
地
上
に
残
し
た
、
あ
な
た
方
み
な
に
呼
び
か
け
な
が
ら
。
3.
時
々
、
夜
、
に
は
思
え
る
の
だ
が
、
血
に
飢
え
た
野
か
ら
戻
ら
な
か
っ
た
兵
士
た
ち
は
、
い
つ
か
あ
の
日
、
わ
が
国
の
大
地
に
横
た
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
訳
詞
中
村
五
郎
1
オ
オ
ー
.
空
を
飛
ぶ
鶴
の
群
の
中
に
あ
な
た
は
き
っ
と
い
る
き
っ
と
こ
の
わ
た
し
を
待
っ
て
い
る
激
し
い
た
た
か
い
の
日
も
空
に
群
れ
て
飛
ぶ
美
し
い
鶴
の
群
れ
あ
な
た
は
そ
こ
に
い
る
2
オ
オ
ー
.
い
く
さ
に
い
の
ち
捨
て
て
も
死
ん
で
は
い
な
い
あ
な
た
は
き
っ
と
い
る
き
っ
と
生
き
て
い
る
こ
の
わ
た
し
を
待
っ
て
い
る
激
し
い
た
た
か
い
の
日
も
空
に
群
れ
て
飛
ぶ
美
し
い
鶴
の
群
れ
あ
な
た
は
そ
こ
に
い
る
オオー
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作
曲
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フ
作
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S
ア
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ィ
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フ
1
.
井
戸
の
傍
に
2
ノ
¥
の
乙
女
が
並
ん
で
、
い
た
。
バ
ケ
ツ
で
水
を
i及
み
始
め
て
言
う
。
「
も
し
若
者
が
私
た
ち
に
近
づ
い
て
来
た
ら
、
と
て
も
冷
た
い
水
を
飲
ま
せ
て
あ
げ
る
の
に
J
緑
の
草
原
に
ひ
げ
の
「
お
じ
さ
ん
」
が
出
て
き
て
、
ひ
げ
を
生
や
し
た
前
線
の
戦
士
は
、
女
友
だ
ち
に
自
分
に
水
を
た
っ
ぷ
り
飲
ま
せ
て
と
頼
ん
だ
涌
き
水
を
た
っ
ぷ
り
飲
ま
せ
る
よ
う
に
と
O
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
お
前
さ
ん
、
親
切
な
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
、
ひ
し
ゃ
く
一
杯
の
水
を
惜
し
ま
な
い
で
、
ひ
げ
面
の
僕
を
見
つ
め
な
い
で
、
!
前
線
で
の
ひ
げ
は
兵
士
に
は
わ
る
く
は
な
い
僕
は
と
っ
て
も
陽
気
な
若
者
さ
。
訳
詞
井
上
頼
豊
/)
11
尻
泰
司
/
長
沢
勝
俊
1
泉
に
水
く
み
に
き
て
娘
ら
が
話
し
て
い
た
若
者
が
こ
こ
へ
来
た
ら
冷
た
い
水
あ
げ
ま
し
ょ
う
禄
の
牧
場
に
ひ
げ
づ
ら
の
兵
士
が
や
っ
て
来
て
冷
た
い
水
が
飲
み
た
い
と
娘
ら
に
頼
ん
だ
美
し
い
娘
さ
ん
ひ
げ
面
を
見
る
な
兵
士
に
や
ひ
げ
も
悪
い
も
の
じ
ゃ
な
い
わ
た
し
は
陽
気
な
若
者
－ 54 －
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2. 
I僕
ら
は
2
カ
月
続
け
て
ド
イ
ツ
兵
を
『
剃
り
落
と
し
た
』
。
乙
女
た
ち
ょ
僕
た
ち
の
服
装
を
許
し
て
お
く
れ
。
激
し
い
戦
い
が
僕
ら
を
翼
に
乗
せ
て
来
た
ん
だ
、
だ
か
ら
ひ
げ
も
生
え
た
の
さ
」
そ
こ
に
突
然
前
線
の
床
屋
が
大
声
で
叫
ん
だ
「
ひ
げ
を
は
や
し
た
や
っ
こ
っ
ち
へ
来
い
!
J
 
女
友
だ
ち
の
E
の
前
に
若
い
近
衛
隊
員
が
立
っ
た
ま
る
で
、
魔
法
の
水
で
、
洗
い
去
っ
た
み
た
い
に
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
3.
こ
こ
で
女
友
だ
ち
は
面
と
向
か
つ
て
ま
じ
ま
じ
眺
め
る
、
美
女
た
ち
の
唇
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
よ
う
に
燃
え
る
。
い
っ
ぽ
う
親
衛
隊
員
は
陽
気
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
。
彼
ら
の
会
話
は
ま
っ
た
く
違
い
は
じ
め
た
語
れ
、
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
、
踊
り
の
曲
を
始
め
ろ
、
勇
士
の
血
は
熱
い
。
僕
ら
は
火
の
民
だ
、
踊
り
の
輸
に
出
て
来
い
1
戦
争
中
で
も
、
僕
ら
は
愛
に
つ
い
て
忘
れ
は
し
な
か
っ
た
!
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
4. 
I仕
事
に
も
遊
び
に
も
時
間
は
ご
く
わ
ず
か
。
ベ
つ
ぴ
ん
さ
ん
た
ち
今
は
別
れ
よ
う
僕
た
ち
の
仕
事
は
勝
利
ま
で
戦
う
こ
と
だ
戦
い
勝
ち
抜
い
て
踊
り
に
戻
っ
て
来
ょ
う
そ
し
て
敏
捷
な
狙
撃
兵
た
ち
は
行
軍
に
出
た
2
ふ
た
月
も
の
戦
い
で
ひ
げ
も
髪
も
の
び
た
の
さ
こ
の
む
さ
く
る
し
い
な
り
を
娘
さ
ん
許
し
て
く
れ
そ
こ
へ
床
屋
の
兵
隊
が
き
て
「
ひ
げ
面
は
集
ま
れ
」
み
る
み
る
若
者
は
魔
法
の
水
で
顔
を
洗
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
美
し
い
娘
さ
ん
ひ
げ
面
を
見
る
な
兵
士
に
や
ひ
げ
も
悪
い
も
の
じ
ゃ
な
い
わ
た
し
は
湯
気
な
若
者
3
娘
ら
の
ひ
と
み
は
燃
え
ほ
が
ら
か
に
歌
が
お
こ
る
三
人
は
愉
快
そ
う
に
輪
に
な
っ
て
踊
り
出
し
た
歌
え
パ
イ
ヤ
ン
愛
の
調
べ
を
若
い
血
は
燃
え
る
胸
の
火
は
戦
う
と
き
も
消
え
ぬ
人
民
の
ほ
の
お
美
し
い
娘
さ
ん
ひ
げ
面
を
見
る
な
兵
士
に
や
ひ
げ
も
悪
い
も
の
じ
ゃ
な
い
わ
た
し
は
陽
気
な
若
者
4
楽
し
み
の
と
き
は
過
ぎ
た
今
し
ば
ら
く
さ
よ
う
な
ら
平
和
を
戦
い
と
っ
て
ま
た
み
ん
な
で
踊
ろ
う
よ
矢
の
よ
う
に
か
け
て
行
く
勝
利
の
日
め
ざ
し
若
者
に
名
残
は
っ
き
ぬ
娘
ら
の
歌
は
流
れ
る
美
し
い
娘
さ
ん
ひ
げ
面
を
見
る
な
兵
士
に
や
ひ
げ
も
悪
い
も
の
じ
ゃ
な
い
－ 55 －
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II
江
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a
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C
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IT
. 
3
x，
 ，n;
op
or
M.
. 
ド
イ
ツ
兵
を
銃
剣
で
と
ど
め
を
さ
す
た
め
に
吹
き
ま
く
る
の
は
吹
雪
で
は
な
く
、
ま
と
い
っ
く
の
は
白
い
ス
カ
ー
ブ
(
プ
ラ
ト
ー
ク
)
だ
。
陽
気
な
戦
士
に
つ
い
て
の
歌
が
流
れ
る
。
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
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A
.
ノ
ヴ
ィ
コ
フ
1
.
お
お
道
よ
・
挨
と
霧
寒
さ
、
不
安
そ
し
て
ス
テ
ッ
プ
の
丈
の
高
い
雑
草
、
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
自
分
の
運
命
を
、
翼
を
た
た
ん
で
、
い
る
か
も
し
れ
な
い
ス
テ
ッ
プ
の
真
ん
中
で
。
決
が
、
長
靴
の
下
で
、
ス
テ
ッ
プ
で
も
、
野
原
で
も
、
舞
い
上
が
る
。
あ
た
り
は
焔
が
燃
え
さ
か
り
そ
れ
に
銃
弾
が
風
を
切
る
音
を
た
て
る
。
2.
お
お
道
よ
わ
た
し
は
楊
気
な
若
者
訳
詞
中
央
合
唱
団
1
お
お
道
よ
立
つ
ほ
こ
り
寒
さ
に
震
え
茂
る
ブ
ー
リ
ャ
ン
明
日
を
も
わ
れ
知
ら
ず
い
つ
荒
れ
野
の
露
と
消
え
ん
ほ
こ
り
は
対
四
に
聖子.
i22
fこ
rll
fこ
あ
た
り
は
火
の
海
弾
丸
(
た
ま
)
は
飛
ぶ
2
お
お
道
よ
立
つ
ほ
こ
り
寒
さ
に
震
え
茂
る
ブ
ー
リ
ャ
ン
－ 56 －
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B
o
r
H
挨
と
霧
寒
さ
、
不
安
そ
し
て
ス
テ
ッ
プ
の
丈
の
高
い
雑
草
銃
声
が
と
ど
ろ
き
、
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
が
輸
を
描
き
、
お
前
の
友
は
丈
の
高
い
雑
草
の
中
に
息
絶
え
て
横
た
わ
っ
て
い
る
。
だ
が
道
は
さ
ら
に
遠
く
続
き
挨
を
舞
い
上
げ
、
渦
を
巻
く
あ
た
り
の
大
地
が
く
す
ぶ
る
見
知
ら
ぬ
大
地
が
。
3.
お
お
道
よ
挨
と
霧
寒
さ
、
不
安
そ
し
て
ス
テ
ッ
プ
の
丈
の
高
い
雑
草
松
の
地
方
、
陽
が
昇
る
。
生
家
の
玄
関
の
階
段
で
母
は
息
子
を
待
っ
て
い
る
。
そ
し
て
果
て
し
な
い
道
に
、
ス
テ
ッ
プ
に
、
野
原
に
い
つ
も
我
々
を
見
守
っ
て
い
る
親
し
き
人
々
の
目
が
4.
お
お
道
よ
挨
と
霧
寒
さ
、
不
安
カ
ラ
ス
は
上
に
舞
い
友
は
ブ
ー
リ
ャ
ン
の
中
に
眠
る
け
れ
ど
な
お
道
は
ほ
こ
り
込
め
て
ほ
の
お
果
て
も
な
く
燃
え
上
が
る
3
お
お
道
よ
立
つ
ほ
こ
り
寒
さ
に
震
え
茂
る
ブ
ー
リ
ャ
ン
林
に
陽
は
昇
る
故
郷
と
お
く
母
ぞ
思
う
果
て
し
な
き
道
に
山
に
畑
に
母
は
思
い
込
め
わ
れ
を
待
つ
4
お
お
道
よ
立
つ
ほ
こ
り
寒
さ
に
震
え
茂
る
ブ
ー
リ
ャ
ン
お
お
友
よ
思
い
出
さ
ん
ほ
こ
り
の
道
忘
れ
ら
れ
ぬ
お
お
－ 57 －
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そ
し
て
ス
テ
ッ
プ
の
丈
の
高
い
雑
草
。
雪
や
、
風
を
、
友
よ
、
思
い
出
そ
う
、
我
々
は
こ
の
道
を
決
し
て
忘
れ
さ
れ
な
い
。
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乍
詞
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遂
語
訳
作
詞
ミ
ハ
イ
ノ
レ
・
イ
サ
コ
フ
ス
キ
イ
1
.
戦
場
へ
と
娘
は
戦
士
を
見
送
っ
た
、
暗
い
夜
に
別
れ
を
告
げ
た
玄
関
の
階
段
の
と
こ
ろ
で
。
で
も
ま
だ
霧
の
向
こ
う
に
若
者
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
聞
は
、
乙
女
の
窓
に
灯
火
が
ず
っ
と
燃
え
て
い
た
。
2.
若
者
を
友
好
的
な
前
線
の
家
族
が
迎
え
た
ど
こ
に
で
も
同
志
が
、
ど
こ
に
で
も
友
人
が
い
た
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
街
を
若
者
は
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
お
前
は
ど
こ
だ
、
愛
す
る
乙
女
よ
お
前
は
ど
こ
だ
私
の
灯
火
よ
?
J
3.
そ
し
て
遠
く
の
女
友
達
は
若
者
に
便
り
を
送
る
訳
詞
楽
団
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
1
夜
霧
の
か
な
た
へ
別
れ
を
告
げ
雄
々
し
き
ま
す
ら
お
出
(
い
で
)
て
行
く
窓
辺
に
ま
た
た
く
と
も
し
び
に
つ
き
せ
ぬ
乙
女
の
愛
の
か
げ
2
戦
い
に
結
ぶ
誓
い
の
友
さ
れ
ど
忘
れ
え
ぬ
心
の
ま
ち
思
い
出
の
姿
今
も
絢
に
い
と
し
の
乙
女
よ
祖
国
の
灯
(
ひ
)
よ
3
や
さ
し
き
乙
女
の
清
き
思
い
海
山
は
る
か
に
へ
た
、
っ
と
も
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1. 
Pa
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I狂
6J
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II
，
 
II
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r江
副
JII
I
T
y
M
a
Hh
I
 H
a，
1J; 
p
e
K
O益
.
Bh
IX
O，
1J;
瓦
JI
a
H
a
 6
ep
er
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aT
IO
II
Ia
，
 
H
a
 Bh
IC
OK
II
誼
6e
pe
r，
H
a
 K
p
y
T
O誼
2.
 B
hI
XO
，1J;
II
JI
a，
 rr
eC
HI
O 
3a
BO
，1J;
I王
江
a
彼
女
の
純
真
な
愛
は
決
し
て
消
え
な
い
と
。
胸
の
う
ち
で
決
め
た
こ
と
は
す
べ
て
、
い
つ
か
か
な
え
ら
れ
る
、
永
遠
に
消
え
る
こ
と
は
な
い
こ
が
ね
の
灯
火
は
4
嬉
し
く
も
な
る
戦
土
の
心
は
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
乙
女
か
ら
の
手
紙
を
読
む
と
。
そ
し
て
憎
む
べ
き
敵
を
若
者
は
さ
ら
に
力
強
く
打
ち
の
め
す
祖
国
ソ
ヴ
ェ
ト
の
た
め
に
、
愛
し
い
灯
火
の
た
め
に
。
作
詞
聞
19
42
逐
語
訳
イ
乍
言
司
・
ミ
ハ
イ
ノ
レ
・
イ
サ
コ
ブ
ス
キ
イ
作
曲
:
マ
ト
ヴ
ェ
イ
・
プ
ラ
ン
テ
ノ
レ
1
.
リ
ン
ゴ
や
梨
も
花
咲
き
は
じ
め
て
い
た
、
川
面
に
霧
が
流
れ
は
じ
め
た
。
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
は
岸
辺
に
出
て
き
た
、
高
い
険
し
い
岸
の
上
に
。
2.
出
て
き
て
、
歌
を
口
づ
さ
ん
だ
二
つ
の
心
に
赤
く
も
ゆ
る
こ
が
ね
の
と
も
し
び
永
久
(
と
わ
)
に
消
え
ず
4
変
ら
ぬ
誓
い
を
胸
に
ひ
め
て
祖
国
の
灯
の
た
め
闘
わ
ん
若
き
ま
す
ら
お
の
赤
く
も
ゆ
る
こ
が
ね
の
と
も
し
び
永
久
に
消
え
ず
訳
詞
関
鑑
子
・
丘
灯
至
夫
1
.
リ
ン
ゴ
の
花
ほ
こ
ろ
び
川
面
に
か
す
み
た
ち
君
な
き
里
に
も
春
は
し
の
び
よ
り
ぬ
2.
岸
辺
に
立
ち
て
歌
う
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T
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5
.
P
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C n
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 r
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I
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I
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o立
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O主
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B
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O耳
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H
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r
H
a
 R
p
y
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O設
.
草
原
の
青
い
鷲
に
つ
い
て
、
愛
し
い
人
に
つ
い
て
、
手
紙
を
大
切
に
し
て
い
る
相
手
に
つ
い
て
。
3.
あ
あ
お
ま
え
歌
よ
、
乙
女
の
歌
よ
、
お
ま
え
は
明
る
い
太
陽
を
追
っ
て
飛
び
遠
い
国
境
の
戦
士
に
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
ら
の
あ
い
さ
つ
を
伝
え
よ
。
4.
彼
が
素
直
な
乙
女
を
想
い
出
す
よ
う
に
、
彼
女
が
歌
う
の
が
聞
こ
え
る
様
に
、
彼
が
祖
国
の
大
地
を
守
る
様
に
、
そ
し
て
彼
の
愛
を
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
が
守
る
様
に
。
5.
リ
ン
ゴ
や
梨
も
花
咲
き
始
め
て
い
た
、
川
面
に
霧
が
流
れ
は
じ
め
た
。
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
は
岸
辺
に
出
て
き
た
、
高
い
険
し
い
岸
の
上
に
。
カ
チ
ュ
}
、
ン
ャ
の
歌
春
風
や
さ
し
く
吹
き
夢
が
湧
く
み
空
よ
3.
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
歌
声
は
る
か
に
丘
を
越
え
今
な
お
君
を
た
ず
ね
て
や
さ
し
そ
の
歌
声
4.
リ
ン
ゴ
の
花
ほ
こ
ろ
び
川
面
に
か
す
み
た
ち
君
な
き
里
に
も
春
は
し
の
び
よ
り
ぬ
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TO
JI
bK
O 
Mb
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B
H
A
H
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B
H江
H
M
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ce
江
戸
o
T
y
q
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B
pa
:J
Kb
H
 3J
Io
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 H
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3a
 J
Ie
ca
，
 
3
x，
瓦
a
B
p
ai
Kb
H 
3J
Io
6a
，
 CJ
IO
BH
O 
Ty
qa
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3
x ，且
eB
yI
II
KH
，r
AA
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Te
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M
bI
B
p訂
ar
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廠
班
活
rO
TO
Bb
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作
曲
リ
フ
・
ク
ニ
ッ
ベ
ノ
レ
作
調
グ
ィ
ク
ト
ノ
レ
・
グ
ー
セ
フ
1
.
野
原
よ
野
原
よ
、
野
原
よ
、
広
き
野
原
よ
、
野
原
を
行
く
の
は
英
雄
た
ち
、
あ
あ
、
赤
軍
の
英
雄
た
ち
!
2.
娘
た
ち
が
泣
い
て
い
る
、
娘
た
ち
は
今
日
は
悲
し
い
、
愛
す
る
人
が
長
い
間
行
っ
て
し
ま
っ
た
あ
あ
、
愛
す
る
人
が
軍
隊
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
!
3.
娘
た
ち
よ
、
ご
覧
、
僕
ら
の
道
を
ご
覧
、
は
る
か
な
道
が
う
ね
る
、
あ
あ
、
と
て
も
陽
気
な
道
が
!
4.
行
く
僕
ら
は
、
行
く
、
行
け
ど
も
、
周
り
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
娘
た
ち
よ
、
僕
ら
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
あ
あ
、
若
い
僕
ら
の
村
々
。
5.
僕
ら
に
見
え
る
は
只
、
白
っ
ぽ
い
暗
雲
と
、
森
の
向
こ
う
か
ら
の
敵
の
悪
意
、
あ
あ
、
暗
雲
の
敵
の
悪
意
が
。
6.
娘
た
ち
よ
、
ご
覧
僕
ら
は
敵
を
迎
え
る
準
備
完
了
だ
、
訳
詞
井
上
頼
豊
1
ポ
ー
リ
シ
カ
・
ポ
ー
レ
ポ
ー
リ
シ
カ
涯
し
な
い
野
を
行
く
ひ
づ
め
の
音
お
お
た
く
ま
し
強
者
2
娘
た
ち
は
別
れ
を
お
し
む
よ
愛
し
い
人
は
い
ま
行
く
お
お
戦
い
め
ざ
し
て
3
娘
た
ち
よ
み
よ
嘆
き
捨
て
て
は
る
か
に
開
け
る
道
お
お
明
る
く
輝
く
4
我
等
は
行
く
開
け
行
く
コ
ル
ホ
ー
ズ
娘
よ
若
き
コ
ル
ホ
ー
ズ
お
お
新
し
き
ち
か
ら
5
空
の
か
な
た
た
だ
よ
う
黒
雲
森
の
か
げ
に
広
が
る
お
お
黒
き
敵
の
か
げ
6
お
お
娘
よ
我
等
は
戦
う
駒
は
い
な
な
き
進
む
お
お
敵
陣
め
が
け
て
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Y
抑
制
益
収
穫
の
歌
原
詩
町
3.
11
耳
yH
ae
Bc
Ko
ro
C江
.
M
BO
JI
hl
no
Ha
.M
.1
1c
a
KO
BC
KO
ro
 
僕
ら
の
馬
は
足
早
く
、
あ
あ
、
僕
ら
の
戦
車
は
高
速
だ
。
7.
空
で
は
暗
雲
を
厳
し
い
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
が
監
視
す
る
高
速
航
行
す
る
潜
水
艦
、
あ
あ
、
鋭
く
見
守
る
グ
ォ
ロ
シ
ー
ロ
フ
。
8.
コ
ル
ホー
ズ
で
、
一
致
協
力
し
て
の
労
働
が
ど
ん
ど
ん
進
む
よ
う
よ
う
、
僕
ら
は
、
今
日
は
見
張
り
番
、
あ
あ
、
僕
ら
は
今
日
は
番
兵
だ
。
9.
娘
た
ち
ょ
、
ご
覧
娘
た
ち
よ
、
涙
を
拭
き
な
さ
い
、
も
っ
と
歌
を
強
く
と
ど
ろ
か
せ
よ
う
あ
あ
、
僕
ら
の
戦
闘
の
歌
を
!
10
.野
原
よ
、
野
原
よ
野
原
よ
、
緑
の
野
原
よ
野
原
を
行
く
の
は
英
雄
た
ち
、
あ
あ
、
赤
軍
の
英
雄
た
ち
!
逐
語
訳
作
曲
ド
ナ
エ
フ
ス
キ
イ
作
詞
イ
サ
コ
フ
ス
キ
イ
7
空
に
海
に
我
等
す
す
み
行
く
戦
う
若
者
た
ち
お
お
見
守
る
ヴ
ォ
ロ
シ
ー
ロ
フ
8
い
ざ
コ
ノ
レ
ホー
ズ
、
祖
国
を
守
れ
よ
働
く
人
を
守
る
お
お
我
等
は
強
者
9
娘
た
ち
ょ
涙
を
ぬ
ぐ
い
て
歌
ご
え
湧
き
た
た
せ
よ
お
お
た
た
か
い
の
歌
を
10
ポ
ー
リ
シ
カ
・
ポ
}
レ
ポ
}
リ
シ
カ
涯
し
な
い
野
を
行
く
ひ
づ
め
の
音
お
お
た
く
ま
し
強
者
あ
き
こ
訳
詞
関
鑑
子
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，
 
tI
T
o
6
 pO
CJ
IH
 H
a
 Ha
II
Ie
M 
X江
e6
e
CH
JI
a可
H
-
60
ra
Tb
lp
H;
 
tI
To
6b
I 
BC
e
江
eB
百
aT
a6
bi
ll
H
M
r
r
p 町
O:
>K
H
，H
 JI
OB
KH
，
 
tI
To
6h
l 
:>K
ap
qe
 H
X
且
ro
6H
JI
H
MO
JI
OA
bl
e 
Ka
3a
KH
.
 
II
pH
rr
eB
: 
3. Y
6叩
e
M
Mb
I 
BC
e，
 
K
a
K
 H
Y:
>K
HO
，
 
H
H
 3e
pH
a 
H
e
 rr
pO
rr
aA
eT
，
 
II
oT
oM
y
可
T
O
Oq
eH
b
且
:p
y:>
KH
副
賞
河
の
ほ
と
り
、
ク
パ
ン
前
の
ほ
と
り
で
次
々
に
波
が
走
る
。
金
色
の
麦
(
穀
草
)
に
よ
っ
て
ク
パ
ン
の
ス
テ
ッ
プ
は
ざ
わ
め
い
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
訳
が
あ
っ
て
我
々
・
農
夫
の
匠
た
ち
は
、
ク
パ
ン
の
取
り
入
れ
で
倉
庫
を
溢
れ
さ
せ
よ
う
と
決
め
た
。
(
リ
フ
レ
イ
ン
)
取
り
入
れ
ろ
、
取
り
入
れ
ろ
、
そ
う
、
積
み
込
め
、
積
み
込
め
、
積
み
込
め
、
時
期
が
や
っ
て
き
た
。
あ
あ
、
我
ら
が
収
穫
だ
、
収
穫
だ
大
収
穫
だ
!
我
ら
は
こ
の
ス
テ
ッ
プ
に
働
き
に
朝
焼
け
の
前
に
出
か
け
た
、
我
々
の
穀
物
で
、
育
て
る
た
め
に
力
持
ち
の
人
一
勇
士
を
、
女
性
す
べ
て
が
、
き
れ
い
で
か
し
こ
く
あ
る
為
に
、
若
き
コ
サ
ッ
ク
た
ち
が
彼
女
た
ち
を
よ
り
熱
く
愛
す
る
為
に
。
(
リ
フ
レ
イ
ン
)
我
ら
は
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て
を
刈
り
い
れ
よ
う
穀
物
の
一
粒
た
り
と
も
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
何
故
な
ら
我
ら
は
、
大
変
友
好
的
で
ほ
な
み
は
ゆ
れ
る
よ
こ
が
ね
の
ほ
な
み
エ
イ
ほ
な
み
み
の
り
の
よ
ろ
こ
び
は
た
け
に
み
ち
て
い
そ
が
し
く
働
く
農
夫
の
む
ね
に
豊
作
の
ほ
こ
り
豊
年
の
よ
こ
ろ
び
こ
が
ね
こ
が
ね
エ
イ
こ
む
ぎ
こ
む
ぎ
エ
イ
手
さ
ば
き
も
か
る
が
る
そ
れ
収
穫
だ
収
穫
だ
と
り
い
れ
だ
あ
さ
か
ら
ひ
ぐ
れ
ま
で
働
く
わ
れ
ら
エ
イ
わ
れ
ら
乙
女
の
わ
ら
い
は
は
た
け
に
み
ち
て
た
く
ま
し
く
働
く
若
者
の
む
ね
に
豊
作
の
ほ
こ
り
豊
年
の
よ
ろ
こ
び
こ
が
ね
こ
が
ね
エ
イ
こ
む
ぎ
こ
む
ぎ
サ
ア
手
さ
ば
き
も
か
る
が
る
そ
れ
収
穫
だ
収
穫
だ
と
り
い
れ
だ
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M
H
a瓦
e)
K
H
副
首
M
b
I
Ha
pO
~.
 
M
 II
OH
)J，
)'T
， 
II
O耐
yr
0
6
0
3
b
I
 
B
 ro
po
~a
 II
O 
60
JI
bI
IH
lK
y
 
H
巴
OC
τa
HY
TC
>>
KO
JI
X0
3b
I 
I1
ep
e~
 P
O耳
目
H
O鼠
B
~o
nr
y.
 
I1
pH
II
巴
B:
4. H
e
H
a
r
p
a，且
bI
H
a
C
 II
pe
JI
bC
TH
JI
H，
 
3
T
O
 C
K
a)
l(
e
T
 B
a
M
 m
0
6
0
H
.
 
M
b
I
 XJ
Ie
6a
 C
B
O
H
 p
a
C
T
H
J
I
H
 
P~
H 
q
e
C
T
H
 T
P
Y，且
O
B
O
H
.
E
C
J
I
H
 )l
( 
K
 3
T
O
M
Y
 問
中
間
a
E
y ，且
e
T
H
a
M
 II
pH
cy
~e
Ha
， 
M
bI
 H
e
 C
Ka
Ae
M
:
 H
eT
， 
H
e
 H
明
01
-
M
b
I
 O
T
B
e
T
H
M ，
可
T
O
H
Y
A
H
a
.
 
I1
pH
II
eB
: 
信
頼
で
き
る
、
人
民
な
の
だ
.
そ
し
て
荷
車
(
ト
ラ
ッ
ク
)
は
次
々
と
街
道
を
街
々
へ
と
向
か
う
(
出
発
す
る
)
祖
国
に
対
し
て
の
借
り
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
(
集
団
農
場
)
は
作
ら
な
い
.
(
リ
フ
レ
イ
ン
)
我
ら
を
魅
惑
す
る
の
は
報
酬
で
は
な
い
、
誰
で
も
あ
な
た
に
そ
う
言
う
だ
ろ
う
。
我
ら
が
自
分
の
穀
物
を
育
て
た
の
は
労
働
の
名
誉
の
た
め
な
の
だ
.
そ
の
た
め
に
報
酬
が
我
ら
に
も
た
ら
さ
れ
る
な
ら
ば
、
我
ら
は
言
わ
な
い
:
い
や
、
要
ら
な
い
と
は
!
我
ら
は
報
酬
が
必
要
だ
と
答
え
る
.
(
リ
フ
レ
イ
ン
)
(
注
:
こ
の
連
が
表
現
す
る
の
は
、
「
最
初
か
ら
報
奨
が
目
的
で
は
な
い
が
名
誉
の
為
な
ら
否
定
し
な
い
J
)
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(9
)
耳
Y
EI
iH
Y
I
I
I
K
A
仕
事
の
歌
原
詩
CJ
IO
Ba
 Ar
re
KC
aH
，l
J;
p
a
 0
瓦
b氾
'
!
Ha
M
H
o
r
o
 rr
eC
eH
 C.
品
医
師
51
B
 P
O，lJ
;H
Oii: 
CT
Op
OH
e，
 
B
 H
H
X
n
p
O
 p
a，且
OC
Tb
，n
po
 r
op
e 
M
H
e
 n
e耳
目
;
H
o
 H3
ne
Ce
H 
0江
H
a
B
 na
MJ
IT
b 
Bp
e3
叩
a
C
b
M
H
e
-
3
T
O
 ne
CH
JI
 p
a6
0Q
e益
ap
Te
.四
.
II
pH
ne
B:
 
3
x，
且
y6
HI
ly
II
IK
a，
y
x
He
M!
 
3
x，
 3e
JI
eH
aJI
， 
Ca
Ma
 n
o陶
eT
!
II
o 江
ep
He
M，
n
o江
ep
He
M
，ll;
a
 yx
He
M!
 
Ii 
OT
且巴
，l
J;
OB
K
 OT
u;a
M，
 OT
 
OTU
;O
B 
K
 Cb
IH
OB
bJ
IM
 
3
T
a
 ne
CH
JI
 H
，lJ;巴
T
n
o
 Ha
CJ
Ie
，lJ;
CT
By
. 
Ii
K砿
TO
JI
bK
O
pa
60
Ta
Tb
 H
a
M
 CT
a
H
e
T
 H
eB
MO
qb
，
 
M
bI
司
K
耳
y6
HH
e，
Ka
K 
K
 Be
pH
oM
y 
cp
e，瓦
CT
By
.
II
pH
n巴
B:
5I 
CJ
Ib
IX
阻
n
y
n巴
CH
b，
ee
 n
eJ
Ia
 a
pT
eJIb， 
II
O，lJ
;H
H
Ma
JI
 6
pe
BH
O 
H
a
 Cτ
pO
聞
耳
a.
B
耶
yr
6p
eB
HO
 C
Op
B佃
OC
b，
H
 YM
OJ
I悶
aa
pT
eJ
Ib
，-
，ll;
By
x
明
Op
OB
bI
X
na
pH
eii: 
n
p
H，
lJ;
aB
HJ
IO
. 
II
pH
n巴
B:
TJ
IH
eM
 C
 JI
eC
OM
 C
y ，lJ
;H
O，
回
b
)l
(e
JI
e3
0 
Ky
eM
，
 
OJ
Ib
 B
 C
H
6
H
p
H
 p
y，lJ
;y
 ，lJ;0
6b
IB
ae
M，
 
C
 M
Y
K
Oii:， 
C
 60
JI
bI
O 
B
 rp
y，lJ
;H
 0耳
目
y
ne
CH
IO
 n
O
e
M，
 
II
po
 ，lJ;
y6
HH
y 
Mb
I 
B
 H巴
益
Bc
nO
MH
Ha
eM
.
II
pH
ne
B:
 
盟
国
B
o耳
目
予
eK
e，
YT
on
胡
B
ne
CK
e，
 
h在
日
JI
OM
ae
M
H
 HO
rH
，
 H
 Cn
HH
Y，
 
逐
語
訳
作
詞
ア
レ
ク
サ
ン
ノ
レ
・
オ
リ
ヒ
ン
1
.
故
国
で
俺
は
た
く
さ
ん
の
歌
を
耳
に
し
た
、
そ
こ
で
喜
び
ゃ
悲
し
み
に
つ
い
て
俺
に
う
た
っ
て
く
れ
た
。
だ
が
そ
の
う
ち
一
つ
の
歌
だ
け
が
俺
の
記
憶
に
刻
ま
れ
た
、
そ
れ
は
ア
ノ
レ
テ
リ
(
労
働
同
業
者
組
合
)
の
歌
。
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
オ
イ
、
木
よ
、
我
々
は
ウ
フ
の
掛
け
声
を
あ
げ
る
ぞ
!
オ
イ
、
緑
の
木
よ
、
自
分
で
動
き
だ
す
!
わ
し
ら
は
引
っ
ぱ
る
ぞ
、
て
〉
っ
ぱ
る
ぞ
ウ
フ
!
2.
そ
し
て
爺
さ
ん
か
ら
親
父
へ
、
親
父
か
ら
息
子
へ
こ
の
歌
は
受
け
継
が
れ
る
そ
し
て
働
く
こ
と
だ
け
に
我
慢
で
き
な
く
な
る
や
、
俺
た
ち
は
確
か
な
材
料
の
ド
ゥ
ピ
ー
ナ
(
樹
木
)
に
歌
う
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
3.
俺
は
こ
の
歌
を
聞
き
、
そ
れ
を
組
合
員
た
ち
が
歌
っ
て
い
た
、
小
屋
組
み
の
上
に
丸
太
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
。
突
然
、
丸
太
が
滑
り
落
ち
、
組
合
員
た
ち
は
黙
っ
た
、
2
人
の
頑
丈
な
若
者
が
圧
し
潰
さ
れ
た
。
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
4.
俺
た
ち
は
材
木
船
を
引
っ
張
っ
た
り
、
鉄
を
鍛
え
た
り
、
あ
る
い
は
シ
ベ
リ
ア
で
鉱
石
を
採
掘
し
た
り
、
苦
し
み
、
痛
む
胸
の
中
で
一
つ
の
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
、
ド
ウ
ピ
ー
ナ
(
樹
木
)
の
歌
に
つ
い
て
俺
た
ち
は
思
い
出
す
。
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
5.
そ
し
て
ヴ
、
オ
ル
ガ
何
で
、
砂
に
埋
ま
り
な
が
ら
、
俺
た
ち
は
両
足
も
背
中
も
痛
め
、
訳
詞
津
) 11 
主
一
1
.
悲
し
い
歌
嬉
し
い
歌
た
く
さ
ん
聞
い
た
中
で
忘
れ
ら
れ
ぬ
ひ
と
つ
の
歌
そ
れ
は
仕
事
の
歌
忘
れ
ら
れ
ぬ
ひ
と
つ
の
歌
そ
れ
は
仕
事
の
歌
ヘ
イ
こ
の
若
者
よ
へ
イ
前
へ
進
め
さ
あ
み
ん
な
前
へ
進
め
2.
イ
ギ
リ
ス
人
は
利
口
だ
か
ら
水
や
火
な
ど
を
使
う
ロ
シ
ア
人
は
歌
を
う
た
い
自
ら
慰
め
る
ロ
シ
ア
人
は
歌
を
う
た
い
自
ら
慰
め
る
ヘ
イ
こ
の
若
者
よ
へ
イ
前
へ
進
め
さ
あ
み
ん
な
前
へ
進
め
3.
死
ん
だ
親
が
後
に
残
す
宝
物
は
何
ぞ
力
強
く
男
ら
し
い
そ
れ
は
仕
事
の
歌
力
強
く
男
ら
し
い
そ
れ
は
仕
事
の
歌
へ
イ
こ
の
若
者
よ
へ
イ
前
へ
進
め
さ
あ
み
ん
な
前
へ
進
め
訳
詞
大
胡
敏
夫
1
.
悲
し
い
歌
、
嬉
し
い
歌
い
ろ
い
ろ
き
い
た
け
れ
ど
忘
れ
ら
れ
ぬ
歌
は
ひ
と
つ
そ
れ
こ
そ
仕
事
の
歌
8
x，
 
，lJ;
y
6
H
H
y
m
K
a，
 
yX
He
M!
 
8
x ，
3e
江
e
H
a
a，
c
a
M
a
 II
O草
月
eT
!
II
o 瓜
e
p
H
e
M，
II
O江
e
p
H
e
M
且
a
y皿
eM
!
2.
親
は
倒
れ
、
死
の
間
際
に
息
子
に
残
す
も
の
は
貧
し
い
暮
ら
し
辛
い
運
命
悲
し
い
仕
事
の
歌
8
x，
江
y
6
H
H
y
m
K
a，
y
x
He
M!
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H
a且
pb
IB
ae
M
T
a
M
 r
py
江
b，
日
可
叩
6
JI
er
可
e
TJ
IH
yT
b 
M
b
I
 II
oe
M 
rr
po
 p
O，L
¥H
yr
o 
，L¥
y6
HH
Y.
 
II
pH
II
eB
: 
H
o
 Ha
CT
a
He
T 
II
op
a，
 H
 rr
pO
CH
eτ
CJ
I 
Ha
po
耳，
P
!l
30
rH
巴
T
O
H
M
O可
哩
yl
O
CI
IH
Hy
. 
M
 H
a
 6
ap
 H
 I.¥
ap
JI
，
 H
a
 II
OI
IO
B 
H
 rO
CI
IO
江
O
H
O
T日
町
巴
T
II
OK
pe
II
司
自
尽
y6
HH
Y!
II
pH
II
eB
: 
(
以
下
は
、
他
の
ヴ
ァ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
見
ら
れ
る
連
で
津
川
|
訳
詞
の
2
番
の
元
歌
と
推
定
す
る
)
A
H
rJ
IH
羽
田
H-
XH
TP
eI
.¥
，前
0
6
pa
60
Te
 I
IO
MO
'Th， 
lI
30
6p
eJ
I 
3a
 M
ar
rr
HH
OH
 M
aI
II
HH
Y，
 
A
 Ha
II
Ip
yc
c阻
員
M
y)
l(
H
K，
KO
JI
b 
pa
60
Ta
 H
eB
MO
qb
，
 
T
回
3a
TJ
IH
eT
p
O，L
¥H
yr
o 
，L¥
y6
阻
y.
O
話，
瓦
y6
HH
yI
II
Ka
u
 m.
δ. 
そ
こ
で
胸
を
損
な
い
、
そ
し
て
も
っ
と
楽
に
引
く
た
め
に
親
し
ん
だ
ド
ワ
ピ
ー
ナ
(
樹
木
)
の
歌
の
こ
と
を
歌
う
。
(
リ
フ
レ
}
ン
)
6.
だ
が
、
時
が
到
来
し
、
民
衆
は
目
覚
め
、
そ
の
力
強
い
背
中
を
伸
ば
し
、
そ
し
て
、
貴
族
や
皇
帝
、
司
祭
や
主
人
た
ち
に
対
し
て
も
う
少
し
堅
い
ド
ゥ
ピ
ー
ナ
(
樹
木
/
こ
ん
棒
)
を
探
し
出
す
だ
ろ
っ (
リ
ブ
レ
ー
ン
)
ず
る
賢
い
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
仕
事
に
役
立
て
る
た
め
に
、
次
々
と
機
械
を
発
明
し
た
が
、
ロ
シ
ア
の
百
姓
は
、
仕
事
に
耐
え
ら
れ
な
い
な
ら
、
こ
ん
な
風
に
い
と
し
い
ド
ゥ
ピ
ー
ナ
(
樹
木
)
を
引
っ
張
る
。
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
8
x，
 
3e
JI
eH
a.1I， 
c
a
M
a
 II
O首
江
eT
!
II
o~
ep
He
M，
II
o~
ep
He
M 
且
a
y
x
He
M!
 
3.
シ
ベ
リ
ア
へ
の
道
は
遠
く
捕
わ
れ
人
は
歩
む
鎖
の
音
、
う
つ
ろ
に
鳴
り
流
れ
る
仕
事
の
歌
8x
，江
y6
:~
my
II
IB
:a
，y
x
He
M!
 
8
x，
 
3e
JI
eH
aH
，
 
c
a
M
a
 II
O首
:~e
T!
II
o江
e
p
H
e
M，
II
O江
e
p
H
e
M
且
a
yX
He
M!
 
4.
道
の
端
に
山
を
成
し
て
打
ち
捨
て
ら
れ
た
骨
は
皇
帝
ど
も
の
手
慰
み
に
殺
さ
れ
た
者
の
骨
8
x，
江
y6
HH
YI
II
Ra
，y
xH
eM
! 
8
X ，
3e
JI
eH
a狂，
c
a
M
a
II
O誼
江
eT
!
II
o 瓜
e
p
H
e
M，
立
0瓜
e
p
H
e
M
且
a
yX
He
M!
 
5.
夜
の
闇
も
や
が
て
は
去
り
苦
し
む
民
は
目
覚
め
皇
帝
ど
も
を
倒
す
と
き
に
歌
わ
ん
仕
事
の
歌
8
x，
瓦
y6
HH
YI
II
Ra
，
戸
<
He
M!
8
x，
3e
江
e
H
a
H，
ca
Ma
立0
並~
eT
!
II
o且
ep
He
M，
立o
~e
pH
eM
.IJ:
a
 y
x
He
M!
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2)
 
ソ
連
へ
の
関
心
、
ロ
シ
ア
へ
の
憧
れ
、
異
国
情
緒
を
か
き
た
て
る
歌
詞
(1
0)
 A
M
Y
P
C
K
H
E
 B
O
J
I
Hb
I
ア
ム
ー
ノ
レ
の
波
原
詩
逐
語
訳
M
y
3
b
I
II
:a
 M
a
p
ll
:a
 K
I
O
c
c
a
 
C
J
I
O
B
a
 K
.
 B
a
C
H
J
I
b
e
B
a
，
 C.
 I
Io
II
oB
a 
II
JI
aB
Ho
 A
M
y
p
 C
B
O
H
 B
OJ
IH
b
I
 H
e
c
e
T，
 
B
e
T
e
p
 c
H
6
H
p
C
K
H益
宜
M
II
eC
H1
1 
II
oe
T.
 
T
I王
宝
o
II
ly
M
H
T
 H
ap; 
A
M
Y
P
O
M
 T
a並
r
a，
X
OP
;1
1T
 I
I
e
H
H
a5
I 
B
O
J
I
H
a
，
 
I
I
e
H
H
a5
I 
B
O
J
I
H
a
 II
江
巴
江
W
T，
B
e
J
I
H立
a
B
a
11 
BO
JI
bH
a.
 
T
a
M，
r耳
e
6
a
r
p狂
H
o
e
CO
JI
Hn;
e
 B
C
T
a
e
T，
 
II
ec
HI
O 
M
a
T
p
o
c
 0
6
 A
M
y
p
e
 II
oe
T 
I
I
e
c
H狂
江
e
T
H
T
H
a耳
目
H
p
O
K
O並
p
e
K
O設
フ
n
b
e
T
C5
I 
II
eC
Hl
I 
II
lH
p
O
K
O
，
 
I
I
e
C
Hl
I 
II
l1
1p
OK
O 
JI
be
TC
lI
 
H
 H
e
C
e
T
C5
I 
p;
a
江
eK
O.
K
p
a
C
O
T
b
I
 H
 C
H耳
目
立
OJ
IH
bI
，
X
O
p
OI
Il
H
 A
M
y
p
a
 BO
JI
Hb
Iヲ
C
e
p
e
6
pl
IT
C狂
BO
JI
Hb
I，
C
e
p
e
6
p5
IT
C狂
BO
JI
Hb
I，
C
J
I
a
B
O茸
P
OP
;H
H
b
I
r
O
pp;
bI
. 
H
江
a'
主Y
T，
II
江
eI
II
YT
，C
沼
江
b
I
II
OJ
IH
bI
，
 
H
 C
T
p
e
M狂
T
C5
I
K
 M
O
p
I
O
 B
O江
H
bI
ヲ
C
e
p
e
6
p耳
T
C5
I
B
O江
H
b
I，
C
e
p
e
6
p5
IT
Cl
I 
BO
JI
Hb
I，
 
C
J
I
a
B
O誼
p
y
C
C
K
O量
r
O
pp;
bI
.
作
曲
マ
ル
ク
・
キ
ュ
ス
作
詞
K
.
ワ
シ
;
;
エ
フ
、
S
.
ポ
ポ
フ
l
.
軽
快
に
ア
ム
ー
ル
(
河
)
は
そ
の
波
を
運
び
、
シ
ベ
リ
ア
の
風
は
波
に
歌
を
う
た
う
O
ア
ム
ー
ノ
レ
河
の
上
を
静
か
に
タ
イ
ガ
が
ざ
わ
め
き
、
泡
立
つ
波
が
進
み
、
泡
立
つ
波
が
音
を
立
て
、
威
風
堂
々
と
し
て
白
出
だ
。
2.
赤
紫
色
の
太
陽
が
昇
る
所
で
水
夫
が
ア
ム
ー
ル
(
河
)
の
歌
を
う
た
う
。
歌
は
広
い
向
の
と
を
飛
ぴ
行
き
、
広
が
る
歌
は
ゆ
る
や
か
に
、
歌
は
ゆ
る
や
か
に
広
が
り
、
そ
し
て
遠
く
に
伝
わ
る
3.
美
し
さ
と
力
に
満
ち
た
、
ア
ム
ー
ノ
レ
(
河
)
の
波
は
素
晴
ら
し
い
、
波
は
銀
色
に
光
り
、
波
は
銀
色
に
光
り
、
祖
国
の
栄
光
を
誇
る
。
鳴
き
、
音
を
立
て
、
力
に
満
ち
、
そ
し
て
波
は
海
に
向
か
つ
て
突
き
進
む
、
波
は
銀
色
に
光
り
、
波
は
銀
色
に
光
り
、
ロ
シ
ア
の
栄
光
を
誇
る
。
訳
調
合
唱
団
白
樺
訳
語
l
.
み
よ
ア
ム
ー
ル
に
波
白
く
シ
ベ
リ
ア
の
風
た
て
ば
木
々
そ
よ
ぐ
河
の
辺
に
波
さ
か
ま
き
で
あ
る
わ
し
く
る
水
豊
か
に
流
る
2.
舟
人
の
歌
ひ
び
き
く
れ
な
い
の
陽
は
の
ぼ
る
よ
ろ
こ
び
の
歌
声
は
川
面
を
わ
た
り
は
る
か
な
野
辺
に
幸
を
っ
た
え
る
3
う
る
わ
し
の
流
れ
広
き
ア
ム
ー
ル
の
面
白
銀
な
し
さ
わ
ぐ
河
波
広
き
海
め
ざ
し
高
ま
り
ゆ
く
波
自
室
艮
な
し
さ
わ
ぐ
河
波
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r
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X
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B
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耳
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a
B
a
H
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4.
ア
ム
ー
ル
(
河
)
の
波
は
美
し
く
、
そ
し
で
、
ア
ム
ー
ノ
レ
は
自
由
に
息
づ
い
て
い
る
。
波
は
知
っ
て
い
る
。
そ
の
平
安
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
。
河
の
両
岸
は
平
穏
で
、
黄
金
色
の
タ
イ
ガ
が
ざ
わ
め
い
て
い
る
。
波
は
息
づ
い
て
い
る
そ
の
妙
な
る
美
し
さ
で
。
5.
白
っ
ぽ
い
ア
ム
ー
ノ
レ
(
河
)
を
讃
え
て
、
我
ら
は
そ
の
平
安
を
守
る
。
船
は
前
へ
と
航
行
し
、
波
は
走
る
、
走
る
、
走
る
。
親
愛
な
る
ア
ム
ー
ノ
レ
よ
、
ざ
わ
め
け
白
っ
ぽ
い
波
を
ざ
わ
め
か
せ
よ
凄
ま
じ
く
疾
走
し
つ
つ
祝
福
せ
よ
我
ら
が
シ
ベ
リ
ア
(
ソ
ヴ
ェ
ト
)
の
自
由
な
る
地
方
を
!
6.
軽
a決
に
ア
ム
ー
ノ
レ
(
河
)
は
そ
の
波
を
運
ぶ
シ
ベ
リ
ア
の
風
は
波
に
歌
を
う
た
う
。
ア
ム
ー
ル
(
荷
)
の
上
を
静
か
に
タ
イ
ガ
が
ざ
わ
め
き
、
泡
立
つ
波
が
進
み
、
泡
立
つ
波
が
音
を
立
て
、
威
風
堂
々
と
し
て
自
由
だ
4.
自
由
の
河
よ
ア
ム
ー
ル
う
る
わ
し
の
河
よ
ふ
る
さ
と
の
平
和
を
守
れ
岸
辺
に
陽
は
落
ち
森
わ
た
る
風
に
さ
ざ
な
み
黄
金
を
ち
ら
す
5.
平
和
の
守
り
広
き
ア
ム
ー
ル
阿
わ
が
船
は
ゆ
く
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
紬
先
に
た
て
ば
波
音
た
か
く
開
け
ゆ
く
世
の
幸
を
た
た
え
て
6.
み
よ
ア
ム
ー
ル
に
波
白
く
シ
ベ
リ
ア
の
風
た
て
ば
木
々
そ
よ
ぐ
河
の
辺
に
波
さ
か
ま
き
で
あ
る
れ
く
る
水
豊
か
に
流
る
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逐
語
訳
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
、
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
!
も
う
一
度
、
も
う
一
度
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
、
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
!
も
う
一
度
、
も
う
一
度
結
ん
だ
白
樺
の
校
を
巻
き
解
こ
う
、
茂
っ
た
枝
を
巻
き
解
こ
う
、
ア
イ
ダ
ダ
ア
イ
ダ
!
ア
イ
ダ
ダ
ア
イ
ダ
!
茂
っ
た
枝
を
巻
き
解
こ
う
。
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
、
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
!
も
う
一
度
、
も
う
一
度
!
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
、
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
!
も
う
一
度
、
も
う
一
度
!
俺
ら
は
岸
に
沿
っ
て
進
む
、
歌
を
太
陽
に
向
か
つ
て
歌
う
、
ア
イ
ダ
ダ
ア
イ
ダ
!
ア
イ
ダ
ダ
ア
イ
ダ
!
歌
を
太
陽
に
向
か
つ
て
歌
う
!
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
、
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
!
も
う
一
度
、
も
う
一
度
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
、
エ
イ
、
掛
け
声
を
し
よ
う
!
も
う
一
度
、
も
う
一
度
!
お
い
お
ま
え
、
ヴ
ォ
ル
ガ
、
母
な
る
河
よ
、
広
く
て
深
い
ア
イ
ダ
ダ
ア
イ
ダ
!
ア
イ
ダ
ダ
ア
イ
ダ
!
ヴ
ォ
ノ
レ
ガ
は
広
く
て
深
い
!
訳
詞
門
馬
直
衛
エ
イ
コ
ラ
エ
イ
コ
ラ
も
う
一
つ
エ
イ
コ
ラ
エ
イ
コ
ラ
エ
イ
コ
ラ
も
う
一
つ
エ
イ
コ
ラ
そ
れ
曳
け
舟
を
そ
れ
捲
け
綱
を
ア
イ
ダ
ダ
ア
イ
ダ
ア
イ
ダ
ダ
ア
イ
ダ
樺
の
木
に
捲
い
た
エ
イ
コ
ラ
エ
イ
コ
ラ
も
う
一
つ
エ
イ
コ
ラ
エ
イ
コ
ラ
エ
イ
コ
ラ
も
う
一
つ
エ
イ
コ
ラ
エ
イ
コ
ラ
エ
イ
コ
ラ
…
…
…
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逐
語
訳
1
.
カ
リ
ン
カ
、
カ
リ
ン
カ
、
私
の
カ
リ
ン
カ
!
庭
に
は
イ
チ
ゴ
の
マ
リ
ン
カ
、
私
の
マ
リ
ン
カ
!
あ
あ
!
緑
の
松
の
下
で
私
を
寝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
ア
イ
リ
ュ
リ
リ
ュ
リ
ア
イ
リ
ュ
リ
リ
ュ
リ
私
を
寝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
2.
カ
リ
ン
カ
、
カ
リ
ン
カ
、
私
の
カ
リ
ン
カ
!
庭
に
は
イ
チ
ゴ
の
マ
リ
ン
カ
、
私
の
マ
リ
ン
カ
!
あ
あ
!
お
ま
え
緑
の
松
さ
ん
、
私
の
頭
上
で
騒
が
な
い
で
!
ア
イ
リ
ュ
リ
リ
ュ
リ
ア
イ
リ
ュ
リ
リ
ュ
リ
、
私
の
頭
上
で
騒
が
な
い
で
!
3.
カ
リ
ン
カ
、
カ
リ
ン
カ
、
私
の
カ
リ
ン
カ
!
庭
に
は
イ
チ
ゴ
の
マ
リ
ン
カ
、
私
の
マ
リ
ン
カ
!
あ
あ
!
美
し
い
人
、
気
立
て
の
良
い
乙
女
よ
、
お
前
、
私
に
恋
し
て
お
く
れ
!
ア
イ
リ
ュ
リ
リ
ュ
リ
ア
イ
リ
ュ
リ
リ
ュ
リ
お
前
、
私
に
恋
し
て
お
く
れ
!
カ
リ
ン
カ
、
カ
リ
ン
カ
、
私
の
カ
リ
ン
カ
庭
に
は
イ
チ
ゴ
の
マ
リ
ン
カ
、
私
の
マ
リ
ン
カ
訳
詞
井
上
頼
豊
1
.
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
の
実
マ
リ
ン
カ
マ
ヤ
あ
!
緑
の
並
木
小
松
の
か
げ
の
あ
の
子
を
忘
れ
ぬ
わ
た
し
ア
イ
リ
ュ
ー
リ
(
ダ
)
リ
ュ
ー
リ
、
ア
イ
リ
ュ
ー
リ
あ
の
子
を
忘
れ
ぬ
わ
た
し
2.
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
の
実
マ
リ
ン
カ
マ
ヤ
あ
!
緑
の
松
に
ざ
わ
め
く
風
ょ
っ
た
え
よ
わ
た
し
の
心
ア
イ
リ
ュ
ー
リ
(
ダ
)
リ
ュ
ー
リ
ア
イ
リ
ュ
ー
リ
っ
た
え
よ
わ
た
し
の
心
3.
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
の
実
マ
リ
ン
カ
マ
ヤ
あ
1
い
と
し
い
あ
の
子
か
わ
い
い
む
す
め
わ
た
し
を
愛
し
て
お
く
れ
ア
イ
リ
ュ
ー
リ
(
ダ
)
リ
ュ
ー
リ
ア
イ
リ
ュ
ー
リ
わ
た
し
を
愛
し
て
お
く
れ
訳
詞
楽
団
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
1
.
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
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庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
エ
イ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
朝
早
く
飛
び
起
き
て
顔
を
き
れ
い
に
洗
う
ア
ー
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
顔
を
き
れ
い
に
洗
う
2.
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
エ
イ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
素
足
も
軽
く
タ
プ
チ
カ
履
い
て
朝
露
踏
ん
で
牛
を
追
う
ア
ー
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
朝
露
踏
ん
で
牛
を
追
う
3.
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
エ
イ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
朝
露
踏
ん
で
、
牛
を
追
っ
て
い
た
ら
森
の
中
か
ら
熊
が
出
た
ア
ー
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
森
の
中
か
ら
熊
が
出
た
4.
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
エ
イ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
大
き
な
熊
に
び
っ
く
り
驚
い
て
草
む
ら
め
が
け
て
飛
び
こ
ん
だ
ア
ー
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
草
む
ら
め
が
け
て
飛
び
こ
ん
だ
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作
詩
・
作
曲
A
.
ポ
ポ
フ
1
.
せ
わ
し
き
流
れ
の
小
川
に
行
く
と
、
切
り
立
っ
た
岸
辺
に
夜
、
は
腰
か
け
る
、
愛
し
い
国
を
、
結
の
愛
想
、
の
よ
い
牧
草
地
を
眺
め
る
。
2.
お
ま
え
は
園
、
祖
国
、
こ
の
世
に
は
お
ま
え
よ
り
広
々
と
し
た
も
の
は
な
い
!
あ
あ
、
お
ま
え
、
わ
が
黄
金
の
畑
、
高
く
茂
っ
た
我
ら
の
穀
草
!
3.
あ
あ
、
お
ま
え
、
我
ら
が
ロ
シ
ア
の
大
地
、
牧
草
地
と
草
原
に
果
て
は
な
い
!
お
ま
え
は
広
大
な
我
が
大
地
お
ま
え
は
生
み
の
母
、
大
地
1
5.
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
エ
イ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
熊
さ
ん
熊
さ
ん
お
願
い
だ
か
ら
夜
、
の
牛
に
は
触
れ
な
い
で
ア
ー
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
私
の
牛
に
は
触
れ
な
い
で
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
カ
リ
ン
カ
マ
ヤ
庭
に
は
い
ち
ご
私
の
マ
リ
ン
カ
訳
詞
合
唱
団
白
樺
1
.
せ
わ
し
き
流
れ
の
)
11 
岸
辺
に
た
た
ず
み
で
眺
め
い
る
よ
故
郷
緑
な
せ
る
牧
場
眺
め
い
る
よ
故
郷
緑
な
せ
る
牧
場
2. 
の
ど
け
き
我
等
が
故
郷
果
て
し
も
な
き
牧
場
汝
は
楽
し
故
郷
母
な
る
愛
の
里
汝
は
楽
し
故
郷
母
な
る
愛
の
里
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H副
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C
且
o
c
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話
3
a
II
OH
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3
a
T
K
Hy.
耳.
<<
PO
江田
，I
e，
C
T
O話
!
H
e
y
r
o
M
o
H
H
h
l
!
 
C
K前
回
，
c
a
M
 r
o
p
e
C
T
H
O
 B
3瓜
O
X
H
Y江
.
一
II
o 
M
H
e
 JI
OI
II
a江
戸
H
阻
B
3
r
p
y
C
T
Hy
.T
叩，
作
詞
、
作
曲
と
も
作
者
不
詳
1
.
ほ
ら
三
頭
立
て
の
郵
便
馬
援
が
疾
走
す
る
冬
に
母
な
る
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
を
、
御
者
は
陰
気
に
歌
い
な
が
ら
、
乱
れ
た
髪
の
頭
を
振
る
。
2. 
rな
に
を
考
え
込
ん
で
、
い
る
ん
だ
ね
、
お
兄
さ
ん
一
乗
客
は
愛
想
よ
く
た
ず
ね
る
ー
ど
ん
な
悲
し
み
を
心
に
抱
え
て
い
る
ん
だ
い
、
言
っ
て
ご
ら
ん
、
誰
が
あ
ん
た
を
悲
し
ま
せ
た
の
か
?
J
3. 
rあ
あ
、
親
切
な
旦
那
さ
ん
、
や
さ
し
い
旦
那
さ
ん
あ
っ
し
が
恋
を
し
て
か
ら
、
も
う
一
年
、
と
こ
ろ
が
、
具
教
徒
の
村
長
で
タ
タ
ー
ノ
レ
人
が
文
句
を
つ
け
や
が
っ
て
、
あ
っ
し
は
耐
え
る
だ
け
で
さ
あ
。
4.
あ
あ
、
親
切
な
E
那
さ
ん
、
ま
も
な
く
ク
リ
ス
マ
ス
、
で
も
彼
女
は
も
う
あ
っ
し
の
も
ん
じ
ゃ
な
い
、
金
持
ち
の
野
郎
が
取
り
や
が
っ
た
、
い
や
な
野
郎
が
彼
女
に
楽
し
い
日
々
は
な
い
の
で
さ
あ
・
5.
御
者
は
黙
り
込
み
、
革
の
鞭
と
革
手
袋
を
ベ
ノ
レ
ト
に
押
し
込
ん
だ
「
お
ま
え
た
ち
、
止
ま
れ
落
ち
着
き
が
な
い
ぞ
!
J
 
と
言
っ
て
、
自
分
は
悲
し
げ
に
た
め
息
を
つ
い
た
6.
馬
好
き
と
い
う
も
の
は
、
急
に
悲
し
く
な
る
、
訳
詞
楽
団
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
1
 
雪
の
白
樺
並
木
夕
日
が
映
え
る
走
れ
ト
ロ
イ
カ
朗
ら
か
に
鈴
の
音
高
く
走
れ
ト
ロ
イ
カ
朗
ら
か
に
鈴
の
音
高
く
2
響
け
若
人
の
歌
高
な
れ
パ
イ
ヤ
ン
走
れ
ト
ロ
イ
カ
軽
や
か
に
鈴
の
音
高
く
走
れ
ト
ロ
イ
カ
軽
や
か
に
鈴
の
音
高
く
3
黒
い
瞳
が
待
つ
よ
あ
の
森
越
せ
ば
走
れ
ト
ロ
イ
カ
今
宵
は
楽
し
い
宴
(
う
た
げ
)
走
れ
ト
ロ
イ
カ
今
宵
は
楽
し
い
宴
(
う
た
げ
)
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こ
れ
以
上
、
冬
の
母
な
る
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
を
疾
走
せ
ず
、
J馬
が
あ
っ
し
カ
ミ
ら
早
く
離
れ
て
行
け
ば
1
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 K
P
A
C
Hb
I並
C
A
P
A
φ
A
H
赤
い
サ
ラ
フ
ァ
ン
原
詩
?
訳
詞
津
川
逐
語
訳
作
曲
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ノ
レ
・
ヴ
ァ
ノ
レ
ラ
モ
フ
イ
乍
言
寺
ニ
コ
ラ
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・
ツ
ィ
ガ
ノ
フ
M
y3
bI
Ka
 A
JI
eK
Ca
H，l
Ip
a
 Ba
pJ
Ia
MO
Ba
 
CJ
IO
Ba
 H
HK
OJ
Ia
耳ll，
bl
ra
Ho
Ba
赤
い
サ
ラ
フ
ァ
ン
縫
う
て
み
て
も
楽
し
い
あ
の
日
は
帰
え
り
や
せ
ぬ
た
と
え
若
い
娘
じ
ゃ
と
て
何
で
そ
の
日
が
長
か
ろ
う
燃
え
る
よ
う
な
そ
の
頬
も
今
に
ご
ら
ん
色
槌
せ
る
そ
の
時
き
っ
と
思
い
あ
た
る
笑
ろ
た
り
し
な
い
で
母
さ
ん
の
言
っ
と
く
言
葉
を
よ
く
お
き
き
「
お
母
さ
ん
私
に
赤
い
サ
ラ
フ
ァ
ン
縫
っ
て
く
れ
な
く
て
も
い
い
わ
お
母
さ
ん
無
駄
に
余
計
な
出
費
を
し
な
い
で
下
さ
い
<<
He
 II
Ie
話
Tb
l
M
H
e，
 Ma
Ty
II
IK
a，
 
Kp
aC
Hb
l益
ca
pa
ゆa
Ji
，
H
e
 B
X
O，l
lH
，
 
p
O，l
lH
My
II
IK
a，
 
II
or
ry
cT
y 
B
 H3
b~
H!
 
私
の
下
げ
髪
を
二
つ
に
よ
り
わ
け
る
の
は
早
す
ぎ
る
わ
!
亜
麻
色
の
髪
に
リ
ボ
ン
を
飾
る
よ
う
に
言
い
つ
け
て
!
P
a
H
O
 M
Ol
O 
KO
Cb
l
Hb
K
y
 
H
a
 )l;
Be
 pa
Cr
rJ
Ie
T
aT
b!
 
日
p
H
K
al
KH
M
H巴
p
y
c
yl
O
B
 J
Ie
HT
y 
y6
Hp
aT
b!
 
と
は
言
え
サ
ラ
フ
ァ
ン
縫
う
て
い
る
と
お
前
と
い
っ
し
ょ
に
若
が
え
る
絹
の
花
嫁
の
ヴ
ェ
ー
ノ
レ
を
か
ぶ
ら
さ
せ
ず
に
、
若
者
た
ち
の
撞
を
よi三
し
ま
さ
Jぜ
て
!
II
yrn:
a え
H
e
rr
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pb
lT
a51
 
凹
eJ
IK
OB
O員。
aT
Oえ
O
q
H
M
O五
O江
el
]K
H巴
B
巴
c巴
五
日
T
c0
60
益!
女
中
部
屋
の
暮
ら
し
と
、
取
り
換
え
る
た
め
に
、
急
い
で
嫁
い
で
¥
あ
あ
と
三
と
い
/
み
た
め
息
、
を
つ
く
の
か
し
ら
?
T
o
 JI
H 
lK
HT
be
 )l;
巴
BH
qb
e，
Q
T
0
6
巴
ro
M
巴
H
5
lT
b，
To
po
rr
HT
bC
~ 
3a
My
)K
eM
 
O
x
aT
b
且
a
B3
)l;
bI
Xa
Tb
? 
黄
金
の
自
由
が
30
JI
OT
a~
 BO
JI
lO
II
IK
a 
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e
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eiI
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Ce
rO
! 
H
e
 X
O
q
y
 H
 C
 BO
JI
IO
II
IK
O話
B
C
B巴
T
e
H
lr
qe
rO
!>
> 
私
に
は
何
よ
り
も
こ
こ
ち
よ
い
の
!
自
由
が
あ
れ
ば
こ
の
世
に
何
も
要
ら
な
い
わ
!
J
 
幽(
(耳
lI
TH
M
O
e，
周
T
H
T
K
O，
耳
目
K
a
M
H
J
Ia
H!
 
r
O
J
I
O
B
K
a
 r
ro
6e
且
H
aH，
H
e
p
a
s
y
M
Ha
H!
 
f私
の
子
よ
、
い
と
し
い
娘
や
!
不
運
な
浅
は
か
な
子
!
H
e
 B
e
K
 T
e
6
e
 rr
Ta
II
Ie
可
K
O益
お
前
は
永
遠
に
は
小
鳥
の
よ
う
に
よ
く
響
い
て
歌
っ
て
過
せ
な
い
の
よ
、
軽
い
羽
の
蝶
の
よ
う
に
花
か
ら
花
へ
と
飛
び
移
る
こ
と
も
!
3
B
O宜
主
o
pa
Cr
re
Ba
Tb
，
 
江
e
r
K
o
K
pb
II
Io
iI
6
a
6
o可
K
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II
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l(
B
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M
 r
rO
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3a
6J
Ie
阻
y
T
H
a
 I
l
¥
四
回
目
a
x
M
a
KO
B
b
I
 l(
Be
Tb
I，
 
色
あ
せ
始
め
る
で
し
ょ
う
、
頬
の
け
し
の
花
も
、
た
の
し
い
遊
び
も
退
屈
に
な
り
、
お
前
は
ふ
さ
ぎ
こ
む
で
し
ょ
う
。
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
? ?
? ，?
?
? ?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
で
も
私
た
ち
は
歳
を
と
っ
て
も
自
分
で
楽
し
く
す
る
:
若
い
頃
を
思
い
出
し
て
、
子
供
た
ち
を
み
て
い
る
。
M
J
I
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II
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x 
II
eJ
IH
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且
OB
a!
>>
若
い
頃
の
私
も
そ
ん
な
で
し
た
よ
、
娘
の
こ
ろ
私
も
同
じ
こ
と
ば
を
歌
っ
た
も
の
な
の
よ
!
J
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II
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逐
語
訳
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
監
替
・
映
画
「
エ
ノ
レ
ベ
の
遜
遁
J
より
作
調
ド
ル
マ
ト
フ
ス
キ
イ
作
曲
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
、
ィ
チ
1
.
生
を
享
け
た
祖
国
の
声
が
聞
こ
え
る
遠
い
自
由
の
天
地
か
ら
。
こ
の
世
に
は
何
も
な
い
ソ
ヴ
エ
}
ト
の
地
よ
り
愛
し
く
大
切
な
も
の
は
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
訳
詞
楽
団
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
1
.
ふ
る
さ
と
の
声
が
聞
こ
え
る
自
由
の
大
地
か
ら
何
よ
り
も
我
ら
慕
う
懐
か
し
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
地
世
界
に
類
な
き
国
こ
の
世
に
は
何
も
な
い
、
麗
し
明
る
き
国
世
界
に
は
何
も
な
い
、
我
ら
の
母
な
る
ロ
シ
ア
我
々
の
祖
国
、
誇
り
高
い
ロ
シ
ア
よ
り
美
し
く
、
光
に
満
ち
た
と
こ
子
ど
も
ら
は
育
ち
ゆ
く
ろ
は
、
そ
れ
は
数
え
切
れ
な
い
息
子
を
持
っ
て
い
る
。
2.
我
々
は
遠
く
の
国
々
を
見
た
だ
が
故
郷
と
別
れ
て
我
々
が
い
つ
も
夢
に
見
る
の
は
我
々
の
)11
、
白
樺
、
森
の
草
地
そ
し
て
赤
い
星
の
下
の
町
々
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
3.
我
々
の
真
実
を
、
開
か
れ
た
心
を
も
っ
て
遠
い
行
く
手
に
も
た
ら
そ
う
ロ
シ
ア
の
心
は
と
て
も
大
き
い
広
大
な
祖
国
が
そ
っ
く
り
そ
こ
に
あ
る
の
だ
か
ら
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
2.
遠
く
ふ
る
さ
と
は
な
れ
て
も
い
つ
も
夢
に
描
く
赤
き
星
の
下
に
眠
る
我
が
山
河
広
き
野
辺
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
3.
エ
ノ
レ
ベ
の
辺
で
歌
わ
ん
広
き
ロ
シ
ア
の
心
お
お
い
な
る
祖
国
の
前
に
フ
ァ
シ
ス
ト
は
影
も
な
し
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
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K
H
M
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I
M
 3A
6A
II
KA
JI
h
.
S
主
パ
イ
カ
ノ
レ
湖
の
ほ
と
り
(
外
パ
イ
カ
ル
地
方
の
荒
野
を
)
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逐
語
訳
作
者
不
詳
1
.
パ
イ
カ
ル
湖
の
か
な
た
の
未
開
の
荒
野
を
、
山
々
で
は
金
を
採
掘
し
て
い
る
地
方
を
、
逃
亡
者
が
運
命
を
呪
い
な
が
ら
肩
に
袋
を
背
負
っ
て
よ
う
や
く
歩
い
て
い
た
2
 
う
っ
そ
う
た
る
タ
イ
ガ
を
彼
は
歩
み
、
そ
こ
で
は
小
鳥
た
ち
が
鳴
く
だ
け
、
彼
の
脇
の
湯
沸
か
し
が
平
安
を
乱
し
、
し
な
び
た
靴
が
脚
を
い
た
み
つ
け
る
。
3.
彼
が
者
て
い
る
ル
パ
ー
シ
カ
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
、
た
く
さ
ん
の
色
々
な
つ
ぎ
当
て
が
し
て
あ
り
、
彼
が
か
ぶ
っ
て
い
る
帽
子
は
囚
人
用
で
お
ま
け
に
灰
色
の
囚
人
服
。
日
音
い
夜
に
牢
獄
か
ら
脱
走
し
、
牢
獄
で
は
真
実
の
た
め
に
彼
は
苦
し
ん
だ
ー
も
っ
と
先
に
進
む
力
は
も
は
や
な
く
、
彼
の
前
に
は
パ
イ
カ
ル
湖
が
広
が
っ
て
い
た
5.
逃
亡
者
は
パ
イ
カ
ル
湖
に
近
づ
き
漁
民
の
ボ
ー
ト
を
手
に
入
れ
る
そ
し
て
悲
し
げ
な
歌
を
歌
い
は
じ
め
る
一
何
や
ら
故
郷
に
つ
い
て
の
歌
を
。
6. 
r若
い
妻
を
残
し
て
き
た
、
幼
い
子
供
た
ち
を
夜
、
は
残
し
て
き
た
、
い
ま
私
は
還
ま
か
せ
に
歩
く
、
神
様
は
、
私
が
彼
女
と
会
え
る
か
ど
う
か
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
!
J
 
訳
詞
中
央
合
唱
団
1
 ゆ
た
か
な
る
ザ
パ
イ
カ
ノ
レ
の
果
て
し
な
き
野
山
を
や
つ
れ
し
旅
人
が
宛
て
も
無
く
さ
ま
よ
う
2
闘
し
、
や
ぶ
れ
て
つ
な
が
れ
し
ひ
と
や
を
暗
い
夜
の
が
れ
出
て
こ
の
道
を
歩
む
3
パ
イ
カ
ノ
レ
の
ほ
と
り
に
た
た
ず
む
旅
人
暗
い
世
を
の
ろ
い
て
悲
し
歌
う
た
う
訳
詞
大
胡
敏
夫
1
.
こ
が
ね
を
秘
め
る
ザ
パ
イ
カ
ル
の
荒
野
(
あ
ら
の
)
を
あ
て
も
な
く
さ
だ
め
を
の
ろ
い
な
が
ら
さ
す
ら
い
人
は
あ
ゆ
む
2
 
昼
な
お
暗
き
森
は
小
鳥
が
歌
う
の
み
肩
に
袋
を
背
負
い
腰
に
は
な
べ
を
さ
げ
て
3.
ま
と
う
は
や
ぶ
れ
た
ノ
レ
バ
ー
シ
カ
つ
ぎ
あ
と
さ
ま
ざ
ま
な
か
ぶ
る
は
囚
人
服
囚
人
淑
も
よ
ご
れ
4.
正
義
の
ゆ
え
に
苦
し
み
－ 77 －
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7.
放
浪
者
は
パ
イ
カ
ル
湖
を
渡
た
り
、
い
と
し
い
母
が
迎
え
て
く
れ
る
。
「
あ
あ
達
者
か
い
あ
あ
達
者
か
い
母
さ
ん
、
父
さ
ん
は
元
気
か
い
?
J
8. 
rお
前
の
お
父
さ
ん
は
ず
っ
と
前
に
墓
の
中
で
、
湿
っ
た
土
を
か
ぶ
っ
て
い
る
、
そ
れ
に
お
前
の
兄
弟
は
も
う
以
前
か
ら
シ
ベ
リ
ア
で
長
い
こ
と
足
か
せ
の
音
を
響
か
せ
て
い
る
よ
。
9.
行
き
ま
し
ょ
う
、
行
き
ま
し
ょ
う
、
私
の
息
子
よ
、
行
き
ま
し
ょ
う
よ
、
私
た
ち
の
懐
か
し
い
あ
ば
ら
家
へ
、
そ
こ
で
は
妻
は
夫
が
居
な
く
て
さ
び
し
い
思
い
を
し
て
い
て
、
子
供
た
ち
は
群
れ
て
泣
い
て
い
る
」
18
80
年
代
闇
夜
に
牢
を
の
が
れ
歩
む
力
は
尽
き
て
パ
イ
カ
ノ
レ
を
前
に
見
る
5.
パ
イ
カ
ノ
レ
の
岸
辺
に
下
り
て
い
さ
り
び
ぶ
ね
こ
ぎ
い
で
悲
し
き
歌
を
う
た
う
な
に
や
ら
故
郷
の
歌
を
6.
残
せ
し
若
き
妻
よ
幼
き
い
と
し
子
よ
い
つ
の
日
か
あ
え
ん
明
日
を
も
知
れ
ぬ
身
で
7.
パ
イ
カ
ノ
レ
を
渡
り
て
行
け
ば
な
つ
か
し
い
母
に
会
え
ぬ
俺
だ
よ
俺
だ
よ
母
さ
ん
父
さ
ん
は
お
た
っ
し
ゃ
で
す
か
8.
お
前
の
父
さ
ん
は
無
く
な
り
冷
た
い
土
に
眠
る
お
前
の
兄
さ
ん
は
捕
ま
り
シ
ベ
リ
ア
に
流
さ
れ
た
9.
行
き
ま
し
ょ
行
き
ま
し
ょ
息
子
よ
わ
し
ら
が
あ
ば
ら
や
に
お
前
を
待
ち
わ
び
妻
や
子
ど
も
が
泣
い
て
る
－ 78 －
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母
な
る
ヴ
オ
/
レ
ガ
を
、
広
々
し
た
)11
面
を
下
っ
て
、
天
気
が
荒
れ
始
め
た
、
上
流
の
嵐
、
上
流
の
波
立
つ
嵐
が
、
波
聞
に
は
何
も
見
え
な
い
。
一
隻
の
小
船
が
黒
く
見
え
る
、
た
だ
帆
が
白
く
見
え
る
だ
け
、
漕
ぎ
手
た
ち
の
帽
子
が
黒
く
見
え
、
船
尾
に
船
ぬ
し
自
身
は
、
盛
装
し
て
座
り
、
黒
い
ビ
ロ
ー
ド
の
カ
ブ
タ
ン
を
着
て
い
る
。
そ
の
あ
る
じ
が
突
然
言
う
「
さ
あ
、
突
き
進
も
う
、
み
ん
な
母
な
る
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
を
下
っ
て
向
き
を
変
え
て
、
み
ん
な
、
険
し
い
岸
辺
に
近
づ
こ
う
」
(1
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フ
1
島
の
か
げ
か
ら
水
路
へ
と
、
阿
波
の
ひ
ろ
が
り
の
中
へ
と
漕
ぎ
出
で
た
の
は
色
あ
ざ
や
か
な
紬
先
の
と
が
っ
た
丸
木
舟
の
一
群
。
2.
先
頭
の
舟
に
は
ス
テ
ン
カ
・
ラ
ー
ジ
ン
が
、
姫
と
抱
き
合
っ
て
座
り
、
訳
詞
合
唱
団
白
樺
母
な
る
前
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
豊
か
な
流
れ
に
豊
か
な
流
れ
に
嵐
は
た
け
り
て
嵐
は
た
け
り
荒
波
さ
か
ま
く
荒
波
さ
か
ま
く
さ
か
ま
く
波
間
さ
か
ま
く
波
聞
に
小
舟
た
だ
ひ
と
つ
小
舟
た
だ
ひ
と
つ
白
き
帆
影
見
ゆ
訳
詞
奥
田
準
ー
ロ
シ
ア
民
謡
1
久
遠
に
と
ど
ろ
く
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
の
流
れ
自
に
こ
そ
映
え
ゆ
く
ス
テ
ン
カ
・
ラ
ー
ジ
ン
の
舟
目
に
こ
そ
映
え
ゆ
く
ス
テ
ン
カ
・
ラ
ー
ジ
ン
の
舟
2
ベ
ノ
レ
シ
ャ
の
姫
な
り
燃
え
た
る
口
と
う
つ
つ
に
華
や
ぐ
宴
(
う
た
げ
)
か
流
る
－ 79 －
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新
た
な
結
婚
式
を
祝
っ
て
い
る
、
自
ら
は
ご
機
嫌
で
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
。
う
つ
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華
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ぐ
宴
(
う
た
げ
)
か
流
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3.
だ
が
姫
は
、
瞳
を
閉
じ
て
、
生
き
た
心
地
も
な
く
黙
っ
て
酔
い
心
地
の
ア
タ
マ
ン
の
こ
と
ぼ
を
聞
い
て
い
る
。
3
 ド
ン
コ
サ
ッ
ク
の
群
れ
に
い
ま
湧
く
誹
(
そ
し
)
り
者
(
お
ご
)
れ
る
姫
な
り
飢
ゆ
る
は
我
ら
者
(
お
ご
)
れ
る
姫
な
り
飢
ゆ
る
は
我
ら
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4.
二
人
の
背
後
で
不
平
の
つ
ぶ
や
き
が
聞
こ
え
る
。
「
俺
た
ち
と
女
を
取
り
換
え
や
が
っ
て
た
っ
た
一
晩
女
と
過
ご
し
た
ら
自
分
が
翌
朝
女
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
j
4
そ
を
聞
き
ス
テ
ン
カ
ラ
ジ
ン
舶
先
に
た
ち
て
姫
を
ば
抱
き
上
げ
雄
々
し
く
告
げ
ぬ
姫
を
ば
抱
き
上
げ
雄
々
し
く
告
げ
ぬ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
。
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
5.
こ
の
つ
ぶ
や
き
と
瑚
笑
を
恐
る
べ
き
首
領
は
耳
に
す
る
す
る
と
屈
強
な
手
で
ベ
ノ
レ
シ
ャ
女
の
胴
を
か
か
え
た
5
グ
オ
ノ
レ
ガ
、
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
、
我
ら
の
母
:
な
る
河
町
よ
い
ま
こ
そ
贈
ら
ん
わ
が
捧
げ
も
物
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
??
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
? ?
?
?
。
『 ? ?
? ? ?
?
? ? ?
?
? ? ? ?
?
?
? ?
? ?
?
6.
黒
い
眉
が
寄
り
怒
り
が
爆
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
ア
タ
マ
ン
の
眼
は
赤
く
血
走
っ
た
6
妃
の
愛
な
ど
な
ど
で
か
惜
し
ま
ん
み
よ
や
つ
わ
も
の
の
名
を
こ
そ
惜
し
む
II
o 
O
K
p巴
CT
Hb
IM
6e
pe
ra
M 
7. 
I惜
し
む
も
の
は
何
も
な
い
ぞ
、
勇
敢
な
男
の
首
だ
、
っ
て
や
る
ぞ
J
威
厳
の
あ
る
芦
が
あ
た
り
の
岸
に
響
く
7.
こ
れ
み
よ
と
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
ジ
ン
姫
を
ば
さ
し
あ
げ
さ
か
ま
く
波
聞
に
投
げ
て
落
と
し
ぬ
?
?
?? ??
? ? ?
?
?
? ? ??
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
? 一一
BO
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目
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ra
，M
a
T
b
 p
O)J，
Ha
51
，
 
BO
JI
ra
，
 
py
cc
Ka
51
 p
el
<aヲ
H
e
 B
H)J，
aJ
Ia
 T
bl
 r
rO
)J，
ap
Ka
 
O
T
瓦
OH
CK
or
o
Ka
3a
Ka
! 
8. 
Iヴ
オ
ノ
レ
ガ
よ
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
よ
生
み
の
母
よ
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
よ
ロ
シ
ア
の
i可
よ
お
前
は
見
な
か
っ
た
か
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
か
ら
の
贈
り
物
を
8.
島
影
す
ぎ
ゆ
く
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
の
流
れ
さ
め
し
ゃ
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
ジ
ン
眉
根
ぞ
悲
し
－ 80 －
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9，
自
由
な
人
々
の
聞
に
不
和
が
な
い
よ
う
に
ヴ
ォ
ル
ガ
よ
ヴ、
オノ
レガ
よ
生
み
の
母
よ
さ
あ
美
女
を
受
け
取
れ
」
?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
《
?
? ??
?
?
? ?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
? ? ?
1
0
力
強
く
一
気
に
彼
は
美
女
の
姫
を
持
ち
上
げ
そ
し
て
彼
女
を
船
べ
り
の
外
へ
投
げ
込
む
ど
っ
と
押
し
害
せ
た
波
の
中
へ
q
T
O
 )K
 B
bI
，
 
6p
aT
II
bI
，
 
II
pH
yH
bI
JI
H?
 
3
益
Tb
I，
φ
日且
b
K
a，
可巴
p
T，
II
且5
!I
II
H!
i
p5
!H
e
M
 II
eC
HI
O 
y，月
an
yI
O
H
a
 II
OM
HH
 e
e
月
y
凹
H!
1
1， 
I一
体
ど
う
し
て
兄
弟
お
前
た
ち
は
ふ
さ
ぎ
込
ん
だ
の
か
?
お
い
お
前
フ
ィ
リ
カ
お
い
踊
れ
威
勢
の
い
い
歌
を
始
め
よ
う
ぜ
彼
女
の
魂
の
供
養
の
た
め
に
」
注
-
訳
詞
は
短
縮
版
も
あ
る
o
1
 ~
 3
番
は
同
じ
で
、
4~
8
を
カ
ッ
ト
し
て
、
4
番
に
次
の
連
を
入
れ
る
。
4
そ
の
か
み
帰
ら
ず
ヴ
ォ
ノ
レ
ガ
の
流
れ
覚
め
し
ゃ
ス
テ
カ
・
ラ
ー
ジ
ン
眉
根
ぞ
か
な
し
覚
め
し
ゃ
ス
テ
カ
・
ラ
ー
ジ
ン
眉
根
ぞ
か
な
し
－ 81 －
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逐
語
訳
1
9
3
6
年
の
映
画
「
サ
ー
カ
ス
」
挿
入
歌
作
曲
ド
ナ
エ
フ
ス
キ
ー
作
詞
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
"
ク
マ
チ
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
広
大
な
国
私
の
祖
国
、
そ
こ
に
は
沢
山
の
森
と
野
原
と
川
が
あ
る
!
こ
ん
な
に
も
自
由
に
人
が
息
吹
く
国
を
、
私
は
他
に
は
し
ら
な
い
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
辺
境
に
至
る
ま
で
、
南
の
山
か
ら
北
の
海
ま
で
わ
が
果
て
し
な
い
祖
国
の
主
人
の
ご
と
く
人
は
踏
破
す
る
。
至
る
と
こ
ろ
生
活
は
自
由
で
奔
放
で
、
ヴ
オ
ノ
レ
ガ
は
ま
さ
に
溢
れ
る
ば
か
り
に
流
れ
る
。
我
々
に
は
若
者
に
至
る
と
こ
ろ
に
道
が
あ
り
、
老
人
に
至
る
と
こ
ろ
敬
意
が
あ
る
。
我
ら
の
麦
畑
は
一
目
で
見
わ
た
せ
ず
、
我
ら
の
町
は
多
く
て
覚
え
き
れ
ず
、
我
ら
の
誇
り
に
満
ち
た
言
葉
「
タ
ヴ
ァ
ー
リ
シ
チ
(
同
志
)
J
 
は
他
の
ど
ん
な
美
し
い
言
葉
よ
り
も
貴
重
だ
。
こ
の
言
葉
で
我
ら
は
ど
こ
で
あ
れ
家
に
い
る
よ
う
に
く
つ
ろ
ぎ
、
我
々
に
は
皮
膚
の
色
の
黒
い
も
有
色
も
な
く
、
こ
の
言
葉
が
其
々
の
人
に
知
ら
れ
て
、
訳
詞
楽
団
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
祖
国
の
歌
1
.
果
て
し
な
く
続
く
大
地
祖
国
我
が
祖
国
よ
自
由
と
平
和
の
歌
海
に
山
に
満
(
み
)
て
輝
く
希
望
に
た
て
る
揺
る
ぎ
な
き
祖
国
よ
モ
ス
ク
ワ
に
高
鳴
る
鐘
南
に
北
に
果
て
し
な
き
我
が
国
に
歓
喜
を
ひ
び
か
せ
て
溢
る
る
ヴ
ォ
ル
ガ
の
ご
と
平
和
は
地
に
満
ち
て
我
等
は
希
望
に
燃
え
て
明
る
き
途
(
み
ち
)
進
む
2. 
果
て
し
な
く
続
く
大
地
祖
国
我
が
祖
国
よ
果
て
な
き
資
野
に
た
つ
あ
ま
た
の
街
や
村
わ
れ
に
「
文
明
」
と
「
暗
黒
」
の
民
族
の
差
別
な
し
「
タ
ワ
リ
シ
」
わ
れ
ら
の
言
葉
た
ぐ
い
な
く
美
わ
し
そ
の
言
葉
も
て
ロ
シ
ア
は
希
望
も
ゆ
大
家
族
3. 
果
て
し
な
く
続
く
大
地
祖
国
我
が
祖
国
よ
労
働
の
栄
誉
に
な
い
て
い
さ
お
輝
く
わ
れ
ら
労
働
と
休
息
の
権
利
学
ぶ
権
利
誇
ら
ん
黄
金
の
文
字
も
て
つ
づ
る
見
よ
わ
れ
ら
の
憲
法
こ
の
偉
大
な
る
光
の
年
と
も
に
消
え
る
な
し
4.
果
て
し
な
く
続
く
大
地
祖
国
我
が
祖
国
よ
春
風
枝
国
に
そ
よ
ぎ
働
く
者
楽
し
－ 82 －
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 P
O
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C
H盛
岡
P
O
A
H
H
a
M
O姐
ロ
シ
ア
私
の
故
郷
原
詩
M
y
3
h
I
K
a
:
 B.
M
y
p
a
A
e耳
目
C
J
I
o
B
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:
B
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H
 3
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B
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CJ
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Ba
. 
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
至
る
と
こ
ろ
で
我
ら
は
親
戚
に
出
会
う
。
テ
}
ブ
、
ノ
レ
に
つ
け
ば
我
ら
に
は
誰
も
余
計
者
は
お
ら
ず
、
功
績
に
は
各
人
が
謝
意
を
示
す
。
黄
金
の
文
字
で
我
ら
が
書
く
の
は
す
べ
て
の
民
衆
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
法
律
。
そ
の
文
言
の
偉
大
さ
と
栄
光
を
い
か
な
る
年
代
も
消
せ
な
い
人
に
は
常
に
学
習
、
休
息
、
労
働
の
権
利
が
あ
る
。
祖
国
の
上
に
春
風
が
吹
き
、
毎
日
が
た
え
ず
喜
び
の
暮
ら
し
で
、
こ
の
世
に
は
私
た
ち
以
上
に
笑
い
愛
す
る
者
は
い
な
い
。
だ
が
、
も
し
敵
が
我
々
を
破
壊
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
我
ら
は
激
し
く
攻
撃
す
る
、
祖
国
と
い
う
花
嫁
を
愛
す
る
ご
と
く
、
や
さ
し
い
母
を
大
切
に
す
る
ご
と
く
に
。
逐
語
訳
作
曲
ム
ラ
ジ
ェ
リ
作
調
ハ
リ
ト
ー
ノ
フ
1
.
私
が
モ
ス
ク
ワ
郊
外
を
歩
い
て
い
る
時
、
草
が
ミ
ン
ト
の
香
り
が
す
る
場
所
で
、
郊
外
の
自
然
(
地
)
が
心
を
込
め
て
私
に
さ
さ
や
く
の
は
大
事
に
胞
に
秘
め
ら
れ
た
自
分
の
言
葉
。
栄
え
る
も
の
ぞ
わ
れ
ら
集
い
て
朗
ら
か
に
さ
れ
ど
わ
が
祖
国
う
か
が
う
敵
あ
ら
ば
こ
ぞ
り
て
力
の
か
ぎ
り
母
な
る
国
守
ら
ん
果
て
し
な
く
続
く
大
地
祖
国
我
が
祖
国
よ
自
由
と
平
和
の
歌
海
に
山
に
満
(
み
)
て
輝
く
希
望
に
た
て
る
揺
る
ぎ
な
き
祖
国
よ
訳
調
関
鑑
子
1
モ
ス
ク
ワ
の
ほ
と
り
行
け
ば
か
わ
ら
ぬ
お
も
か
げ
か
ぐ
わ
し
の
野
の
草
思
い
出
な
つ
か
し
朝
焼
け
あ
ざ
や
か
に
遠
く
火
と
も
え
て
目
ざ
め
の
白
樺
優
し
く
さ
さ
や
く
－ 83 －
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H
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Bb
lI
II
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-
遠
く
に
暁
の
縞
が
秋
の
情
熱
の
よ
う
に
灯
っ
て
い
る
、
私
の
馴
染
み
の
白
樺
が
私
に
静
か
に
静
か
に
語
る
の
は
:
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
・
愛
し
い
自
由
の
国
、
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
・
ロ
シ
ア
は
私
の
祖
国
2. 
時
折
ヴ
ォ
ル
ガ
を
船
で
、
行
く
時
に
は
、
か
も
め
も
艦
(
船
尾
)
を
ぐ
る
ぐ
る
舞
う
(
私
は
)
長
い
時
間
岸
辺
を
眺
め
つ
づ
け
る
、
岸
辺
は
私
と
別
れ
よ
う
と
し
な
い
。
(
私
は
)
愛
想
よ
く
手
を
振
る
、
す
る
と
岸
辺
は
(
私
に
)
並
ん
で
歩
む
。
誰
か
が
夜
が
更
け
て
も
)11
商
で
の
ん
び
り
と
し
た
声
で
歌
っ
て
い
る
の
は
:
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
・
愛
し
い
自
由
の
国
、
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
・
ロ
シ
ア
は
私
の
祖
国
3.
モ
ス
ク
ワ
の
列
車
が
私
を
遠
い
土
地
に
連
れ
去
る
と
き
に
、
穀
草
が
私
に
低
く
頭
を
さ
げ
て
お
辞
儀
を
す
る
、
宵
の
星
が
ま
ば
た
き
し
て
い
る
。
私
は
祖
国
の
声
に
な
っ
た
ー
国
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
よ
母
な
る
大
地
大
い
な
る
祖
国
母
な
る
大
地
大
い
な
る
祖
国
2
ヴ
ォ
ル
ガ
を
下
る
船
に
か
も
め
た
わ
む
れ
て
岸
辺
を
歩
む
人
の
語
ら
い
楽
し
や
さ
し
く
手
を
と
り
よ
り
そ
い
で
行
け
ば
遠
く
ひ
び
く
歌
は
な
つ
か
し
い
あ
の
歌
-
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
よ
母
な
る
大
地
大
い
な
る
祖
国
母
な
る
大
地
大
い
な
る
祖
国
3
モ
ス
ク
ワ
を
遠
く
あ
と
に
ひ
ろ
き
野
に
立
て
ば
豊
か
に
穂
波
ゆ
れ
星
は
ま
た
た
く
祖
国
の
呼
ぶ
声
に
高
な
る
我
が
胸
母
な
る
ふ
る
さ
と
に
さ
さ
げ
ん
わ
が
歌
圃
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
よ
母
な
る
大
地
大
い
な
る
祖
国
母
な
る
大
地
大
い
な
る
祖
国
あ
あ
・
ロ
シ
ア
私
の
故
郷
訳
詞
合
唱
団
白
樺
(
蒲
生
異
郷
)
秋
草
咲
き
か
お
る
モ
ス
ク
ワ
の
郊
外
を
歩
め
ば
な
つ
か
し
い
小
川
よ
野
原
よ
朝
焼
け
冴
え
わ
た
る
林
を
過
ぎ
れ
ば
－ 84 －
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19
59
 
ロ
シ
ア
よ
、
何
と
お
ま
え
は
す
ば
ら
し
し
、
!
ま
わ
り
を
見
て
心
に
関
こ
え
て
く
る
の
は
私
の
魂
が
歌
っ
て
い
る
、
歌
っ
て
い
る
の
が
:
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
・
愛
し
い
自
由
の
国
、
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
@
ロ
シ
ア
は
私
の
祖
国
19
59
 
や
さ
し
い
白
樺
は
私
に
さ
さ
や
く
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
ゆ
た
か
な
大
地
よ
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
私
の
故
郷
か
も
め
は
低
く
飛
び
ヴ
ォ
ル
ガ
を
ゆ
く
船
の
紬
先
に
た
て
ば
河
風
さ
や
か
に
は
る
か
な
)11
岸
を
歩
む
若
者
の
歌
声
は
ゆ
た
か
な
河
面
に
流
れ
る
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
ゆ
た
か
な
大
地
よ
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
私
の
故
郷
モ
ス
ク
ワ
を
遠
く
去
り
ゆ
く
汽
主
主
の
窓
辺
に
は
タ
ベ
の
星
ひ
と
つ
早
く
も
輝
く
夜
、
の
胸
深
く
迫
る
は
こ
の
歌
豊
か
な
故
郷
を
讃
え
る
こ
の
歌
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
ゆ
た
か
な
大
地
よ
ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
夜
、
の
故
郷
－ 85 －
(2
2)
 I
I
E
C
H兄
o
T
P
E
B
m
K
H
O負
M
O.
JI
O
，Il，
O
C
T
I
I
心
さ
わ
ぐ
青
春
の
歌
原
詩
逐
語
訳
訳
詞
1I
3
 KI
IH
Oφ
II
JI
bM
a 
<<
II
o 
Ty
 C
TO
pO
Hy
>>
 
映
画
「
遠
い
か
な
た
I
挿
入
歌
訳
詞
関
忠
亮
CJ
IO
Ba
瓦
Or
na
HI
IH
a
My
3b
IK
a 
A.
 I
Ia
xM
yT
oB
oI
I: 
作
詞
L
オ
シ
ャ
ー
ニ
ン
作
曲
A
.
パ
フ
ム
ー
ト
ヴ
ァ
3a
6o
Ta
 y
 Ha
c 
rr
pO
CT
m!
，
 
3a
60
Ta
 H
ar
na
 T
aK
a耳
目
1
.
我
々
の
心
配
ご
と
は
単
純
明
快
だ
¥
我
々
の
心
配
ご
と
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
、
祖
国
が
あ
り
続
け
る
な
ら
い
い
の
に
と
、
そ
し
て
他
の
心
配
ご
と
な
ど
あ
り
は
し
な
い
!
1
.
我
ら
の
想
、
い
は
そ
れ
は
只
一
つ
な
つ
か
し
さ
祖
国
と
わ
に
さ
か
え
よ
雪
や
風
星
も
飛
べ
ば
わ
が
心
は
は
や
遠
き
地
に
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
? ?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
II
pu
ne
e
・
H
 C
He
r，
 
II 
Be
Te
p，
 
区
3B
巴3
JJ:
HO
qH
OI
I: 
rr
OJ
I巴
T..
.
M
e
H5
I 
M
o
e
 c
ep
JJ:
L¥巴
B
 τp
eB
ol
lm
y1
O
且
叩
b
30
B巴
T.
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
雪
も
風
も
夜
の
流
れ
星
も
夜
、
と
私
の
Jむ
を
心
騒
ぐ
遠
い
彼
方
へ
と
呼
ん
で
、
い
る
II
yc
rc
a話
H
a
M
C
 T0
60
話
06
0I
1M
E
巴JJ
:a
rp
03
延
T
3
a
6巴
耳
0
1
0，
H
o
 JJ:p
y)
rc
6a
 M
05
1 
C
 T0
60
1O
 
江
民
国
b
BM
eC
Te
 C
O 
M
H
O話
yM
pe
T.
II
pu
ne
e:
 
2.
私
と
君
の
二
人
に
次
々
と
災
い
が
迫
る
な
ら
迫
れ
ば
い
い
だ
が
君
と
の
私
の
友
情
は
布
、
と
共
に
で
の
み
死
滅
す
る
だ
ろ
う
。
(
リ
フ
レ
ー
ン
)
2.
し
ゅ
ミ
な
る
不
幸
が
度
重
な
る
と
も
二
人
の
友
情
と
わ
に
か
わ
ら
ず
雪
や
風
星
も
飛
べ
ば
わ
が
心
は
は
や
遠
き
地
に
II
oK
a 
51 
X
OJ
J:I
1T
b 
y
M
e1
O， 
II
oK
a 
r且
51J
J:e
Tb
51 
y
M
e1
O， 
II
or
ca
 51
瓦
bl
rn
aT
b
y
M
e1
O， 
兄
6
y江
y
I1瓦
TI
1
Br
re
pe
JJ:!
 
II
pu
ne
e
・
3.
夜
、
が
歩
む
こ
と
が
で
き
る
か
ぎ
り
私
の
目
が
見
え
る
限
り
私
が
呼
吸
す
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
私
は
前
進
す
る
だ
ろ
う
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
H
 Ta
rc
 l
!(
e，
 
rca
rc 
B
 l!(
I1
3H
I1 
rca
)rc
江
副
首
ラ
4.
そ
し
て
各
人
が
人
生
で
経
験
す
る
よ
う
に
、
3.
わ
が
足
の
続
く
限
り
進
み
ゆ
く
わ
が
息
の
続
く
限
り
進
ま
ん
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C
K
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3
b
 6
yp
ll
 O
H
a
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eT
.
II
pu
ne
e 
君
は
あ
る
時
愛
に
出
会
う
だ
ろ
う
、
君
と
共
に
君
の
よ
う
に
勇
敢
に
嵐
の
中
を
愛
は
通
り
抜
け
る
だ
ろ
う
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
雪
や
風
星
も
飛
べ
ば
わ
が
心
は
は
や
遠
き
地
に
H
e
江
y
M
a
M，
'l
T
O
 B
c
e
 r
rp
or
re
且
ll
，
'I
T
O
 6
yp
ll
 B
C
e
 O
T
r
p
e
M巴
且
H
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O
T
O
B
b
C
5
1
 K
 B
巴
耳
目
K
O品
目
巴
耳
目
，
A
 CJ
Ia
Ba
 T
e6
51
 H
a
M且
eT
!
II
pu
ne
6 
5.
す
べ
て
を
歌
い
尽
く
し
た
と
、
す
べ
て
の
嵐
が
や
ん
だ
、
と
、
思
う
な
。
偉
大
な
目
標
に
向
か
つ
て
準
備
せ
よ
、
す
る
と
栄
光
が
君
を
見
つ
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
!
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
19
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(2
3)
 O
)J，
H
0
3
B
Y
Q
H
O
 r
P
E
M
H
T
 K
OJ
IO
KO
JU
.q
HK
鐘
の
音
は
単
調
に
鳴
る
原
詩
逐
語
訳
訳
詞
合
唱
団
白
樺
M
y
3
b
I
K
a
 A.
 f
y
p
H
n
e
B
a
 
C
n
O
B
a
 11.
 M
a
K
a
p
o
B
a
 
O
，n:
H
0
3
B
y'
lH
O
 r
p
e
M
l
l
T
 K
O耳
O
K
O立
b
可
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K，
H
 ，n:
o
p
o
r
a
 rr
bI
JI
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TC
51
 C
江
e
r
K
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H
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Hb
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p
O
B
H
O
M
y
 rr
OJ
JI
O 
P
a3
JI
ll
Ba
eT
C5
1 
rr
eC
Hb
 5l
M
II¥
ll
Ka
 
作
曲
A
.
グ
リ
レ
フ
作
詞
1
.
マ
カ
ー
ロ
ブ
1
 
小
鐘
の
音
が
単
調
に
鳴
り
響
き
そ
し
て
道
は
か
す
か
に
挨
を
た
て
る
、
す
る
と
起
伏
の
な
い
平
原
を
陰
気
に
御
者
の
歌
が
広
が
る
1
タ
ベ
告
げ
る
鐘
の
音
も
の
う
く
鳴
り
渡
り
奴
者
の
歌
哀
れ
た
だ
荒
野
(
あ
れ
の
)
を
流
れ
ゆ
く
C
T
O
J
I
b
K
O
 r
p
y
c
T狂
B
T
O益
rr
eC
He
y
H
b
I瓦
0
え
C
T
O
J
I
b
K
O
 r
py
cT
ll
 B
 H
ar
re
Be
 p
o且
H
O
M，
'I
T
O
 B
，n:y
凹
e
M
o
e話
xJ
Ia
，n:H
o
ii:，
OC
Tb
IJ
IO
益
P
a3
ro
pe
JI
OC
51
 c
e
p，n
:n:巴
o
r
H巴
M
.
2.
そ
の
物
悲
し
い
歌
に
は
そ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
哀
愁
が
あ
り
2
去
り
ゆ
く
我
が
と
も
し
び
懐
か
し
い
旋
律
に
は
そ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
感
情
が
込
め
ら
れ
て
尽
き
せ
ぬ
思
い
秘
め
い
た
の
で
、
奪
わ
れ
し
恋
嘆
く
夜
、
の
冷
め
た
冷
淡
な
気
質
の
な
か
に
も
心
が
と
も
し
び
と
な
っ
て
悲
し
き
絢
の
火
か
燃
え
上
が
っ
た
?? ? ? ，
，
、
，
? ?
?
?
? ?
? ?
?
?
?
??
?
?
? ? ?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ?
、
?
? ? ? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
3.
私
は
別
の
夜
毎
に
も
故
郷
の
野
原
も
森
も
思
し
、
出
し
た
、
す
る
と
も
う
長
い
間
乾
い
た
ま
ま
だ
、
っ
た
目
に
j戻
が
火
花
の
よ
う
に
溢
れ
た
。
3
国
き
誓
い
空
し
く
残
れ
る
森
黒
く
枯
れ
果
て
し
自
に
光
る
哀
し
き
露
ひ
と
つ
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18
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4
.1
J、
鐘
の
音
が
単
調
に
鳴
り
響
き
、
そ
し
て
道
は
か
す
か
に
挨
を
た
て
る
。
す
る
と
私
の
御
者
は
口
を
喋
ん
だ
が
、
道
は
私
の
前
に
遠
く
遠
く
続
い
て
い
る
・
18
40
年
代
末
ま
た
は
18
50
年
代
初
頭
(2
4)
 C
J
I
A
B
H
O
E
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O
P
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C
B
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E
H
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E
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JI
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.
聖
な
る
湖
パ
イ
カ
ル
原
詩
逐
語
訳
C
JI
aB
H
O
e
 M
o
p
e
，
 CB
J主
IIJ
;e
H
H
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I誼
B
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I
W江
，
CJ
Ia
BH
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長
K
o
p
a
6江
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M
Y江
e
B
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Ka
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3
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6
a
p
r
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H
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II
Ol
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M
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II
Y
II
JI
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 H
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江
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lK
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e
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p
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p
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K
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T
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T
a
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6
e
m
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T
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Io
c0
6瓦
江
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K
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e
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C
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-
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O
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p
a
m
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M
e
I
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e
 II
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M
a
J
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B
且
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H
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bI主
主
3
B
e
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b，
II
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JI
CT
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H
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B
a江
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llI
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I
狂
H
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O
'主
b
，
H
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p
e，
Zl;
b
 6e
JI
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，Zl;
H
狂，
BJ
IH
3 
r
O
p
O，
Zl;
O
B
 0
3宜
p
a江
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I
$I
 3
0
p
K
O，
 
X
J
I
e
6
0
M
 K
O
p
M
H
J
I
H
 K
p
e
C
T
b狂
H
K
H
M
e
H狂
フ
II
ap
立
H
c
H
a
6
m
a江
H
M
a
X
O
p
K
O設
.
1
.
聖
な
る
パ
イ
カ
ノ
レ
は
栄
え
あ
る
海
オ
ー
ム
リ
の
樽
は
素
晴
ら
し
い
舟
お
い
パ
ノ
レ
グ
、
ジ
、
ン
の
風
よ
大
波
を
早
く
や
れ
、
勇
気
あ
る
男
が
航
行
す
る
の
は
、
遠
く
な
い
。
2.
長
い
こ
と
重
い
鎖
を
私
は
つ
け
て
い
た
長
い
こ
と
ア
カ
ト
ゥ
イ
の
山
々
を
さ
ま
よ
い
歩
い
た
古
い
同
志
が
逃
げ
る
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
自
由
を
感
じ
て
、
夜
、
は
よ
み
が
え
っ
た
。
3.
シ
ノ
レ
カ
}
11や
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
は
今
や
恐
ろ
し
く
な
い
一
山
岳
警
備
隊
は
私
を
捕
え
な
か
っ
た
し
、
密
林
で
は
大
食
い
の
野
獣
に
遭
遇
せ
ず
、
狙
撃
兵
の
弾
丸
は
外
れ
た
。
4.
私
は
真
夜
中
も
白
昼
も
歩
い
た
、
町
々
の
近
く
で
は
注
意
深
く
見
回
し
な
が
ら
、
農
婦
た
ち
が
パ
ン
を
私
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
、
男
た
ち
が
マ
ホ
ー
ル
カ
(
刻
み
タ
ノ
ベ
コ
)
を
く
れ
た
。
4
夕
べ
告
げ
る
鐘
の
音
も
の
う
く
鳴
り
渡
り
叡
者
の
歌
今
は
絶
え
旅
路
は
る
か
は
る
か
"
.
・
H
・..
訳
詞
小
野
光
子
井
上
頼
豊
1
名
も
床
し
塑
(
キ
ヨ
)
き
パ
イ
カ
ノ
レ
わ
が
舟
は
オ
ム
リ
の
樽
(
タ
ル
)
よ
エ
イ
パ
ノ
レ
グ
ー
ジ
ン
の
風
よ
吹
け
岸
も
は
や
近
し
エ
イ
パ
ル
グ
ー
ジ
ン
の
風
よ
吹
け
岸
も
は
や
近
し
2
お
も
き
鎖
(
ク
サ
リ
)
さ
ら
ば
よ
ア
カ
ト
ワ
イ
の
山
さ
ら
ば
よ
ふ
る
き
友
わ
れ
を
救
い
今
ぞ
自
由
の
身
ぞ
ふ
る
き
友
わ
れ
を
救
い
今
ぞ
自
由
の
身
ぞ
3
牢
獄
の
鉄
の
扉
(
ト
)
は
わ
れ
を
も
は
や
閉
ざ
し
え
ず
の
が
れ
き
で
は
で
も
な
く
山
を
さ
ま
よ
い
て
の
が
れ
き
で
は
で
も
な
く
山
を
さ
ま
よ
い
て
4
人
々
に
守
ら
れ
飢
え
し
の
ぎ
町
を
過
ぎ
て
今
ぞ
は
る
か
パ
イ
カ
ル
の
波
の
上
を
わ
た
る
今
ぞ
は
る
か
パ
イ
カ
ル
の
波
の
上
を
わ
た
る
5
栄
え
あ
る
海
聖
き
パ
イ
カ
ノ
レ
風
受
け
よ
破
(
ヤ
)
ゃ
れ
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5.
聖
な
る
パ
イ
カ
ノ
レ
は
栄
え
あ
る
海
素
晴
ら
し
い
私
の
帆
は
穴
の
あ
い
た
カ
ブ
タ
ン
。
お
い
パ
ル
グ
ジ
ン
の
風
よ
大
波
を
は
や
く
や
れ
、
雷
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
。
(
2
5
)
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4
7
年
映
画
「
シ
ベ
リ
ア
物
語
」
主
題
歌
作
曲
ク
リ
ュ
ー
コ
フ
作
詞
ド
ノ
レ
マ
ト
フ
ス
キ
ー
シ
ベ
リ
ア
人
は
戦
争
に
お
も
む
い
た
、
エ
ニ
セ
イ
と
、
タ
イ
ガ
に
別
れ
を
告
げ
た
。
熱
い
攻
撃
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
祖
国
の
大
地
か
ら
集
ま
っ
た
の
は
見
事
だ
。
シ
ベ
リ
ア
人
は
戦
争
に
お
も
む
い
た
、
エ
ニ
セ
イ
と
、
タ
イ
ガ
に
別
れ
を
告
げ
た
。
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
シ
ベ
リ
ア
は
広
大
な
大
地
、
力
強
く
て
自
由
だ
。
こ
ん
な
に
も
広
大
な
所
は
ま
だ
あ
る
だ
ろ
う
か
?
お
ま
え
は
私
の
魂
の
な
か
に
あ
る
、
シ
ベ
リ
ア
よ
!
シ
ベ
リ
ア
人
は
行
軍
中
に
も
祖
国
の
形
象
、
愛
す
る
人
の
形
象
の
陸
地
を
護
る
。
シ
ベ
リ
ア
人
は
国
と
道
路
を
ず
い
ぶ
ん
と
見
て
き
た
た
ハ
ラ
}
ト
エ
イ
パ
ル
グ
ー
ジ
ン
の
風
よ
吹
け
雷
(
イ
カ
ヅ
チ
)
轟
(
ト
ド
ロ
)
け
エ
イ
パ
ノ
レ
グ
ー
ジ
ン
の
風
よ
吹
け
雷
(
イ
カ
ヅ
チ
)
轟
(
ト
ド
ロ
)
け
訳
詞
楽
団
カ
チ
ュ
}
シ
ャ
1
.
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
は
何
と
森
果
て
し
も
無
く
集
い
し
強
者
(
つ
わ
も
の
)
は
懐
か
し
故
郷
い
で
て
戦
い
に
出
(
し
、
)
で
行
き
ぬ
た
ぎ
り
満
つ
カ
み
よ
シ
ベ
リ
ア
よ
我
ら
の
自
由
と
青
春
大
地
は
ひ
ら
く
故
郷
シ
ベ
リ
ア
2.
雲
の
彼
方
描
く
祖
国
懐
か
し
人
び
と
激
し
き
戦
い
の
日
幾
た
び
戦
火
の
中
に
遠
き
雲
の
果
て
偲
び
ぬ
我
等
が
祖
国
(
く
に
)
－ 89 －
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戦
争
の
火
と
煙
の
な
か
に
、
だ
が
行
軍
中
に
も
祖
国
の
形
象
、
愛
す
る
人
の
形
象
の
陸
地
を
護
る
。
江
e
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 c
e
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O
e
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o瓦
M
O
C
K
B
Oえ
A
3
a
K
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B
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H
y
O
H
 B
 E
巴
p
m
m
e
O
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 r
r0
6e
且
0
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B
e
p
H
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J
I
C5
!且
O
M
OU:，
E
H
i
l
C巴
益
e
r
o
B
C
T
p
e
T目
立
6h
IJ
Ii
lH
Hh
I益
燃
え
る
よ
う
な
心
に
は
兵
士
の
過
酷
で
、
長
い
行
程
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
シ
ベ
リ
ア
人
は
モ
ス
ク
ワ
近
郊
で
戦
い
、
ベ
ノ
レ
リ
ン
で
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
彼
は
勝
利
と
共
に
帰
国
し
、
英
雄
讃
歌
の
エ
ニ
セ
イ
が
彼
を
出
迎
え
た
。
CJ
IO
Ba
 il
 M
y3
hI
K
a
 -
19
47
 
(2
6)
 l
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C
K
a
C
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O
p
O
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韓
組
人
の
踊
り
(
ポ
ロ
ヴ
ェ
ッ
ツ
入
の
歌
と
踊
り
)
原
詩
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語
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p
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p
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W
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e
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回
訪
日
r
o
p
h
ツ
ツ
人
の
歌
と
踊
り
の
歌
詞
「
風
の
翼
に
乗
っ
て
飛
び
去
れ
J
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T
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風
の
翼
に
乗
っ
て
飛
び
去
れ
お
前
、
故
郷
の
果
て
へ
わ
れ
ら
の
故
郷
の
歌
よ
、
わ
れ
ら
が
お
前
を
自
由
に
歌
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
わ
れ
ら
が
お
前
と
そ
ん
な
に
の
び
の
び
し
て
い
た
所
へ
T
a
M，
 
rr
o，l
( 
3
H
O益
H
h
I
M
H
e
6
o
M，
 
H
e
r
o鼠
B
0
3，
l(y
X
rr
OJ
IO
Hヲ
T
a
M
 rr
o，
l( 
r
O
B
o
p
 M
O
p5
! 
且
p
e
M且
l
OT
r
o
p
h
I
 B
 0
6J
Ia
Ka
X;
 
T
a
M
 T
a
K
 5!
p
K
O
 C
OJ
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l¥
e
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TI
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，
 
P
O，
l(
H
hI
e 
r
o
p
h
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 C
B
e
T
O
M
 3
a且
H
B
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B
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耳
il
Ha
x
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T
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OT
，
II
 C
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O
B
h
H
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rO
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T
 B
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ax
 3
e耳
巴
Hh
IX
.
そ
こ
で
は
灼
熱
の
空
の
下
で
大
気
は
安
ら
ぎ
で
満
ち
て
い
る
そ
こ
で
は
海
の
ざ
わ
め
き
の
下
で
山
々
が
雲
の
中
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
そ
ん
な
に
太
陽
が
明
る
く
輝
き
、
故
郷
の
山
々
を
光
で
満
た
し
な
が
ら
、
渓
谷
で
は
蓄
積
が
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
て
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ノ
レ
が
緑
の
森
で
歌
っ
て
い
る
シ
ベ
リ
ア
よ
我
ら
の
自
由
と
青
春
大
地
は
ひ
ら
く
故
郷
シ
ベ
リ
ア
3.
苦
し
み
に
ひ
る
ま
ず
燃
ゆ
る
胸
祖
国
守
り
シ
ベ
リ
ア
の
強
者
は
ベ
ノ
レ
リ
ン
に
赤
旗
た
て
勝
利
の
功
(
し
、
さ
お
)
高
く
い
ま
帰
る
故
郷
よ
シ
ベ
リ
ア
よ
我
ら
の
自
由
と
青
春
大
地
は
ひ
ら
く
故
郷
シ
ベ
リ
ア
訳
詞
(
乙
女
た
ち
の
流
れ
る
よ
う
な
踊
り
)
風
の
翼
に
乗
っ
て
と
び
行
け
歌
よ
わ
れ
ら
の
歌
よ
自
由
の
国
わ
が
ふ
る
さ
と
へ
う
た
ご
え
あ
ふ
る
わ
が
ふ
る
さ
と
へ
広
き
大
空
の
も
と
大
気
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
波
は
岸
辺
に
語
り
山
に
雲
は
憩
う
燃
ゆ
る
太
陽
の
輝
き
故
郷
の
山
は
光
に
満
つ
パ
ラ
の
花
は
谷
間
埋
め
緑
の
森
に
小
鳥
は
歌
う
ぶ
ど
う
の
房
は
色
づ
く
う
た
よ
、
と
び
ゆ
け
は
る
か
遠
く
、
わ
が
ふ
る
さ
と
へ
－ 90 －
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日
瑚
C
K
O益
T古
血
b
T巴!
甘
い
ブ
ド
ワ
も
実
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
お
前
は
よ
り
の
び
の
び
し
て
い
る
、
歌
よ
、
お
前
は
そ
こ
へ
飛
び
去
れ
!
ハ
ン
の
栄
光
の
歌
を
歌
え
!
歌
え
!
ハ
ン
の
勇
敢
さ
を
称
え
な
さ
い
、
称
え
よ
!
輝
か
し
い
ハ
ン
!
ハ
ン
!
彼
は
輝
か
し
い
、
わ
れ
ら
が
ハ
ン
は
!
栄
光
の
輝
き
に
よ
り
ハ
ン
は
太
陽
に
等
し
い
ハ
ン
の
栄
光
に
匹
敵
す
る
も
の
は
な
い
!
な
い
!
ハ
ン
の
女
奴
隷
は
ハ
ン
を
称
え
る
。
自
分
た
ち
の
ハ
ン
を
称
え
る
。
ハ
ン
に
栄
光
の
歌
を
歌
っ
て
く
だ
さ
い
!
歌
え
!
且四
寛
大
さ
と
慈
悲
を
称
え
な
さ
い
!
称
え
よ
!
敵
に
と
っ
て
ハ
ン
は
恐
ろ
し
い
、
わ
れ
ら
が
ハ
ン
は
!
誰
が
ハ
ン
の
栄
光
に
匹
敵
す
る
か
、
誰
が
?
栄
光
の
輝
き
に
よ
り
ハ
ン
は
太
陽
に
等
し
い
!
わ
れ
ら
が
ハ
ン
は
祖
先
の
栄
光
に
匹
敵
す
る
(
並
ぶ
)
ハ
ン
、
コ
ン
チ
ャ
ッ
ク
ハ
ン
!
彼
は
祖
先
の
栄
光
に
並
ぶ
厳
し
い
ハ
ン
、
コ
ン
チ
ャ
ッ
ク
ハ
ン
!
輝
か
し
い
ハ
ン
、
コ
ン
チ
ャ
ッ
ク
ハ
ン
!
輝
か
し
い
ハ
ン
、
コ
ン
チ
ャ
ッ
ク
ハ
ン
!
コ
ン
チ
ャ
ッ
ク
ハ
ン
!
踊
り
で
ハ
ン
を
喜
ば
せ
な
さ
い
、
女
奴
隷
た
ち
自
分
た
ち
の
ハ
ン
を
、
自
分
た
ち
の
。
お
前
た
ち
の
踊
り
で
ハ
ン
を
喜
ば
せ
な
さ
い
!
蹄
り
で
喜
ば
せ
な
さ
い
!
(
全
体
の
踊
り
)
歌
え
よ
わ
が
ハ
ン
(
汗
)
を
歌
え
た
た
え
よ
わ
が
ハ
ン
を
い
ざ
た
た
え
よ
ハ
ン
た
た
え
よ
ハ
ン
を
輝
く
太
陽
ハ
ン
栄
光
は
て
な
し
ハ
ン (
女
ど
れ
い
の
踊
り
)
チ
ャ
ー
ギ
ハ
ン
は
え
あ
れ
ハ
ン
は
え
あ
れ
ハ
ン
と
わ
に
は
え
あ
れ
(
全
体
の
踊
り
)
歌
え
よ
わ
が
ハ
ン
を
ハ
ン
い
た
わ
り
忘
れ
ぬ
ハ
ン
敵
に
は
ハ
ン
雷
(
い
か
ず
ち
)
ハ
ン
よ
比
べ
る
も
の
な
し
ハ
ン
輝
く
太
陽
ハ
ン
(
男
た
ち
の
踊
り
)
栄
光
祖
先
に
並
ぶ
わ
が
ハ
ン
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
栄
光
祖
先
に
並
ぶ
わ
が
ハ
ン
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
わ
が
ハ
ン
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
(
乙
女
た
ち
の
流
れ
る
よ
う
な
踊
り
)
風
の
翼
に
乗
っ
て
と
び
行
け
歌
よ
わ
れ
ら
の
歌
よ
自
由
の
関
わ
が
ふ
る
さ
と
へ
う
た
ご
え
あ
ふ
る
わ
が
ふ
る
さ
と
へ
広
き
大
空
の
も
と
大
気
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
波
は
岸
辺
に
語
り
山
に
雲
は
憩
う
－ 91 －
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わ
れ
ら
が
コ
ン
チ
ャ
ッ
ク
ハ
ン
燃
ゆ
る
太
陽
の
輝
き
故
郷
の
山
は
光
に
満
つ
パ
ラ
の
花
は
谷
間
埋
め
緑
の
森
に
小
鳥
は
歌
う
ぶ
ど
う
の
房
は
色
づ
く
う
た
よ
、
と
び
ゆ
け
は
る
か
遠
く
、
わ
が
ふ
る
さ
と
へ (
男
た
ち
の
踊
り
)
栄
光
祖
先
に
並
ぶ
わ
が
ハ
ン
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
栄
光
祖
先
に
並
ぶ
わ
が
ハ
ン
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
わ
が
ハ
ン
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
(
全
体
の
踊
り
)
お
ど
り
で
た
た
え
よ
お
ど
り
で
た
た
え
よ
お
ど
り
で
ハ
ン
を
チ
ャ
ギ
た
た
え
よ
ハ
ン
を
チ
ャ
ギ
お
ど
り
で
ハ
ン
を
チ
ェ
ギ
た
た
え
よ
ハ
ン
を
チ
ャ
ギ
た
た
え
よ
う
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
お
ど
り
で
た
た
え
よ
お
ど
り
で
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
あ
あ
、
コ
ン
チ
ャ
ク
ハ
ン
訳
調
津
川
主
一
そ
よ
げ
西
風
よ
運
べ
歌
を
ふ
る
さ
と
へ
住
み
馴
れ
し
は
そ
の
郷
(
さ
と
)
よ
乙
女
た
ち
は
群
れ
遊
ぶ
の
ど
か
に
吹
け
春
の
風
の
ど
か
に
吹
け
春
風
よ
海
原
よ
り
山
の
峰
ま
で
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訳
作
曲
ア
ナ
ト
リ
ー
・
ノ
ヴ
、
イ
コ
フ
作
詞
ヤ
コ
フ
・
シ
ョ
ウ
ヴ
ェ
ド
フ
1. 夏
の
明
け
方
松
林
を
散
歩
し
て
い
る
と
iJ、
麦
色
の
モ
ノ
レ
タ
守
ヴ
ィ
ア
娘
が
ぶ
ど
う
を
摘
ん
で
い
た
美
し
い
娘
に
僕
は
ひ
と
め
ぼ
れ
思
わ
ず
声
を
か
け
て
誘
っ
た
「
暑
く
な
る
前
に
)
 11
の
ほ
と
り
へ
行
き
ま
せ
ん
か
j
風
に
ざ
わ
め
く
楓
の
葉
僕
の
心
は
君
に
ざ
わ
め
く
緑
の
楓
ざ
わ
め
く
楓
ゆ
れ
て
散
る
楓
の
葉
よ
2.
 小
麦
色
の
モ
ノ
レ
ダ
ヴ
ィ
ア
娘
は
僕
を
見
つ
め
て
こ
う
い
っ
た
「
モ
ル
ダ
、
ヴ
ィ
ア
・
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
赤
き
陽
に
燃
ゆ
る
緑
の
丘
さ
す
ら
わ
ん
茂
る
草
に
ま
じ
り
咲
く
薫
り
高
き
花
う
ば
ら
木
の
実
も
熟
れ
た
り
そ
よ
げ
西
風
よ
運
べ
わ
が
歌
訳
詞
関
鑑
子
1. そ
よ
風
あ
さ
や
け
ゆ
ら
ぐ
若
葉
よ
小
麦
色
の
娘
は
ぶ
ど
う
を
つ
ん
で
い
た
か
い
ま
み
る
若
者
胸
と
き
め
か
せ
朝
の
散
歩
に
娘
を
さ
そ
っ
た
あ
さ
や
け
の
川
辺
へ
ゆ
こ
う
あ
け
ゆ
く
み
ど
り
の
森
へ
楓
の
若
葉
は
風
に
ゆ
ら
ぐ
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
2. 
ふ
さ
ふ
さ
と
髪
な
び
か
せ
て
娘
は
飛
ん
で
ゆ
く
続
の
楓
よ
ふ
か
い
森
よ
小
麦
色
の
頬
も
や
し
は
る
か
見
ま
も
り
わ
れ
ら
今
ふ
る
さ
と
の
村
ま
も
る
た
め
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
・
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
を
集
め
て
る
娘
は
き
り
っ
と
若
者
は
げ
ま
し
若
者
た
ち
は
た
た
か
い
に
深
い
森
の
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
へ
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故
郷
を
守
る
た
め
敵
と
た
た
か
っ
て
い
る
の
よ
さ
あ
、
あ
な
た
も
森
の
パ
ノ
レ
チ
ザ
ン
へ
!
J
 
風
に
ざ
わ
め
く
楓
の
葉
楓
の
下
で
見
つ
め
合
う
僕
ら
風
に
ざ
わ
め
く
楓
の
葉
ゆ
れ
て
散
る
楓
の
葉
よ
3. 小
麦
色
の
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
娘
は
小
道
を
た
ど
っ
て
森
の
中
へ
見
送
る
僕
は
立
ち
尽
く
す
だ
け
小
麦
色
の
娘
を
忘
れ
ら
れ
ず
夜
毎
悩
み
考
え
抜
い
て
よ
し
!
小
麦
色
の
娘
に
会
お
う
森
の
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
で
!
風
で
ざ
わ
め
く
楓
の
葉
素
晴
ら
し
い
若
者
よ
、
故
郷
よ
縁
の
楓
ざ
わ
め
く
楓
ゆ
れ
て
i散
る
楓
の
葉
よ
(
リ
ブ
レ
ー
ン
は
2
度
歌
わ
れ
る
)
19
40
、
19
42
年
家
を
出
て
い
さ
み
ゆ
く
ゆ
け
君
も
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
3. 
ふ
さ
ふ
さ
と
髪
な
び
か
せ
て
娘
は
飛
ん
で
ゆ
く
緑
の
楓
よ
ふ
か
い
森
よ
小
麦
色
の
娘
は
森
の
小
み
ち
へ
か
け
ゆ
く
そ
の
姿
若
者
み
お
く
る
夜
ご
と
の
夢
に
き
く
そ
の
こ
と
ば
若
者
い
ま
森
め
ざ
し
て
急
ぎ
ゆ
く
若
者
た
ち
は
た
た
か
い
に
深
い
森
の
パ
ノ
レ
チ
ザ
ン
部
隊
へ
家
を
で
て
い
さ
み
ゆ
く
パ
ル
チ
ザ
ン
へ
(
リ
ブ
レ
ー
ン
)
ふ
さ
ふ
さ
と
髪
な
び
か
せ
て
娘
は
飛
ん
で
ゆ
く
続
の
楓
よ
ふ
か
い
森
よ
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1
丘
の
周
り
は
静
か
に
濃
霧
に
つ
つ
ま
れ
黒
雲
の
か
げ
か
ら
月
が
光
り
、
墓
場
は
安
息
を
保
つ
静
か
に
霧
は
流
れ
雲
の
彼
方
に
月
は
輝
き
ぬ
白
く
ひ
か
る
十
字
架
安
ら
か
に
勇
士
は
丘
に
眠
り
ぬ
J3
e瓦
eI
OT
Kp
eC
T
bI
 -3
TO
 1'
ep
ol
1 
CI
IJ
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血
圧
01
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K
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.
2.
白
く
見
え
る
十
字
架
こ
こ
に
勇
士
た
ち
は
眠
る
戦
い
の
犠
牲
者
た
ち
の
過
ぎ
去
り
し
悲
し
み
の
陰
が
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
面
影
わ
す
れ
じ
と
わ
に
勝
利
の
誓
い
果
た
さ
ん
や
が
て
平
和
は
来
た
り
ぬ
わ
れ
ら
が
上
に
(
1
.
繰
り
返
し
)
静
か
に
霧
は
流
れ
雲
の
彼
方
に
月
は
輝
き
ぬ
白
く
ひ
か
る
十
字
架
安
ら
か
に
勇
士
は
丘
に
眠
り
ぬ
Tl
1x
o
 B
OK
Py
r，
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p 
T
y
M
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H
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3.
静
か
な
周
り
に
、
風
が
霧
を
運
ぶ
。
満
州
!
の
丘
の
上
に
戦
士
た
ち
は
眠
り
な
つ
か
し
母
若
き
妻
な
げ
き
悲
し
み
ぬ
ロ
シ
ア
人
に
は
涙
も
聞
こ
え
な
い
。
勇
士
を
し
の
び
惜
し
む
全
ロ
シ
ア
日立
a司
eT
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.!
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4.
泣
い
て
い
る
故
郷
の
母
が
泣
い
て
し
¥
る
、
若
い
妻
が
泣
い
て
い
u.
繰
り
返
し
)
る
静
か
に
霧
は
流
れ
雲
の
彼
方
に
月
は
輝
き
ぬ
全
て
の
人
た
ち
が
泣
い
て
い
る
、
一
人
の
人
間
の
よ
う
に
な
っ
て
白
く
ひ
か
る
十
字
架
安
ら
か
に
勇
士
は
丘
に
眠
り
ぬ
ひ
ど
い
運
命
を
呪
い
な
が
ら
!
? ?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
? ? ?
?
?
?
? ? ?
?
?
?
? ?? ?
? ? ?
? ?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
コ
ウ
リ
ャ
ン
が
あ
な
た
を
眠
り
に
誘
う
ま
ま
に
、
ロ
シ
ア
の
大
地
の
勇
士
た
ち
、
お
眠
り
な
さ
い
、
祖
国
の
息
子
た
ち
。
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お
眠
り
な
さ
い
、
息
子
た
ち
、
あ
な
た
方
は
ル
ー
シ
の
た
め
、
祖
国
の
た
め
に
殉
死
し
た
、
だ
が
信
じ
て
く
だ
さ
い
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
あ
な
た
た
ち
の
恨
み
を
は
ら
し
、
血
の
追
善
式
典
を
行
い
ま
す
。
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